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ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
ヘ
ン
ケ
ル
『
訴
訟
法
と
実
体
法
』（
一
）

河
野
正
憲
＝
河
野
憲
一
郎　

共
訳

【
訳
者
序
言
】

　

本
翻
訳
は
、
一
九
七
〇
年
に
公
刊
さ
れ
た
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
ヘ
ン
ケ
ル

著
『
訴
訟
法
と
実
体
法
』
の
全
訳
で
あ
り
、
順
次
分
載
す
る
。
本
書
は
、

本
文
四
二
九
頁
お
よ
び
事
項
索
引
と
条
文
索
引
と
が
付
さ
れ
た
モ
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
で
あ
る
。
本
書
は
、手
短
な
序
論
に
続
き
、以
下
の
六
章
か
ら
成
っ

て
い
る
（
詳
細
な
目
次
は
後
掲
）。

　

第
一
章　

民
事
訴
訟
法
の
実
体
法
か
ら
の
区
別

　

第
二
章　

訴
訟
法
的
価
値

　

第
三
章　

既
判
力
の
客
観
的
限
界

　

第
四
章　

手
続
上
の
行
為
の
合
法
性
と
違
法
性

　

第
五
章　

差
押
質
権

　

第
六
章　

執
行
に
対
す
る
保
護
の
基
礎

　

い
ず
れ
の
章
に
お
い
て
も
、
著
者
緒
言
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
体

系
的
叙
述
と
い
う
よ
り
も
極
め
て
高
い
具
体
的
問
題
関
心
か
ら
出
発
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
領
域
に
つ
き
、
特
に
訴
訟
法
と
実
体
法
と
い
う
視
角
か

ら
問
題
を
鋭
利
に
分
析
し
て
お
り
、
本
書
は
、
明
晰
な
著
者
の
基
本
観
点

か
ら
判
決
手
続
と
強
制
執
行
手
続
の
い
く
つ
か
の
問
題
に
対
し
て
の
独
自

の
方
向
性
を
極
め
て
具
体
的
に
明
示
し
て
い
る
。
問
題
領
域
の
分
析
に
際

し
て
は
、
単
に
具
体
的
な
解
釈
問
題
の
技
巧
的
解
決
に
堕
す
る
こ
と
を
排

す
べ
く
、実
体
法
に
つ
い
て
の
極
め
て
詳
細
か
つ
正
確
な
理
解
を
背
景
に
、

深
い
基
礎
的
な
考
察
を
基
礎
に
置
い
た
、
し
か
し
、
余
分
な
叙
述
を
そ
ぎ

落
と
し
た
明
晰
な
記
述
を
展
開
し
て
い
る
。
出
版
か
ら
五
〇
年
を
経
て
、

そ
の
間
に
一
九
七
六
年
の
簡
素
化
法
に
よ
る
大
改
正
等
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
ら
の
こ
と
は
本
書
の
記
述
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
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の
考
察
は
、
民
事
訴
訟
理
論
の
根
本
に
肉
薄
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
日
に

お
い
て
も
、
ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
内
容
上
の
価
値
は
些
か
も

失
わ
れ
て
は
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
書
の
著
者
で
あ
る
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
ヘ
ン
ケ
ル
教
授
に
つ
い
て
は
、

既
に
本
書
の
共
訳
者
の
一
人
で
あ
る
河
野
憲
一
郎
が
、「
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・

ヘ
ン
ケ
ル
『
執
行
法
と
企
業
法
の
狭
間
の
倒
産
法
改
正
』」（
熊
本
法
学

一
三
五
号〔
二
〇
一
五
年
〕一
四
三
頁
以
下
）で
簡
単
な
紹
介
を
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
特
に
本
書
お
よ
び
ヘ
ン
ケ
ル
教
授
の
基
本
的
立
場
の
理
解
に

有
益
と
思
わ
れ
る
点
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
ヘ
ン
ケ
ル
教
授
の
七
〇
歳

の
記
念
の
祝
典
（
一
九
九
五
年
四
月
二
一
日
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
講
堂

で
開
催
）
で
ご
本
人
が
述
べ
ら
れ
た
謝
辞
等
や
恩
師
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・

ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
の
手
に
な
る
同
記
念
論
文
集
冒
頭
掲
載
の
序
言
を
も
と

に
、
若
干
の
補
充
を
し
た
い
。

　

ヘ
ン
ケ
ル
教
授
は
、
一
九
二
五
年
四
月
二
一
日
、
ベ
ル
リ
ン
の
生
ま
れ

で
あ
る
。
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
終
了
後
一
八
歳
で
軍
務
に
つ
き
、
一
九
四
四
年

七
月
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
北
部
で
の
戦
闘
で
重
傷
を
負
い
本
国
（
ゴ
ー
タ
）
に

搬
送
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
終
戦
間
際
の
市
街
戦
や
そ
の
後
の
拘

束
を
経
て
一
九
四
五
年
七
月
に
解
放
さ
れ
、
南
ド
イ
ツ
に
逃
れ
て
終
戦
直

後
の
困
難
な
時
期
を
建
築
会
社
に
就
職
を
し
て
凌
い
だ
後
（
こ
の
会
社
も

破
産
し
た
）、
一
九
四
七
年

－

四
八
年
の
冬
学
期
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大

学
で
の
学
業
を
開
始
し
た
。
当
初
の
三
学
期
は
神
学
の
学
生
と
し
て
学
ん

だ
が
、
そ
の
後
法
学
部
に
転
学
し
た
。
こ
の
間
、
彼
は
正
規
学
生
と
し
て

で
は
な
い
が
、
戦
後
の
同
大
学
の
復
興
に
尽
力
し
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
教
授

の
刑
法
総
論
の
講
義
を
聴
講
し
た
こ
と
、
学
生
と
し
て
同
大
学
の
復
興
に

協
力
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
教
授
の
私
邸
で
開
か
れ
た
七
〇
歳
の
記
念
の

宴
に
招
待
さ
れ
た
思
い
出
を
述
べ
ら
れ
た
。
ヘ
ン
ケ
ル
教
授
に
は
、
様
々

な
面
で
、
終
戦
直
後
の
変
革
期
の
大
学
改
革
を
指
導
し
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ

教
授
の
強
い
影
響
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
法
学
部
に
転
学
後
、
研
究
生
活
の

師
と
な
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
に
協
力
し
て
、
学
生
時
代

か
ら
法
学
教
育
の
改
革
に
尽
力
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
に
よ
れ

ば
、
今
日
ド
イ
ツ
の
大
学
法
学
部
で
一
般
的
な
初
年
度
生
に
対
す
る
演
習

（A
rbeitsgem

einschaft

）
は
、
こ
の
時
の
改
革
案
が
基
だ
と
い
う
。
方
法

論
に
関
し
て
、
ヘ
ン
ケ
ル
教
授
は
、
学
生
時
代
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヘ
ッ
ク

教
授
の
利
益
法
学
の
影
響
を
強
く
受
け
た
と
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

方
法
論
に
つ
い
て
の
ヘ
ン
ケ
ル
教
授
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
方
法
論
を
有
す

る
者
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
く
必
要
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
を
適
用
す
べ

き
で
あ
る
。」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
有
名
な
教
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ー
ン
ス
シ
ュ
リ
フ
ト

授
資
格
論
文
『
民

事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
理
論
と
訴
訟
物
』（
一
九
六
一
年
刊
）に
お
い
て
、

ま
た
本
書
に
お
い
て
も
、
ヘ
ン
ケ
ル
教
授
は
、
こ
の
基
本
的
観
点
を
一
貫

し
て
貫
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

ヘ
ン
ケ
ル
教
授
は
、
一
九
六
二
年
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
正
教
授
に
就

任
し
、
一
九
六
四

－

六
五
年
に
法
学
部
長
、
一
九
六
六
年

－

六
七
年
に
は

四
一
歳
で
同
大
学
学
長
と
し
て
、
大
学
改
革
の
嵐
の
中
で
指
導
力
を
発
揮

さ
れ
た
。

　

訴
訟
法
と
実
体
法
に
関
し
て
は
、
本
書
の
他
に
も
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン

大
学
学
長
就
任
講
演
『
手
続
法
規
範
の
正
当
性
の
価
値
』（
一
九
六
六
年

翻　　　訳
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刊
）
や
、
ギ
リ
シ
ャ
・
コ
モ
チ
ニ
大
学
で
の
講
演
『
訴
訟
法
と
実
体
法
』

（
一
九
八
八
年
刊
）
が
あ
る
。
前
者
は
、
手
続
法
規
範
が
単
な
る
形
式
で

は
な
く
正
当
性
を
支
え
る
価
値
を
内
在
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
大
学

の
制
度
改
革
に
直
面
す
る
学
長
就
任
に
際
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
後

者
で
は
、
訴
訟
法
と
実
体
法
に
関
す
る
具
体
例
と
し
て
、
当
事
者
概
念
と

訴
訟
追
行
権
と
訴
訟
担
当
、
訴
訟
法
を
単
な
る
公
法
と
み
る
の
で
は
な
く

私
権
の
実
行
過
程
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
で
作
用
す
る
権
利
失
効
の

原
則
は
、
裁
判
所
と
の
関
係
で
は
な
く
相
手
方
と
の
関
係
で
働
く
も
の
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
訴
訟
で
争
い
に
な
っ
て
い
る
実
体
法
関
係
の
特
異
性

が
裁
判
手
続
の
形
成
に
大
き
く
作
用
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
憲
法
と
の
関
連

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

ヘ
ン
ケ
ル
教
授
は
、
一
九
七
七
年
以
降
、
イ
ェ
ー
ガ
ー
の
破
産
法
コ
ン

メ
ン
タ
ー
ル
の
改
訂
者
と
し
て
、
ま
た
倒
産
法
改
正
委
員
会
委
員
と
し
て

積
極
的
に
倒
産
法
の
研
究
・
改
正
問
題
に
関
与
し
た
。
共
訳
者
の
一
人
、

河
野
正
憲
は
一
九
七
七
年
一
一
月
か
ら
一
九
七
九
年
一
〇
月
ま
で
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
ヘ
ン
ケ
ル
教
授
の
下
で
研
究
生
活
を
送
り
、
彼
の
講

義
や
演
習
に
参
加
し
た
。
特
に
演
習
は
、
極
め
て
高
度
で
あ
り
、
学
期
開

始
前
に
募
集
さ
れ
た
破
産
法
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
報
告
者
は
助

手
諸
君
の
指
導
を
も
得
て
、
二
〇
頁
ほ
ど
の
論
文
を
事
前
に
提
出
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
演
習
で
学
生
の
報
告
を
丁
寧
に
聞
く
ヘ
ン
ケ
ル
教
授

の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
学
期
末
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
近
郊
で
行

わ
れ
た
合
宿
で
は
、
学
生
諸
君
と
散
歩
し
ワ
イ
ン
で
歓
談
を
し
、
著
名
な

破
産
法
の
実
務
家
で
あ
る
ウ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
ク
判
事
を
招
待
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
学
生
を
大
切
に
す
る
お
人
柄
は
、
本
書
の
「
緒
言
」
に
も
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、イ
ェ
ー
ガ
ー
の
破
産
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
続
き
、

新
倒
産
法
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
を
執
筆
さ
れ
、
そ
の
否
認
権
に
関
す
る
部

分
は
六
五
〇
頁
余
に
及
び
、
単
独
の
著
書
と
し
て
も
公
刊
さ
れ
た
。

　

ヘ
ン
ケ
ル
教
授
は
、
数
年
前
に
最
愛
の
奥
様
に
先
立
た
れ
て
後
、
現
在

は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
近
郊
の
施
設
で
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
ら
れ
て
い

る
。
今
年
四
月
に
は
満
九
五
歳
に
な
ら
れ
た
が
お
元
気
で
、
メ
ー
ル
で
の

通
信
に
も
た
だ
ち
に
返
信
を
い
た
だ
け
て
い
る
。
た
だ
今
年
は
コ
ロ
ナ
渦

の
影
響
で
、
面
会
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
寂
し
い
誕
生
日
と
な
っ
た

由
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
二
名
に
よ
る
本
書
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
昨
年
（
二
〇
一
九

年
）
一
一
月
一
七
日
の
メ
ー
ル
で
ご
快
諾
を
得
た
。
い
つ
も
な
が
ら
の
ヘ

ン
ケ
ル
教
授
の
ご
親
切
に
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

河
野　

正
憲　
　
　

河
野　

憲
一
郎　
　

H
ier bedanken w

ir, M
asanori K

aw
ano und K

enichiro K
aw

ano, 
uns H

errn Prof. D
r. W

olfram
 H

enckel für seine ganz freundliche 
G

enehm
igung der japanischen Ü

bersetzung seines B
uches: 

Prozessrecht und m
aterielles R

echt, 1970, Verlag O
tto Schw

artz &
 

C
o. G

öttingen.
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＊　

＊　

＊

緒
言

　

本
書
は
、
曲
折
に
満
ち
た
成
立
史
を
有
し
て
い
る
。「
訴
訟
法
と
実
体

法
」
は
、
私
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
就
任
講
演
の
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
私
は
、
一
九
六
二
年
の
夏
に
、
完
成
し
た
も
の

と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
研
究
計
画
を
講
演
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
後
数
年

に
わ
た
り
、
私
の
訴
訟
法
に
関
す
る
演
習
で
は
、
本
書
で
述
べ
て
い
る
問

題
の
大
部
分
を
取
り
扱
っ
た
。
第
三
章

－

第
六
章
の
草
稿
と
最
初
の
二
章

の
部
分
に
つ
い
て
の
下
書
き
を
終
え
て
い
た
が
、
一
九
六
四
年
四
月
に
四

年
に
わ
た
る
大
学
行
政
職
へ
の
就
任
を
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
際

に
は
、そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
全
て
の
私
の
研
究
時
間
を
費
や
し
た
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
こ
の
本
の
研
究
を
当
分
の
間
中
断
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
私
が
一
九
六
八
年
に
再
び
こ
の
草
稿
を
再
検
討
し
、
補
充
す
る
仕

事
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
時
に
は
、
私
に
多
く
の
変
更
と
改
良
を
す

る
契
機
を
与
え
る
、
一
連
の
、
多
く
の
訴
訟
法
上
お
よ
び
実
体
法
上
の
論

攷
が
存
在
し
た
。
昨
年
冬
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
（Freisem

ester

）
に
、
私

は
原
稿
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
ま
た
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
全
く
の
と
こ
ろ
、
本
書
の
テ
ー
マ
は
論
じ
尽
く
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
私
が
提
示
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
柄
は
、
そ
の
選
択
が
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
私
に
と
っ
て
は
、
対
談
し
た
論
攷
を
公
刊
す
る
た
め
に
、
十

分
手
を
入
れ
た
よ
う
な
外
観
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
部
分
的
観
点
に
す
ぎ

な
い
。
よ
り
多
く
の
事
柄
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
現
在
私
に
課
さ
れ
て
い

る
新
た
な
時
間
を
要
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
大
学
に
別
の
方
法
で
奉
仕
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
公
務
に
よ
っ
て
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。

　

私
が
得
た
援
助
や
助
力
に
対
し
て
幾
重
に
も
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

ま
ず
初
め
に
、
私
の
演
習
へ
の
参
加
者
に
対
し
て
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
、

そ
の
報
告
と
発
言
に
よ
り
、
本
書
に
多
く
の
寄
与
を
し
て
く
れ
た
。
さ
ら

に
私
の
助
手
諸
君
、
ハ
イ
ン
ツ
・
ラ
イ
ヘ
ル
ト
博
士
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ゲ

ル
ハ
ル
ト
博
士
お
よ
び
ブ
ル
ー
ノ
・
リ
ン
メ
ル
ス
パ
ッ
ハ
ー
博
士
に
対

し
て
で
あ
り
、
彼
ら
は
演
習
の
準
備
に
あ
た
り
活
発
に
私
に
援
助
を
下

さ
り
、
ま
た
報
告
者
に
援
助
の
助
言
を
与
え
て
く
れ
た
。
私
の
秘
書
で

あ
る
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
・
メ
ン
ケ
女
史
に
対
し
て
は
、
し
ば
し
ば
書
き
改

め
ら
れ
た
草
稿
に
つ
き
根
気
強
く
仕
事
を
尽
く
し
て
く
れ
た
こ
と
に
つ

き
、
ま
た
司
法
官
試
補
の
ミ
カ
エ
ル
・
ケ
ー
ラ
ー
氏
お
よ
び
ゲ
ラ
ル
ト
・

ア
イ
ヒ
ラ
ー
氏
に
対
し
て
は
校
正
と
索
引
に
つ
い
て
で
あ
る
。
私
は
ま

た
、
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
六
八
年
に
か
け
て
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
た

民
事
訴
訟
法
改
正
の
た
め
に
連
邦
司
法
大
臣
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
委
員

会
に
対
し
て
も
、
最
終
的
な
再
検
討
に
つ
き
有
益
な
援
助
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
最
後
に
、
ド
イ
ツ
学
術
研
究
協
会
（D

eutsche 
Forschungsgem

einschaft

）
が
、
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
六
九
年
に
か
け

て
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
に
お
け
る
講
義
代
行
に
つ
き
資
金
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
中
の
私
の
講
義
義
務
を
引
き
受

け
て
い
た
だ
い
た
コ
ル
ン
ブ
ル
ム
博
士
に
対
し
て
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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原
著
の
脚
注
に
は
本
文
の
相
互
参
照
箇
所
の
指
示
が
数
多
く
あ
る
。
そ
こ

で
、
訳
文
の
上
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
原
著
の
頁
数
を
示
し
て
お
い
た
。〕

　
　

序
論

　

民
事
訴
訟
法
と
実
体
民
事
法
の
間
の
相
互
関
係
を
示
す
こ
と
、お
よ
び
、

両
法
域
の
規
範
の
解
釈
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
が
、
本
書
の
目
的
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
横
の
つ
な
が
り
を
最
初
か
ら
排
除

す
る
よ
う
な
訴
訟
法
お
よ
び
実
体
法
と
い
う
諸
概
念
を
出
発
点
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
他
方
で
、
訴
訟
法
と
実
体
法
の
関
係
の
検
討
は
、
人
が

こ
の
概
念
の
下
で
理
解
し
て
い
る
も
の
が
何
か
に
つ
い
て
の
理
解
を
前
提

と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
初
め
に
は
、
相
互
関
係
の
説
明
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
よ
う
な
一
つ
の
定
義
の
試
み
が
置
か
れ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、「
民
事
訴
訟
法
」
と
「
実
体
民
事
法
」
と
い
う
諸
概
念

に
よ
っ
て
、
一
つ
の
体
系
の
中
に
法
命
題
を
整
序
し
て
い
る
。
整
序
さ
れ

た
体
系
構
築
は
、原
則
と
反
対
原
則
を
手
掛
か
り
に
共
通
物
を
引
き
出
し
、

１
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対
立
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
目
的
に
奉
仕
す
る
の
で
あ

る
。
法
命
題
が
整
序
さ
れ
る
基
準
は
、
こ
の
目
的
で
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
多
く
の
命
題
に
と
っ
て
共
通
物
を
表
現

し
て
い
る
上
位
概
念
と
い
う
の
は
、
分
別
さ
れ
た
諸
概
念
に
よ
っ
て
細
分

化
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
下
位
の
概
念
は
共
通
物
の
中
の
相

異
を
際
立
た
せ
る
。
下
位
の
概
念
が
法
的
に
重
要
な
区
別
に
該
当
し
て
い

る
場
合
、
し
た
が
っ
て
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
法
的
に
誤
り
な
く
獲
得

さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
は
体
系
的
に
正
当
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

法
命
題
を
訴
訟
法
ま
た
は
実
体
法
へ
体
系
的
に
整
序
す
る
こ
と
は
、
両

概
念
が
一
つ
の
共
通
物
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
と
い
う
前
提
の
下
で
行
わ
れ

る
。
共
通
す
る
上
位
概
念
は
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
訴
訟
法
」
と
「
実
体

法
」
と
い
う
下
位
の
概
念
に
細
分
化
さ
れ
る
。「
実
体
」
お
よ
び
「
訴
訟
」

と
い
う
付
加
物
が
、
法
的
に
重
要
な
区
別
に
該
当
す
る
と
き
、
体
系
構
築

は
正
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
一
方
で
差
異
を
際
立
た
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
方
で
、
法
的
評
価
に
耐
え
な
い
区
別
を
先
取
り
し

て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
区
別
を
正
当
化
す
る
整
序

の
基
準
は
、
法
的
評
価
に
由
来
す
る
。
こ
の
よ
う
な
法
的
評
価
が
、
概
念

の
区
別
能
力
を
規
定
し
、
限
界
づ
け
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
概
念
体
系
と
い
う

も
の
は
、
法
創
造
的
価
値
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
既
に
概
念
の

中
に
包
含
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
区
別
は
生
み
出
し
え
な
い
。

　

あ
る
規
範
が
訴
訟
法
に
配
置
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
要
件
が

訴
訟
上
の
態
様
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
帰
結
を
正
当
化
す

る
が
、
そ
れ
は
人
が
そ
の
法
律
効
果
が
訴
訟
上
の
要
件
に
結
び
付
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
全
て
の
法
命
題
を
訴
訟
法
規
範
と
呼
ぶ
場
合
に
限
ら
れ

る
。
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
訴
訟
法
規
範
が
ま
さ
に
こ
の
点

で
実
体
法
規
範
か
ら
区
別
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
依
存
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
も
し
も
そ
の
訴
訟
上
の
効
果
が
訴
訟
上
の
要
件
に
依
存
す
る

法
規
範
が
、
他
の
、
そ
の
訴
訟
上
の
効
果
が
実
体
法
上
の
要
請
に
条
件
づ

け
ら
れ
た
も
の
と
体
系
上
重
要
な
共
通
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
有
す
る
場
合

に
は
、人
が
そ
の
区
別
を
効
果
に
基
づ
い
て
行
お
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

訴
訟
法
を
実
体
法
か
ら
区
別
す
る
こ
と
は
、
要
件
の
種
類
に
よ
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
効
果
に
基
づ
く
区
別
は
、
二
つ
の
方
法
で
可
能
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
効
果
の
法
的
構
造
に
基
づ
い
て
区
別
す
る
こ
と

が
可
能
で
、
例
え
ば
典
型
的
な
実
体
法
的
効
果
と
し
て
権
利
と
義
務
の
根

拠
づ
け
を
み
、
典
型
的
な
訴
訟
上
の
そ
れ
を
可
能
性
と
負
担
に
み
る
が
ご

と
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
面
で
、
人
は
、
そ
こ
で
法
的
効
果
が
生
じ
る

生
活
領
域
に
基
づ
い
て
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
い
ず
れ
が
正
し

い
か
は
、
法
的
効
果
の
構
造
の
検
討
に
依
存
し
て
お
り
、
ま
た
、
生
活
領

域
が
体
系
形
成
の
た
め
に
十
分
な
基
準
を
示
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に

依
存
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、効
果
の
種
類
の
み
に
よ
る
訴
訟
法
と
実
体
法
の
間
の
区
別
は
、

訴
訟
上
の
効
果
が
実
体
法
上
の
要
件
に
基
づ
い
て
存
在
し
う
る
場
合
に
は

じ
め
て
可
能
で
あ
る
。
も
し
、実
体
法
上
の
効
果
が
実
体
法
上
の
要
件
に
、

し
か
し
、
訴
訟
法
上
の
法
律
効
果
が
常
に
訴
訟
法
上
の
条
件
に
の
み
結
び

付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
訴
訟
法
と
実
体
法
は
要
件
に
お
け
る
と

２
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同
様
に
効
果
に
お
い
て
も
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

訴
訟
法
と
実
体
法
と
い
う
設
定
さ
る
べ
き
概
念
は
、
法
的
に
正
当
と
示

さ
れ
た
区
別
の
基
準
に
よ
っ
て
の
み
相
互
に
分
か
た
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

両
概
念
の
対
置
は
、
訴
訟
法
と
実
体
法
を
全
て
の
点
に
お
い
て
明
確
な
限

界
に
よ
っ
て
分
か
つ
こ
と
を
強
制
し
な
い
。
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
並

ん
で
、
区
別
す
る
概
念
構
成
に
と
っ
て
重
要
で
な
い
共
通
メ
ル
ク
マ
ー
ル

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
法
と
実
体
法
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
両
者
が

法
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
区
別
さ
れ
な
い
。
も
し
人
が
対
立
命
題
を
強
調

し
す
ぎ
る
と
、
そ
の
こ
と
は
実
体
法
ま
た
は
訴
訟
法
の
法
的
性
格
を
あ
ま

り
に
も
容
易
に
止
揚
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
両
法
の
共
通
物

を
一
方
の
た
め
に
の
み
奪
い
取
り
う
る
と
い
う
こ
と
に
導
く
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
訴
訟
法
と
実
体
法
が
等
し
く
法
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
両
者
の
共
通
な
価
値
が
基
礎
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ど
の
く
ら
い
こ
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
の
か
は
、
わ
れ
わ
れ
の

研
究
の
主
な
対
象
を
な
し
て
い
る
。
既
に
わ
が
ド
イ
ツ
の
諸
々
の
手
続
法

典
の
区
別
は
、
訴
訟
法
と
実
体
法
の
区
別
が
訴
訟
法
の
価
値
の
実
体
法
へ

の
依
存
関
係
を
排
除
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
わ
が

刑
事
訴
訟
が
民
事
訴
訟
と
別
に
形
成
さ
れ
、
こ
の
両
者
が
行
政
事
件
訴
訟

か
ら
さ
ら
に
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
意
味
を
持
つ
の
が

当
然
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
区
別
は
、
民
法
、
刑
法
、
行
政
法
に
お
い
て
理

由
づ
け
ら
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
は
ま
た
、
実
体
法
上
の
効
果
が
訴
訟
法

上
の
効
果
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
う
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
訴
訟
法
と

実
体
法
に
つ
い
て
の
よ
り
古
い
研
究
は
、
訴
訟
上
重
要
な
行
為
の
実
体
的

違
法
性
が
訴
訟
法
上
の
価
値
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い

う
問
題
を
詳
細
に
検
討
し
て
き
た
。
違
法
論
の
新
た
な
展
開
は
、
こ
の
問

題
を
再
び
取
り
上
げ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

　

訴
訟
法
と
実
体
法
の
間
の
相
互
関
係
を
示
し
、
両
法
に
共
通
す
る
価
値

原
理
を
際
立
た
せ
る
こ
と
は
、
単
に
理
論
的
目
的
に
役
立
つ
だ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
こ
の
研
究
は
、
現
行
法
の
目
的
論
的
解
釈
と
共
に
、
法
政
策

的
問
題
の
解
決
に
も
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
際
私
法
と
国
際
民
事
訴
訟
法
に
と
っ
て
の
決
定
的
な
位
置
づ
け

は
留
保
さ
れ
て
い
る
。特
別
の
国
際
法
上
の
問
題
の
定
立
は
、場
合
に
よ
っ

て
は
そ
の
目
的
に
適
合
し
た
固
有
の
区
別
の
基
準
を
必
要
と
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
た
め
に
こ
こ
で
獲
得
し
た
諸
原
理
が
役
立
ち
う
る
か
ど
う

か
は
、
専
門
家
の
専
門
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
　

第
一
章　

民
事
訴
訟
法
の
実
体
法
か
ら
の
区
別

Ⅰ　

区
別
の
基
準

１　

規
範
の
法
律
上
の
帰
属

　

民
事
訴
訟
法
と
実
体
法
の
区
別
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
今
日
、
法

的
な
体
系
構
築
の
当
然
の
手
法
と
み
ら
れ
て
い
る
。
も
し
人
が
、
以
前
に

訴
訟
法
と
実
体
法
を
一
体
と
み
な
し
て
い
た
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
や

は
り
今
日
、
こ
の
出
発
点
に
も
は
や
引
き
返
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
け
だ

し
、
既
に
わ
れ
わ
れ
の
制
定
法
は
こ
の
区
別
か
ら
出
発
し
て
い
る
か
ら
で

３５
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あ
る
。
訴
訟
法
は
―
―
少
な
く
と
も
外
観
上
は
―
―
実
体
法
の
法
典
編
纂

か
ら
分
か
た
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
法
命
題
が
、
訴
訟
法
規
か
あ
る
い
は
実
体
法

典
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
訴
訟
法
と
実
体
法
を
区
別
す

る
こ
と
を
強
い
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
歴
史
的
な
帰
属
は
、
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
、
立
法
者

が
そ
れ
に
よ
っ
て
区
別
し
よ
う
と
し
た
基
準
を
認
識
さ
せ
る
に
す
ぎ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
者
は
、
遺
産
に
属
す
る
請
求
権
を
自
己
の
名
で

主
張
す
る
と
い
う
共
同
相
続
人
の
権
限
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
［
民
法
］
二
〇
三
九

条（
訳
注
１
））を
、
も
っ
ぱ
ら
実
体
法
上
の
も
の
と
み
な
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
共
同
相
続
人
に
訴
訟
追
行
権
を
与
え
る
こ
と

や
、
こ
れ
を
訴
訟
法
的
に
解
釈
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

こ
に
は
制
定
法
侵
害
は
な
い
。
け
だ
し
、
立
法
者
に
よ
っ
て
整
序
さ
れ
た

法
律
効
果
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
体
系
的

帰
属
は
、
制
定
法
の
命
令
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

２　

訴
訟
目
的

　

訴
訟
法
は
、
そ
の
対
象
、
す
な
わ
ち
訴
訟
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
訴
訟
と
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
導
く
。
人
は
訴

訟
を
そ
の
目
的
か
ら
定
義
す
る
こ
と
を
試
み
て
き
た（
１
）。

　

も
し
人
が
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（G

oldschm
idt （

２
））

と
と
も
に
、
訴

訟
の
目
的
を
既
判
力
に
み
る
と
き
、
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
を
「
既
判
力
の

獲
得
に
向
け
ら
れ
た
裁
判
上
の
手
続（
３
）」

と
し
て
理
解
し
、
ま
た
、
人
が
ザ

ウ
ア
ー
（Sauer （
４
））

と
と
も
に
、
訴
訟
の
目
的
を
個
々
の
事
件
に
お
け
る

裁
判
官
に
よ
る
法
理
念
の
形
成
と
し
て
描
き
、
そ
の
際
に
訴
訟
の
本
質
は

ま
さ
に
裁
判
官
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
形
成
の
中
に
存
在
す
る
の
だ
と
い
う

と
き
、
そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
こ
の

目
的
設
定
は
き
わ
め
て
問
題
で
あ
る
。

　

ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
定
義
は
、
訴
訟
の
目
的
を
訴
訟
自
体
か
ら
規

定
す
る
と
い
う
点
で
誤
っ
て
い
る
。
け
だ
し
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が

そ
れ
に
基
づ
い
て
訴
訟
の
目
的
と
し
た
既
判
力
と
い
う
の
は
、
ゴ
ー
ル
ド

シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
５
）に

よ
れ
ば
、
訴
訟
上
の
一
効
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼

の
学
説
は
、
結
局
は
訴
訟
が
そ
れ
自
体
自
己
目
的
で
あ
る
か
、
―
―
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
が
―
―
そ
れ
自
体
を
越
え
た
作
用
を
す
る
目
的

を
持
た
な
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う（
６
）。

そ
れ
に
よ
っ
て
は
訴
訟
規

範
の
価
値
が
ほ
と
ん
ど
排
除
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
み
を
こ
こ
で
予
め
示

す
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
後
で
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ザ
ウ
ア
ー
は
、
た
し
か
に
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
は
対
照
的
な
見
解

で
、
訴
訟
の
目
的
を
訴
訟
の
外
に
求
め
て
い
る
が
、
し
か
し
、
訴
訟
の
本

質
を
訴
訟
目
的
と
同
一
視
す
る
と
い
う
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
訴
訟
は
個
々
の
事
件
に
お
け
る
法
理
念
を
形
成
す
べ
き
も
の
で
あ
る

か
ら
、
彼
に
と
っ
て
訴
訟
と
は
「
法
理
念
の
形
成
」
な
の
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
の
定
義
は
実
体
法
か
ら
訴
訟
法
を
区
別
す
る
の
に
適
当
で

は
な
い
。
ザ
ウ
ア
ー
自
身
、
個
々
の
事
件
に
お
け
る
法
理
念
の
形
成
、
す

な
わ
ち
「
社
会
の
福
祉
」
に
個
々
の
事
件
を
「
位
置
づ
け
る
こ
と
」
は
、

裁
判
官
の
権
限
で
あ
る
の
み
で
は
な
く
て
、
法
律
行
為
に
よ
る
取
引
の
中
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で
も
行
わ
れ
う
る
、
と
述
べ
て
い
る（

７
）。
し
た
が
っ
て
、「
法
理
念
の
形
成
」

は
典
型
的
な
訴
訟
行
為
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
実
体
法
上
の
形

成
か
ら
の
区
別
の
た
め
に
は
、
ザ
ウ
ア
ー
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
で
は

裁
判
官
が
こ
の
形
成
を
行
う
と
い
う
こ
と
の
み
が
残
る
に
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
訴
訟
の
本
質
は
十
分
に
描
き
出
さ
れ
な
い
。
裁
判

官
の
み
が
「
本
案
形
成
お
よ
び
法
形
成
の
全
て
に
向
け
ら
れ
た
行
為
」
に

よ
っ
て
法
理
念
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
も
っ
と
多
く
の
こ

と
が
、
訴
訟
の
中
で
は
生
じ
て
い
る
。
訴
訟
に
お
い
て
は
当
事
者
も
ま
た

行
為
を
行
な
い
、
訴
訟
の
規
律
に
よ
っ
て
当
事
者
の
行
為
も
ま
た
訴
訟
目

的
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
の
全
て
の
訴
訟
目
的（
８
）の

定
義
は
、
訴
訟
の
本
質
を
描
き
出
す

の
に
さ
ら
に
不
適
切
で
あ
る
。
訴
訟
の
目
的
に
関
す
る
問
題
設
定
は
、
訴

訟
で
達
成
さ
れ
る
べ
き
は
何
か
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
答
え
は
、

人
が
最
も
善
く
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
の
は
何
か
に
つ
い
て
の
基
準
を
提

供
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
し
か
に
訴
訟
目
的
と
訴
訟
法
上
の
規
範
お
よ
び

価
値
と
の
間
の
関
係
は
存
在
す
る
し
、
ま
た
訴
訟
目
的
が
、
ど
の
よ
う
に

訴
訟
が
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か（
９
）に

つ
い
て
の
手
掛
か
り
を
与
え

う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
訴
訟
が
何
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
い
か
な

る
点
に
お
い
て
実
体
法
上
重
要
な
行
為
か
ら
区
別
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て

は
述
べ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
訴
訟
目
的
は
、
訴
訟
法
と
実
体
法
の
区
別

に
少
し
も
寄
与
し
え
な
い（
（1
（

。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
人
が
民
事
訴
訟
法

を
主
観
的
な
権
利
の
保
護
の
た
め
の
手
段
と
し
て
理
解
す
る
か
、
そ
れ
と

も
民
事
訴
訟
は
客
観
法
の
確
証
に
役
立
つ
べ
き
か
ど
う
か
は
、
一
定
の
事

象
、
例
え
ば
管
轄
拡
張
の
合
意
が
訴
訟
法
上
ま
た
は
実
体
法
上
の
規
律
に

服
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
人

は
訴
訟
目
的
か
ら
管
轄
拡
張
の
合
意
の
承
認
を
み
と
め
、
あ
る
い
は
こ
の

契
約
の
法
政
策
的
な
評
価
に
つ
い
て
批
判
的
な
観
点
を
も
獲
得
す
る
よ
う

な
根
拠
の
み
を
引
き
出
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
し
人
が
訴
訟
目
的
を
客

観
法
の
確
証
に
の
み
認
め
、
そ
れ
ゆ
え
客
観
法
に
し
ば
ら
れ
た
司
法
に
向

け
ら
れ
た
公
益（öffentlich Interesse

）を
強
調
す
る
な
ら
ば
、人
は
、個
々

の
裁
判
所
の
仕
事
量
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
当
事
者
に
許
容
さ
れ
う
る

こ
と
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
疑
問
と
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
考
慮
は
、
人
が
管
轄
拡
張
の
合
意
を
訴
訟
行
為
と
み
る

か
実
体
法
上
の
行
為
と
み
る
か
ど
う
か
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し

た
が
っ
て
、
訴
訟
法
と
実
体
法
の
区
別
に
何
も
も
た
ら
さ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
定
の
事
象
が
訴
訟
法
に
帰
属
す
る
か
、
あ
る
い
は
実

体
法
に
帰
属
す
る
か
に
と
っ
て
、
訴
訟
目
的
を
考
え
る
こ
と
は
、
大
し
て

役
立
た
な
い
。
こ
の
判
断
を
誤
っ
た
人
は
、
危
険
な
脇
道
へ
踏
み
込
む
こ

と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
公
共
の
福
祉
ま
た
は
国
家
の
利
益
の
促
進
に

訴
訟
目
的
を
み
、
こ
の
目
的
に
よ
っ
て
実
体
法
を
訴
訟
法
か
ら
区
別
す
る

と
い
う
試
み
の
誘
惑
に
負
け
る
訴
訟
理
論
は
、
訴
訟
的
な
も
の
の
領
域
を

広
く
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
訴
訟
理
論
は
、
そ
れ
が
公
共
の
福

祉
の
原
理
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
う
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
の
み
、
訴
訟
法

に
実
体
法
の
領
域
を
加
え
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
実
体
法
的
な
価

値
を
空
洞
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

訴
訟
そ
れ
自
体
を
越
え
た
訴
訟
目
的
の
あ
ら
ゆ
る
定
義
は
、
訴
訟
を
実

７
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体
法
と
関
連
づ
け
て
い
る
。
も
し
人
が
民
事
訴
訟
に
対
し
て
公
共
の
福
祉

に
奉
仕
す
べ
き
だ
と
い
う
任
務
を
付
与
す
る
な
ら
ば
、
人
は
訴
訟
法
の
内

容
を
実
体
的
な
公
的
要
求
に
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、

も
し
人
が
民
事
訴
訟
の
目
的
を
主
観
的
な
私
権
の
保
護
に
み
る
の
で
あ
れ

ば
、
民
事
訴
訟
法
の
内
容
は
、
実
体
的
私
法
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
目
的
は
、
実
体
法
へ
の
橋
を
架
け
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
訴
訟
目
的
か
ら
訴
訟
法
と
実
体
法
を
区
別
す
る
メ

ル
ク
マ
ー
ル
を
引
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
訴
訟
目
的
は
、
常
に

既
に
法
的
評
価
を
含
ん
で
い
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
訴
訟
目
的
か
ら
個

別
の
訴
訟
の
法
的
形
成
に
つ
い
て
の
推
論
を
一
つ
一
つ
引
き
出
す
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
訴
訟
目
的
が
、
何
か
訴
訟
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
を
言
い
表
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
同
時
に
訴
訟
と
は
何
か
〔
と
い
う

現
実
〕
を
描
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

３　

訴
訟
の
本
質

　

訴
訟
法
の
対
象
を
記
述
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
体
法
か
ら
区
別
す
る
の

に
適
切
で
あ
る
べ
き
訴
訟
法
の
定
義
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
訴
訟
を
上
回
っ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
訴
訟
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
こ
と
は
何
か
を
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
訴
訟
と
は
「
法
的
過
程
」
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
裁
判
所
の
手
続
、
し
た
が
っ
て
裁
判
所
の
面
前

で
の
手
続
で
あ
る
。
そ
れ
は
典
型
的
に
は
こ
の
裁
判
所
の
裁
判
に
よ
っ
て

終
結
す
る
。
訴
訟
が
、他
の
方
法
、例
え
ば
訴
え
の
取
下
げ
や
和
解
に
よ
っ

て
も
終
結
し
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
訴
訟
の
本
質
的
要
請
と
し
て
裁
判
を

定
義
の
中
に
採
り
上
げ
る
こ
と
を
禁
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
後

に
な
っ
て
取
り
下
げ
ら
れ
た
訴
え
と
い
う
の
も
ま
た
、
当
初
は
裁
判
所
の

判
決
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。訴
え
が
係
属
し
て
い
る
限
り
、

手
続
は
判
決
に
導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
訴
訟
上
の
和
解
が
手
続
を

終
結
す
る
の
は
、
そ
れ
が
裁
判
を
不
必
要
と
す
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
た

し
か
に
裁
判
所
は
法
的
争
訟
の
話
合
い
に
よ
る
解
決
を
目
指
し
て
働
き
か

け
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
和
解
は
い
ま
だ
典
型
的
な
手
続
目
的
で

は
な
い
。
当
事
者
の
合
意
は
訴
訟
外
で
も
達
成
さ
れ
う
る
。
執
行
証
書
に

よ
っ
て
も
債
権
者
は
執
行
可
能
性
を
取
得
す
る
。
訴
訟
上
の
和
解
の
特
殊

性
は
、
そ
れ
自
体
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
裁
判
を
前
に
し
て
締
結
さ
れ

る
点
に
あ
る
。
訴
訟
は
裁
判
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
訴
訟
上

の
和
解
は
、
当
事
者
が
国
家
の
権
威
に
よ
る
終
結
を
そ
れ
に
よ
っ
て
避
け

る
、
自
由
な
意
思
に
よ
る
平
和
的
規
律
へ
の
き
っ
か
け
を
作
る
た
め
に
適

切
な
場
所
で
あ
る
。

　

裁
判
所
の
裁
判
へ
と
導
か
れ
る
裁
判
上
の
手
続
と
し
て
訴
訟
を
定
義
す

る
こ
と
は
、
し
か
し
、
判
決
手
続
に
つ
い
て
の
み
当
て
は
ま
る
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
こ
の
手
続
に
関
連
し
て

い
る
民
事
訴
訟
法
の
部
分
を
記
述
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
執

行
手
続
も
ま
た
民
事
訴
訟
法
で
あ
る
し
、
非
訟
事
件
手
続
法
や
破
産
法
も

ま
た
広
い
意
味
で
の
民
事
手
続
で
あ
る
。
全
て
の
〔
こ
れ
ら
の
〕
記
述
領

域
は
一
定
の
司
法
目
的
に
向
け
ら
れ
た
司
法
機
関
の
面
前
で
の
手
続
に
関

連
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
司
法
目
的
に
向
け
ら
れ
た
司
法
機

関
に
よ
る
、そ
し
て
そ
の
面
前
で
の
手
続
を
規
律
す
る
全
て
の
法
規
範
が
、

８
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よ
り
広
い
意
味
で
の
民
事
訴
訟
法
に
属
す
る
。

　

司
法
機
関
が
常
に
国
家
機
関
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
は
、
わ

れ
わ
れ
を
既
に
こ
の
概
念
の
境
界
領
域
に
導
く
。
仲
裁
廷
の
手
続
に
つ
い

て
の
民
事
訴
訟
法
の
規
律
が
訴
訟
法
に
属
す
る
か
、
実
体
法
に
属
す
る
か

は
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
人
は
債
権
者
委
員
会
と
債
権
者

集
会
の
手
続
に
つ
い
て
の
規
範
が
訴
訟
法
規
範
で
あ
る
か
、
実
体
法
規
範

で
あ
る
か
を
争
い
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
ま
だ
解
決
さ
れ
る
必
要

は
な
い
。
け
だ
し
、
こ
の
規
範
を
実
体
法
に
位
置
づ
け
る
場
合
も
ま
た
、

そ
れ
が
手
続
法
的
規
律
を
内
包
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
訴
訟
法
と
か
な
り

共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
見
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

結
局
、
そ
れ
が
結
局
訴
訟
法
に
分
類
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か

は
、
特
に
国
際
私
法
上
の
諸
問
題
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
た
め
に
依
拠
す
べ
き
特
別
の
区
別
の
基
準
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
般
の
訴
訟
法
と
実
体
法
と
の
関
係
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
そ
の
相

互
の
依
存
性
の
説
明
に
と
っ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
非
国
家
機
関
の
面
前
で

の
手
続
を
視
野
に
入
れ
て
も
問
題
は
損
わ
れ
な
い
。

　

一
定
の
司
法
目
的
に
向
け
ら
れ
た
私
法
的
機
関
に
よ
る
、
ま
た
そ
の
面

前
で
の
手
続
を
規
律
す
る
全
て
の
規
範
を
民
事
訴
訟
法
に
数
え
上
げ
る
と

い
う
獲
得
さ
れ
た
定
義
は
、
な
お
詳
細
な
説
明
を
要
す
る
。
そ
れ
で
、
と

り
わ
け
い
か
な
る
態
様
に
よ
っ
て
、
こ
の
規
範
が
手
続
と
関
連
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
訴
訟
法
規
範
と
し
て
の
位
置
づ

け
を
正
当
化
し
う
る
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

４　

規
範
の
要
件

　

こ
の
関
係
は
、
規
範
の
構
成
要
件
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
構
成
要
件
は
訴
訟
の
諸
事
象
を
述
べ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
実

体
法
に
属
す
る
規
範
が
存
在
す
る
。
そ
れ
で
、
消
滅
時
効
中
断
の
全
て
の

構
成
要
件
が
訴
訟
法
上
の
事
象
を
含
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
Ｇ

Ｂ
二
〇
九
条
（
訳
注
２
）は

実
体
法
の
規
定
で
あ
る
。
不
法
行
為
が
訴
訟
行
為
で
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
三
条
一
項
（
訳
注
３
）は
実
体
法
規
範
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
範
の
実
体
法
へ
の
分
類
は
、
明
ら
か
に
そ
れ
の
実

体
法
上
の
法
律
効
果
に
基
づ
く
。

　

反
対
に
、
そ
の
構
成
要
件
が
訴
訟
外
の
事
象
を
記
述
し
て
い
る
訴
訟
法

規
範
が
存
在
す
る
。
既
判
力
拡
張
規
範
を
訴
訟
上
の
規
定
と
み
る
人
は
、

こ
の
こ
と
を
彼
が
既
判
力
に
付
与
し
た
訴
訟
上
の
効
果
に
よ
っ
て
正
当
化

す
る
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
（
民
事
訴
訟
法
）
三
二
五
条
か
ら
三
二
七
条
ま
で
の
構
成

要
件
が
実
体
法
上
の
事
象
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と（
（1
（

は
、
既
判
力
の
効

果
と
既
判
力
拡
張
規
範
の
位
置
づ
け
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
。
同
様
の

こ
と
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
六
六
条
と
同
七
二
条
に
つ
い
て
妥
当
す
る
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ

六
六
条
が
補
助
参
加
の
要
件
と
し
て
要
求
し
て
い
る
法
律
上
の
利
害
関
係

は
、
多
く
の
事
件
に
お
い
て
実
体
法
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
Ｚ
Ｐ

Ｏ
七
二
条
は
、
訴
訟
告
知
の
要
件
と
し
て
実
体
法
上
の
法
律
関
係
を
挙
げ

て
い
る
。
同
様
に
Ｚ
Ｐ
Ｏ
七
六
条
と
七
二
条
を
一
致
し
て
訴
訟
法
上
の
規

定
と
呼
ぶ
場
合
、
人
は
こ
れ
を
そ
の
法
律
効
果
か
ら
導
き
出
し
て
い
る
。

　

た
し
か
に
上
記
の
諸
規
定
は
実
体
法
上
の
構
成
要
件
要
素
の
ほ
か
に
訴

訟
法
上
の
構
成
要
件
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
第
三
者
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に
訴
訟
告
知
が
さ
れ
た
な
ら
ば
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
七
二
条
が
引
用
す
る
、
実
体
法

上
の
求
償
関
係
が
訴
訟
法
上
で
は
じ
め
て
重
要
と
な
ろ
う
。
参
加
人
が
法

的
争
訟
に
参
加
す
る
場
合
に
、
補
助
参
加
人
の
実
体
的
利
益
が
訴
訟
に
お

い
て
は
じ
め
て
重
要
と
な
る
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
二
五
条
か
ら
同
三
二
七
条
ま
で
（
訳
注
４
）

の
実
体
的
構
成
要
件
は
、
そ
れ
が
訴
訟
中
ま
た
は
最
終
口
頭
弁
論
終
結
後

に
満
た
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
訴
訟
上
の
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
規
範
が
実
体
法
上
の
構
成
要
件
と
並
ん
で
訴
訟
上
の
構
成
要
件
要
素
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
訴
訟
法
に
分
類
す
る
こ
と
に
と
っ

て
決
定
的
で
は
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
実
体
法
上
の
構
成
要
件
を
有
し
て
い
る

諸
規
定
も
ま
た
、
そ
の
効
力
が
訴
訟
に
と
っ
て
積
極
ま
た
は
消
極
に
関
連

し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
訴
訟
法
に
属
す
る
。
む
ろ
ん
立
法
者
は
通
例
訴

訟
法
的
に
重
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
と
に
か
く
訴
訟
法
と
何
ら
か
の
関

連
を
す
る
構
成
要
件
の
み
を
訴
訟
法
規
範
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
わ

れ
わ
れ
は
そ
の
よ
う
な
規
定
を
稀
に
し
か
み
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
こ

の
関
係
は
、
規
範
の
構
成
要
件
の
中
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
ど
の
事
象
が
訴
訟
法
上
重
要
で
な
い
か
を
制
定
法
は
稀
に
し
か
明
言

し
な
い
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
六
五
条
三
項
の
中
で
、〔
係
争
物
の
〕
譲
渡
は
訴
訟

に
何
ら
影
響
を
与
え
な
い
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
制
定
法
は
他
の
場
合
に

は
ど
の
実
体
法
上
の
事
象
が
訴
訟
上
重
要
で
な
い
か
に
つ
い
て
沈
黙
し
て

い
る
の
で
、
こ
の
規
律
は
見
慣
れ
な
い
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。
わ
れ
わ

れ
は
訴
訟
上
重
要
な
意
味
を
持
た
な
い
も
の
を
、
積
極
的
に
訴
訟
上
重
要

な
も
の
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
事
象
を
取
り
扱
っ
て
い
る
規
定
か
ら
逆
に

推
論
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
六
五
条
二
項
一
文
（
訳
注
５
）が
訴
訟
上
の
規
定
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
誰
も
疑
わ
な
い
。同
様
の
規
範
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。し
た
が
っ

て
、
裁
判
外
の
和
解
が
訴
訟
資
料
に
な
ら
ず
、
両
当
事
者
が
本
案
に
つ
き

終
了
し
た
と
宣
言
し
、
あ
る
い
は
和
解
調
書
の
作
成
を
求
め
る
限
り
、
そ

れ
は
訴
訟
に
と
っ
て
重
要
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
訴
訟
上
の
法
命
題
で

あ
る
。
売
買
契
約
の
締
結
、不
法
行
為
ま
た
は
あ
る
契
約
の
解
除
（
告
知
）

が
そ
れ
自
体
訴
訟
上
重
要
で
は
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
訴
訟
上

の
法
命
題
に
基
づ
く
。そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
の
法
命
題
は
、そ
れ
自
体
に
よ
っ

て
理
解
さ
れ
る
と
の
理
由
の
み
か
ら
、
訴
訟
法
の
中
で
定
め
ら
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

５　

規
範
の
効
果；

負
担
と
義
務

　

し
た
が
っ
て
、
規
範
の
要
件
は
実
体
法
ま
た
は
訴
訟
法
へ
の
分
類
を
決

定
す
る
の
に
不
適
切
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
法
律
効
果
に
向
け
ら
れ
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
も
し
あ
る
規
範
の
効
果
が
あ
る
手
続
に

あ
る
関
係
を
仲
介
し
、
司
法
の
任
務
に
引
き
受
け
ら
れ
、
あ
る
特
定
の
司

法
目
的
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
訴
訟
法
に
分
類
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
手
続
進
行
を
促
進
し
、
手
続
目
的
に
よ
り
近
づ
け

る
た
め
に
、
こ
の
区
別
に
際
し
て
、
訴
訟
法
は
あ
る
事
象
が
手
続
の
た
め

に
直
接
の
法
律
効
果
を
生
ず
る
か
ど
う
か
、
生
ず
る
と
し
た
ら
ど
の
程
度

か
、
そ
し
て
そ
れ
は
適
当
か
ど
う
か
、
適
当
で
あ
る
と
し
て
ど
の
程
度
で

か
、
と
い
う
問
題
に
答
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
区
別
は
、
わ
れ
わ
れ
の

訴
訟
法
が
、手
続
に
関
す
る
事
象
に
つ
い
て
何
か
を
述
べ
て
い
る
こ
と
と
、

10
翻　　　訳

44（熊本法学149号 ’20） （熊本法学149号 ’20）



重
要
な
事
象
に
訴
訟
に
関
す
る
考
慮
と
効
果
を
付
与
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
ら
出
発
し
て
い
る
。

　

こ
の
区
別
が
役
に
立
つ
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
そ

れ
が
実
体
法
上
ど
の
概
念
を
前
提
と
し
て
い
る
か
を
思
い
浮
か
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
実
体
法
と
は
、
訴
訟
法
で
な
い
全
て
の
法
で
あ
る
と
い
う

消
極
的
命
題
は
、
む
ろ
ん
こ
れ
に
と
っ
て
十
分
で
は
な
い
。
積
極
的
定
義

に
と
っ
て
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
人
は
、
実
体
法
上
の
効
果
の

法
的
構
造
か
、
あ
る
い
は
効
果
が
発
生
す
る
生
活
領
域
の
い
ず
れ
か
を
指

摘
し
う
る
。

　

第
一
の
道
は
、
人
が
実
体
法
を
そ
れ
が
義
務
と
権
利
を
設
定
す
る
と
い

う
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
る
と
き
に
進
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
権
利
は
私

権
の
主
体
の
自
由
意
思
に
よ
る
処
分
（
法
律
行
為
）
ま
た
は
法
律
ま
た
は

義
務
に
違
反
す
る
行
為
（
不
法
行
為
、
契
約
不
履
行
）
か
ら
生
じ
る
。
義

務
と
い
う
の
は
全
て
の
人
が
正
当
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
他
人
の
絶

対
的
主
観
的
権
利
、
ま
た
は
法
律
行
為
ま
た
は
法
律
な
い
し
義
務
違
反
行

為
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
く
。
簡
単
に
い
え
ば
、
実
体
法
は
「
命
令
（
禁
止

も
含
め
て
）
お
よ
び
許
容
に
よ
っ
て（
（1
（

人
間
の
共
同
生
活
を
規
律
し
て
い

る
」
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
定
義
は
、
そ
れ
が
不
法
命
題
を
も
含

ん
で
い
る
限
り
で
は
不
完
全
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
命
題
形
式
の
中
で
不
法

を
法
か
ら
区
別
す
る
何
ら
の
基
準
を
も
与
え
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ

の
目
的
に
と
っ
て
こ
の
不
完
全
さ
は
甘
受
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
け
だ

し
、
わ
れ
わ
れ
は
実
は
訴
訟
法
に
対
す
る
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
み
を

探
し
求
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
の
性
格

は
、
実
体
法
を
訴
訟
法
か
ら
十
分
に
は
区
別
し
な
い
。
法
を
不
法
か
ら
区

別
す
る
と
い
う
任
務
は
、
実
体
法
に
と
っ
て
と
同
様
の
や
り
方
で
訴
訟
法

に
と
っ
て
も
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
両
者
を
分
か
つ
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

私
法
の
上
述
の
定
義
は
、
む
ろ
ん
エ
ン
ネ
ッ
ツ
ェ
ル
ス
＝
ニ
ッ
パ
ー
ダ

イ
の
教
科
書
の
中
で
は
実
体
法
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は

も
っ
ぱ
ら
私
法
の
定
義
と
し
て
現
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
体
法
上
の

事
例
に
の
み
展
開
さ
れ
、
説
明
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
実
体
法
の
典

型
的
構
造
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
命
令
と
は
、
あ
る
人
を
あ
る
一
定
の
行

為
へ
と
義
務
づ
け
る
規
範
で
あ
る
。
こ
の
行
為
は
作
為
ま
た
は
不
作
為
で

あ
り
う
る
。
何
か
を
し
な
い
こ
と
の
命
令
は
、
何
か
を
す
る
こ
と
の
禁
止

で
あ
る
。
許
容
は
あ
る
人
に
あ
る
権
限
を
与
え
る
。
許
容
は
利
益
の
保
護

を
自
ら
追
求
す
る
た
め
や
一
定
の
事
実
領
域
を
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
形

成
す
る
た
め
の
資
格
を
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
者
に
与
え
る
の

で
、
単
な
る
命
令
の
反
射
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
観
的

権
利
と
義
務
と
い
う
の
は
、
上
述
の
定
義
の
意
味
に
お
け
る
客
観
的
私
法

の
典
型
的
構
造
形
態
で
あ
る
。
も
し
人
が
客
観
法
を
そ
の
命
令
的
性
格
の

中
に
み
る
だ
け
で
は
な
く
、
評
価
基
準
と
し
て
も
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
人

は
実
体
的
評
価
の
範カ
テ
ゴ
リ
ー疇を

手
に
入
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
実
体
私
法

は
、
他
人
の
主
観
的
権
利
を
考
慮
し
、
他
の
法
的
主
体
の
利
益
に
お
い
て

課
さ
れ
た
人
間
の
自
由
の
制
限
と
の
関
連
で
、人
間
の
行
態
を
評
価
す
る
。

こ
の
評
価
の
成
果
は
、「
適
法
―
違
法
」、「
許
可
―
禁
止
」、「
義
務
適
合

的
―
義
務
違
反
」
と
い
う
範カ
テ
ゴ
リ
ー疇の

中
に
表
現
を
見
い
だ
す
。
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し
か
し
、
実
体
法
を
許
容
と
命
令
の
総
体
と
し
て
表
現
す
る
定
義
の
区

別
能
力
は
、
訴
訟
法
が
主
観
的
権
利
、
命
令
お
よ
び
義
務
を
知
ら
な
い
場

合
に
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
訴
訟
法
に
な
じ
み
の
な
い

も
の
で
は
な
い
。
訴
訟
を
法
律
関
係
と
し
て
意
味
づ
け
る
こ
と
に
対
す
る

ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト（
（1
（

の
闘
争
は
、
全
て
の
主
観
的
権
利
と
義
務
を
訴
訟

法
に
異
質
で
あ
る
と
し
て
訴
訟
法
か
ら
追
放
す
る
と
い
う
一
つ
の
努
力
を

雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
当
事
者
に
主
観
的
権
利
を
与
え
、
か
つ
義

務
を
課
す
る
こ
と
は
、
法
律
関
係
と
し
て
訴
訟
を
解
釈
す
る
こ
と
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
っ
た（
（1
（

。
有
利
な
判
決
を
求
め
る
主
観
的
権
利
は
、
権
利
保

護
請
求
権
と
し
て
訴
訟
法
体
系
の
中
心
的
概
念
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
実
体

法
上
の
諸
条
件
に
依
存
し
て
い
た
の
で
、
し
か
し
同
時
に
訴
訟
法
の
実
体

法
と
の
結
合
を
樹
立
し
た（
（1
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
訴
訟
法
と
実
体
法
を
法
律
効
果

の
構
造
に
よ
っ
て
お
互
い
に
分
か
と
う
と
い
う
試
み
に
よ
っ
て
訴
訟
法
上

の
概
念
と
し
て
の
権
利
保
護
請
求
権
が
必
然
的
に
生
じ
る
。
ゴ
ー
ル
ド

シ
ュ
ミ
ッ
ト（
（1
（

は
、徹
底
し
て
権
利
保
護
請
求
権
説
を
民
事
訴
訟
法
か
ら「
実

体
的
民
事
司
法
法
」の
領
域
に
放
逐
し
て
い
る
。そ
の
下
で
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ

ミ
ッ
ト（
（1
（

は
、「
民
法
自
体
は
、
権
利
保
護
義
務
を
負
っ
た
国
家
に
対
す
る

個
人
の
関
係
に
つ
い
て
の
法
的
規
律
の
総
体
だ
と
考
え
を
改
め
た
。
す
な

わ
ち
、
実
体
的
司
法
法
と
い
う
主
観
的
権
利
、
す
な
わ
ち
権
利
保
護
請
求

権
は
、
主
要
な
点
に
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
全
く
独
立
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
権
利
保
護
義
務
を
負
っ
た
国
家
に
向
け
ら
れ
た
方
向
で
の
主
観

的
な
私
権
で
あ
る
」、
あ
る
い
は
、「
実
体
的
民
事
司
法
法
は
、
一
定
の
私

法
上
の
状
態
に
構
成
要
件
と
し
て
義
務
に
対
応
し
て
私
法
状
態
に
介
入
す

る
権
利
保
護
行
為
へ
の
国
家
の
義
務
が
結
び
付
い
て
い
る
法
命
題
の
総
体

で
あ
る（
（1
（

」、
と
い
う
。
司
法
法
は
「
市
民
法
」
と
い
わ
れ
る
が
、
し
か
し

実
際
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
市
民
法
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
る
実
体
公
法（
（1
（

な
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
れ
は
権
利
保
護
を
求
め
る
市
民
の
権
利
保
護

義
務
を
負
っ
た
国
家
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
権
利
と
義
務
を
設
定
す
る

か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
実
体
的
司
法
法
と
い
う
範カ
テ
ゴ
リ
ー疇が
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
な
い
と
し

て
も
、
権
利
保
護
請
求
権
ま
た
は
司
法
行
為
請
求
権
が
実
体
公
法
に
の
み

属
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
大
方
の
一
致
が
今
日
存

在
す
る（
（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
理
論
は
、
少
な
く
と

も
国
家
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
権
利
保
護
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国

家
の
義
務
お
よ
び
こ
れ
と
対
応
し
た
権
利
保
護
を
求
め
る
市
民
の
請
求
権

が
訴
訟
法
的
に
で
は
な
く
実
体
法
的
に
理
解
さ
れ
る
限
り
で
、
少
な
く
と

も
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
訴
訟
の
中
で
当
事
者
に
課
さ
れ
る
義
務

は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
。
そ
れ
ら
は
今
日
し
ば
し
ば
訴
訟
上
の
義
務
と
い

わ
れ
て
い
る（
（2
（

。
特
に
わ
れ
わ
れ
の
訴
訟
法
典
が
明
文
で
も
っ
て
当
事
者
の

義
務
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
三
八
条
の
真
実
義
務

ま
た
は
た
い
て
い
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
誠
実
な
訴
訟
追

行
の
義
務（
（2
（

に
何
ら
の
余
地
を
与
え
よ
う
と
し
な
い
訴
訟
法
理
論
は
不
完
全

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
義
務
を
訴
訟
法
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
う

ま
く
は
成
功
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
は（
（2
（

、
こ
れ
ら

の
義
務
を
例
外
と
表
現
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
立
法
者
が
こ
の
例
外
を
と
ら

12
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
説
明
し
て
い
な
い
。
ア
ル
ヴ
ェ
ー
ト
・
ブ
ロ
マ

イ
ヤ
ー（
（2
（

は
、
か
つ
て
の
訴
訟
法
典
が
広
い
意
味
で
当
事
者
の
義
務
を
知
っ

て
い
た
と
い
う
歴
史
的
知
見
か
ら
出
発
す
る
。
し
か
し
、
訴
訟
の
有
利
な

帰
結
に
対
す
る
当
事
者
の
関
心
を
自
分
の
利
益
の
た
め
に
利
用
す
る
わ
れ

わ
れ
の
民
事
訴
訟
法
は
、
行
為
負
担
で
十
分
に
満
足
し
う
る
と
い
う
。
そ

れ
に
対
し
て
、
法
典
が
一
定
の
行
為
を
求
め
、
別
な
行
為
を
拒
否
し
、
行

わ
れ
た
違
反
に
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
結
び
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
行
為

義
務
が
存
在
す
る
と
い
う（
（2
（

。
こ
こ
で
も
ま
た
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
義
務
を
訴

訟
法
に
分
類
す
る
訴
訟
法
が
、一
定
の
場
合
に
一
定
の
行
為
を
求
め
る
が
、

別
な
場
合
に
は
そ
う
し
な
い
の
か
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
な
い
。
義
務
違

反
の
行
態
を
拒
否
し
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ブ
ロ

マ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
訴
訟
上
の
義
務
の
み
に
当
て
は
ま

る
も
の
で
は
な
い
。
立
法
者
は
い
ず
れ
に
せ
よ
欠
席
が
不
注
意
に
基
づ
く

と
き
ま
さ
に
欠
席
を
否
定
的
に
評
価
し
、
し
た
が
っ
て
欠
席
判
決
と
い
う

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
結
び
付
け
て
い
る
。
相
手
方
ま
た
は
裁
判
所
が
期
日
の

欠
席
に
よ
っ
て
被
る
か
も
し
れ
な
い
全
て
の
何
ら
か
の
不
利
益
を
こ
の
サ

ン
ク
シ
ョ
ン
の
特
性
に
よ
っ
て
除
去
し
て
い
る
の
で（
（2
（

、
否
定
的
な
評
価
を

直
接
に
表
現
し
て
は
い
な
い
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
立
法
者
ま
た
、
欠

席
当
事
者
が
欠
席
判
決
を
望
み
そ
れ
ゆ
え
に
出
頭
し
な
い
場
合
と
、
彼
が

不
注
意
か
ら
出
席
せ
ず
そ
の
こ
と
に
つ
き
非
難
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い

場
合
と
を
区
別
す
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。こ
の
非
難
は
、サ
ン
ク
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
欠
席
し
た
当
事
者
に
全
て
の
不
利
益
が
課
さ
れ
る
場
合
に
は

明
示
さ
れ
ぬ
ま
ま
で
も
よ
い
。
こ
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
特
性
に
よ
っ
て
、

過
っ
た
行
態
は
自
己
の
利
益
に
反
す
る
行
為
と
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
当
事
者

が
そ
の
利
益
を
処
分
し
う
る
限
り
、
も
は
や
明
示
の
非
難
は
不
要
な
の
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
示
さ
れ
た
訴
訟
上
の
負
担
と
義
務
と
の
区
別
は
、
こ
の
サ
ン
ク

シ
ョ
ン
の
特
性
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
期
待
さ
れ
た
行

為
が
強
制
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
は
な
い（
（2
（

。
裁
判

所
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
当
事
者
本
人
の
出
頭
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
四
一
条
）

（
訳
注
６
）

は
、

事
実
関
係
の
真
実
か
つ
完
全
な
陳
述
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
三
八
条
）

（
訳
注
７
）

同
様
ほ
と
ん

ど
強
制
さ
れ
え
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
は
い
ず
れ
の
場

合
に
つ
い
て
も
純
粋
な
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
性
格
づ
け
に
と
っ

て
む
し
ろ
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
規
範
の
目
的
は
、
立
法
者
が
過
っ
た
行

態
の
結
果
を
直
接
に
不
服
従
に
対
し
て
向
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ

の
者
に
不
利
益
な
訴
訟
上
の
結
果
を
負
わ
せ
て
い
る
こ
と
、
か
く
て
自
ら

の
利
益
に
反
す
る
行
為
と
し
て
の
み
侵
害
に
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
た
し
か
に
制
定
法
が
真
実
負
担
の
み
を
あ
ら
か
じ
め
考
慮
に
入

れ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
当
該
訴
訟
の
経
過
そ
れ
自
体
に
と
っ
て
は
そ

れ
で
十
分
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
け
だ
し
、
一
方
当
事
者
が
虚
言
を

弄
し
た
こ
と
を
裁
判
所
が
知
っ
た
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
い
ず
れ
に
せ
よ
そ

の
当
事
者
の
陳
述
を
用
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
虚
言
は
虚
言
を
述
べ
た
当
事
者
の
負
担
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
結
論
に
と
っ
て
裁
判
所
が
虚
偽
の
陳
述
を
評
価
し
な
い
の
は
、
そ

れ
が
真
実
で
は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
か
ら（
（2
（

で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
Ｚ

Ｐ
Ｏ
一
三
八
条
一
項
す
ら
必
要
と
し
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
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し
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
場
合
に
な
る
が
、
裁
判
所
が
真
実
違
背
を
知
り
え

な
い
場
合
、
相
手
方
が
虚
偽
の
主
張
を
争
わ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
証
拠
が
提
出

さ
れ
え
な
い
場
合
に
は
、
訴
訟
上
の
虚
言
が
訴
訟
そ
れ
自
体
の
中
で
は
い

か
な
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
も
な
し
に
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
た
め

に
、
当
事
者
が
真
実
義
務
に
違
反
し
た
当
該
訴
訟
を
越
え
た
法
律
効
果
を

必
要
と
す
る
。
裁
判
所
が
真
実
違
背
を
見
い
だ
す
こ
と
な
し
に
判
断
す
る

限
り
、
訴
訟
の
不
利
益
は
不
誠
実
な
当
事
者
に
は
も
は
や
生
じ
な
い
こ
と

に
な
る
の
で
、
訴
訟
上
の
負
担
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
立

法
者
は
、
ま
さ
に
認
識
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
多
く
は
う
ま
く
い
っ
た
訴

訟
上
の
虚
言
を
罰
す
る
た
め
に
、
訴
訟
上
の
義
務
と
い
う
手
段
に
訴
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
真
実
義
務
違
反
は
、
訴
訟
詐
欺
に
よ
る
処
罰
、

損
害
賠
償
義
務
お
よ
び
Ｚ
Ｐ
Ｏ
五
八
〇
条
四
号
（
訳
注
８
）に

よ
る
再
審
へ
と
導
く
。

こ
れ
ら
の
裁
判
の
な
さ
れ
た
訴
訟
を
越
え
た
効
果
の
た
め
に
は
義
務
の
定

立
を
必
要
と
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
訴
訟
上
の
義
務
に
賛
成
す
る
本
当
の
理
由
は
、
相
手
方

が
一
定
の
保
護
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
け
だ
し
、

訴
訟
上
の
負
担
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
が
濫
用
的
行
為
の
あ
ら
ゆ
る
不
利
益

を
そ
も
そ
も
相
手
方
か
ら
遠
ざ
け
う
る
の
で
、
相
手
方
は
き
わ
め
て
有
効

に
保
護
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
義
務
は
一
定
の
行
態
に
向
け
た
特
別

の
公
益
を
意
味
し
な
い
。
そ
の
よ
う
な
利
益
は
、
ま
さ
に
人
が
公
益
に
反

し
て
行
為
し
た
当
事
者
に
負
担
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
効
に
保
護
さ

れ
う
る
も
の
で
あ
る（
（2
（

。
義
務
を
必
要
と
す
る
の
は
、
む
し
ろ
単
に
訴
訟
上

の
負
担
で
制
裁
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
ま
た
は
十
分
に
制
裁
を

加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
訴
訟
上
の
濫
用
的
行
為
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ

る
。
ほ
ん
の
稀
に
し
か
こ
れ
に
該
当
し
な
い
こ
と
は
、
訴
訟
法
が
手
続
の

全
て
の
段
階
を
規
律
す
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
訴
訟
に
お
い
て
認
め

ら
れ
た
誤
っ
た
行
動
に
訴
訟
上
の
不
利
益
を
課
し
う
る
、
と
い
う
訴
訟
法

の
特
徴
と
関
連
し
て
い
る
。

　

も
し
当
事
者
に
本
人
出
頭
が
命
ぜ
ら
れ
、
現
状
の
事
実
関
係
の
解
明
と

命
じ
ら
れ
た
陳
述
を
す
る
権
能
を
与
え
ら
れ
た
代
理
人
を
派
遣
せ
ず
に
期

日
に
欠
席
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
当
事
者
は
処
罰
さ
れ
る
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
四
一

条
三
項
、
同
三
八
〇
条
）。
不
作
為
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
の
刑
罰
は
、
義
務

違
反
に
制
裁
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
規
範
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め

に
訴
訟
上
の
負
担
が
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
真
実
義
務
違

反
の
場
合
と
同
様
に
、
刑
事
の
制
裁
を
必
要
と
す
る
。
欠
席
判
決
は
Ｚ
Ｐ

Ｏ
一
四
一
条
の
場
合
に
お
い
て
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
け
だ
し
、
こ
の
規

定
は
当
事
者
が
そ
の
訴
訟
代
理
人
と
共
に
期
日
に
出
席
す
る
よ
う
に
働
き

か
け
る
も
の
だ
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
者
も
出
席
し
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
訴
え
は
欠
席
判
決
に
よ
っ
て
棄
却
さ
れ
、
訴
訟
は
―
―
い
ず
れ
に

せ
よ
当
面
の
と
こ
ろ
―
―
終
了
す
る
の
で
、
当
事
者
本
人
の
出
頭
は
不
必

要
に
な
る
。
し
か
し
、
訴
訟
代
理
人
は
出
席
し
た
が
、
十
分
情
報
を
提
供

せ
ず
か
つ
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
の
召
喚
が
命
じ
ら

れ
た
当
事
者
の
欠
席
を
不
利
益
に
評
価
す
る
と
い
う
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
四
一
条
の

目
的
に
不
十
分
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
そ
れ
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
八
六
条
の
枠
内

で
は
可
能
で
あ
る
が
、
立
法
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
十
分
な
制
裁
で
は
な

い
。
さ
も
な
く
ば
、
立
法
者
は
罰
則
を
予
定
し
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
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そ
こ
か
ら
立
法
者
が
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
四
一
条
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
み
に
自

ら
陳
述
す
る
機
会
を
与
え
る
以
上
の
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。
立
法
者
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
四
一
条
で
、
召
喚
さ
れ
た
当
事
者
の
利

害
と
矛
盾
す
る
可
能
性
の
あ
る
利
益
に
対
す
る
違
背
に
制
裁
を
加
え
て
い

る
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
四
一
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
利
益
は
、
事
実
関
係

の
解
明
に
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
四
一
条
は
弁
論
主
義
の
誇
張

に
対
す
る
調
整
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
三
九
条
（
訳
注
９
）

と
直
接
に
関
連
し
て
い
る（

（3
（

。
当
事
者
本
人
の
出
頭
命
令
は
、
当
事
者
に
質

問
を
出
し
、
当
事
者
が
も
し
か
す
る
と
そ
の
訴
訟
代
理
人
よ
り
も
完
全
に

陳
述
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
者
が
自
発
的
に
陳
述
し
な
か
っ
た
説
明
を

当
事
者
に
促
す
と
い
う
目
的
に
資
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
規
定
は
、
ま

さ
に
不
明
瞭
か
つ
不
完
全
な
陳
述
が
、
当
事
者
の
負
担
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
事
者
は
十
分
に
理
解
し
た
上
で
自
ら

の
利
益
に
反
し
て
出
席
し
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
処
罰
さ
れ
る
。
当
事
者
の

主
観
的
な
利
益
が
別
な
方
向
に
向
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
無
視

さ
れ
る
。
こ
れ
は
た
し
か
に
問
題
の
あ
る
監
督
方
法
だ
が
、
こ
れ
が
現
行

法
で
あ
る
。
当
事
者
本
人
の
出
頭
は
和
解
交
渉
を
促
す
た
め
に
も
命
じ
ら

れ
る
。
裁
判
官
の
和
解
勧
試
に
対
す
る
義
務
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
平
和

的
な
規
律
へ
の
利
益
は
、
た
し
か
に
当
事
者
の
真
の
利
益
に
一
致
し
う
る

が
、
し
か
し
ま
た
そ
れ
と
矛
盾
し
う
る
。
当
事
者
本
人
を
召
喚
し
た
裁
判

所
は
、和
解
の
チ
ャ
ン
ス
を
模
索
す
る
よ
う
に
当
事
者
に
促
す
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
当
事
者
本
人
の
出
頭
命
令
は
訴
訟
の
促
進
に
も
役
立
ち
、
そ
れ
に

よ
っ
て
ま
ず
第
一
に
相
手
方
の
利
益
を
、さ
ら
に
は
公
益
を
も
保
護
す
る
。

も
し
訴
訟
代
理
人
が
十
分
に
情
報
を
有
し
て
お
ら
ず
、
次
回
期
日
に
お
い

て
も
問
い
へ
の
答
え
に
窮
す
る
と
い
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当

事
者
の
召
喚
は
し
ば
し
ば
迅
速
な
解
明
に
寄
与
す
る
。
当
事
者
本
人
の
召

喚
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
と
き
、
促
進
の
適
切
な
試
み
と
し
て
そ
れ
が
訴

訟
代
理
人
の
陳
述
排
除
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
七
九
条
）
に
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
し
召
喚
さ
れ
た
当
事
者
が
欠
席
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
者
は
促

進
の
努
力
を
無
駄
に
し
た
が
ゆ
え
に
処
罰
さ
れ
る
。
も
し
裁
判
所
が
そ
の

と
き
訴
訟
代
理
人
に
補
足
陳
述
の
機
会
を
全
く
与
え
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に

訴
訟
の
遅
延
を
生
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
当
事
者
の
欠
席
は
そ
の
当
事
者

自
身
の
利
益
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
事
者
は
、
た
と
え
そ
の
当
事
者

の
利
益
に
お
い
て
で
あ
っ
て
も
、
事
実
関
係
を
解
明
す
る
裁
判
所
を
妨
害

し
た
の
で
処
罰
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
刑
罰
と
い
う
威
嚇
に
よ
っ
て
当
事
者

は
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
行
動
す
る
よ
う
に
促
さ
れ
る
。

　

当
事
者
が
そ
の
利
益
に
つ
き
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
そ
う
す

べ
き
で
は
な
い
場
合
、
訴
訟
上
の
諸
々
の
義
務
が
強
化
さ
れ
た
範
囲
で
導

入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
事
例
で
明
ら
か
に
さ

れ
る
。
弁
論
主
義
が
制
約
さ
れ
て
い
る
か
職
権
探
知
主
義
に
よ
っ
て
排
除

さ
れ
て
い
る
手
続
の
中
で
は
、
訴
訟
上
の
負
担
の
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い（
（3
（

。

離
婚
訴
訟
に
お
い
て
は
、
被
告
に
対
す
る
欠
席
判
決
は
存
在
せ
ず
、
時
機

に
後
れ
た
提
出
は
わ
ず
か
の
範
囲
で
排
除
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
―
―
Ｚ

Ｐ
Ｏ
六
二
六
条
は
婚
姻
を
継
続
す
る
の
に
有
利
な
事
実
に
適
用
で
き
な
い

―
―
の
で
、
こ
こ
で
は
通
常
の
手
続
よ
り
も
よ
り
強
力
な
範
囲
で
、
当
事

者
本
人
の
出
頭
命
令
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
被
告
に
対
し
て
実
効

16
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的
な
訴
訟
促
進
の
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。
立
法
者
は
た
し
か
に
職
権
探
知

主
義
に
よ
る
手
続
で
の
義
務
に
関
し
て
は
き
わ
め
て
自
制
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
促
進
手
段
と
し
て
の
訴
訟
上
の
負
担
が
排
除
さ
れ
て
い
る
の
で
、

立
法
者
は
よ
り
強
力
な
義
務
を
設
定
し
、
刑
罰
ま
た
は
少
な
く
と
も
費
用

負
担
に
よ
っ
て
制
裁
を
加
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｋ
Ｇ
（
裁
判
所
費
用

法
）
四
七
条
は
、
そ
れ
で
も
な
お
か
な
り
弱
い
手
段
で
あ
る
。
損
害
賠
償

義
務
も
ま
た
、
立
法
論
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
訴
訟
上
の
義
務
に
対
す
る
訴
訟
上
の
負
担
の
優
位
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
立
法
者
が
一
定
の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
強
さ
と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
ど
の
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
努
力
目
標
が
も
っ
と
も

よ
く
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、と
い
う
考
慮
の
み
に
基
づ
く
。

訴
訟
法
は
訴
訟
経
過
を
規
律
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
強
い
程
度
に
お
い

て
、
あ
る
訴
訟
上
の
過
っ
た
行
態
の
結
果
を
過
っ
て
行
為
し
た
当
事
者
に

向
け
う
る
。
当
事
者
が
彼
の
利
益
に
つ
い
て
処
分
し
え
な
い
か
、
訴
訟
上

の
負
担
が
訴
訟
経
過
に
向
け
ら
れ
た
相
手
方
の
利
益
や
公
益
を
保
護
す
る

の
に
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
立
法
者
が
過
っ
た
行
態
を
不
利
益
な
訴
訟
経

過
に
よ
っ
て
罰
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
そ
れ
を
望
ま
な
い
た
め
そ
れ

が
不
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
で
の
み
、
法
律
は
、
通
常
、
刑
罰
ま
た
は
損
害

賠
償
義
務
を
課
す
と
こ
ろ
の
義
務
を
定
め
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
規
範
の
目
的
が
訴
訟
上
の
負
担
を
命
ず
る
こ
と
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
え
な
い
と
き
、
訴
訟
経
過
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
義
務
は
、
訴

訟
法
に
お
い
て
異
質
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
訴
訟
上
の
負
担
と
並
ん

で
そ
の
正
当
性
を
持
つ
、
必
然
的
な
形
成
手
段
で
あ
る（
（3
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
訴

訟
上
の
義
務
を
受
け
入
れ
え
な
い
訴
訟
法
概
念
は
、
不
完
全
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
み
て
き
た
よ
う
に
訴
訟
上
の
義
務
の
違
反
は
損

害
賠
償
義
務
ま
た
は
刑
罰
の
よ
う
な
実
体
法
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
主
に
担
保
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
種
類
や
法
律

効
果
の
種
類
に
よ
る
訴
訟
法
と
実
体
法
の
区
別
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
不
履
行
に
制
裁
を
伴
わ
な
い
法
の
命
令
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
も
ま
た
、
裏
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
範

は
、
人
が
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
種
類
に
注
意
を
向
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は

位
置
づ
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
裁
判
所
に
向

け
ら
れ
た
そ
の
規
定
に
つ
い
て
妥
当
す
る
。
裁
判
所
が
そ
れ
に
従
わ
ず
、

判
決
が
上
訴
に
よ
っ
て
取
り
消
し
え
な
け
れ
ば
、
違
反
は
法
律
効
果
を
生

じ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
訴
訟
法
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
訴
訟
法
違
反
の
手
続
に
つ

い
て
の
法
の
言
明
は
、
裁
判
所
が
過
っ
た
行
為
を
し
た
こ
と
、
ま
た
は
許

さ
れ
な
い
行
為
を
し
た
と
い
う
こ
と
の
確
認
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。

け
だ
し
、
こ
の
言
明
は
訴
訟
上
の
経
過
に
よ
っ
て
治
癒
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
判
決
は
覆
せ
な
い
の
で
、
瑕
疵
は
訴
訟
上
無
意
味
な
も
の
と
な
り
、

不
適
法
な
行
為
は
判
決
の
有
効
性
を
問
題
と
し
な
い
。
し
か
し
、
残
っ
て

い
る
の
は
裁
判
所
の
義
務
違
反
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
何
ら
法

的
効
果
を
生
じ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
法
的
意
味
を
持
つ
。

　

し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
考
察
は
ま
た
、
司
法
行
為
請
求
権
に
新
た

な
光
を
当
て
る
。
司
法
行
為
請
求
権
が
国
家
に
対
し
て
、
そ
の
裁
判
所
に

よ
り
権
利
保
護
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
義
務
づ
け
て
い
る

18
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と
い
う
事
実
は
、訴
訟
法
か
ら
権
利
保
護
を
除
去
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

け
だ
し
、
義
務
は
訴
訟
法
に
な
じ
ま
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
司
法
行
為
を
求
め
る
国
家
に
対
す
る
請
求
権
は
、
訴
訟
法
の

構
成
要
素
で
あ
り
う
る
。
権
利
保
護
請
求
権
を
そ
の
実
体
法
的
な
性
格
の

た
め
に
訴
訟
か
ら
追
放
し
た
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
理
論
は
、
訴
訟
に

お
い
て
義
務
は
存
在
し
な
い
と
い
う
誤
っ
た
前
提
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ

の
理
論
は
、
訴
訟
法
か
ら
も
最
も
根
本
的
な
要
素
を
奪
い
取
っ
て
い
る
。

も
し
裁
判
官
が
訴
訟
法
に
よ
っ
て
適
法
に
提
起
さ
れ
た
訴
え
を
送
達
し
、

期
日
を
定
め
、
両
当
事
者
に
法
的
審
問
を
保
障
し
、
法
律
に
し
た
が
っ
て

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

訴
訟
の
本
質
と
訴
訟
に
お
い
て
権
利
を
追
求
す
る
者
の
地
位
を
解
明
す
る

こ
と
全
て
を
要
約
し
た
請
求
権
は
、
訴
訟
法
か
ら
追
放
さ
れ
え
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

訴
訟
法
と
実
体
法
を
区
別
す
る
た
め
に
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
特
性
お
よ
び

法
的
効
果
の
構
造
が
適
切
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
、
さ
ら
に
な
お

実
体
法
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
実
体
法
を
人
間
の
共
同
生
活
に

と
っ
て
の
命
令
と
許
容
の
総
体
と
し
て
記
述
し
て
い
る
上
述
の
定
義
は
、

す
な
わ
ち
実
体
法
に
お
い
て
も
ま
た
負
担
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
を
無

視
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
誤
っ
た
行
為
を
し
た
者
に
直

接
の
不
利
益
を
結
び
付
け
た
法
律
効
果
を
有
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ

れ
ら
を
責
務
〔
負
担
？
〕（O

bliegenheiten

）
と
呼
ぶ
が
、
表
現
上
の
相

異
は
事
物
に
お
け
る
区
別
を
基
礎
に
置
い
て
い
な
い
。
実
体
法
上
の
義
務

が
訴
訟
法
上
の
負
担
ほ
ど
に
は
わ
れ
わ
れ
の
目
に
し
な
い
の
は
、
実
体
法

上
の
責
務
が
実
体
法
の
中
に
例
外
と
し
て
残
っ
て
い
る
異
質
の
も
の
を
紛

れ
込
ま
せ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、た
だ
、実
体
法
に
お
い
て
は
あ
る
誤
っ

た
行
為
を
自
ら
の
利
益
の
侵
害
へ
と
導
く
と
い
う
機
会
を
立
法
者
が
ほ
と

ん
ど
も
た
な
か
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
け
だ
し
、
立
法
者
は
実
体
法
の

中
で
は
訴
訟
法
に
お
け
る
よ
う
に
全
て
の
生
活
経
過
を
規
律
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
他
人
の
権
利
領
域
に
権
利
者
が
干
渉
す
る
結
果
の
み
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
体
法
上
の

負
担
の
存
在
は
、
訴
訟
法
と
実
体
法
が
そ
の
直
接
の
法
律
効
果
の
特
性
に

よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
こ
と
を
排
除
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
人
が
そ
の
違
い

を
訴
訟
上
の
負
担
の
訴
訟
に
お
け
る
効
果
と
実
体
法
上
の
負
担
の
実
体
法

上
の
効
果
の
中
に
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
別
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、

訴
訟
法
に
全
て
の
規
範
が
属
す
る
が
、
実
体
法
に
は
実
体
法
上
の
サ
ン
ク

シ
ョ
ン
を
伴
っ
た
全
て
の
規
範
が
属
す
る
と
い
う
区
別
に
な
る
。し
か
し
、

こ
の
基
準
は
区
別
の
問
題
に
答
え
ず
、
単
に
問
題
を
設
定
す
る
の
み
な
の

で
、
そ
の
よ
う
な
区
別
に
よ
っ
て
何
も
獲
得
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

６　

判
決
内
容
と
判
決
要
件

　

し
た
が
っ
て
、
も
し
訴
訟
法
を
実
体
法
か
ら
区
別
す
る
こ
と
を
構
成
要

件
の
特
性
に
よ
っ
て
で
も
直
接
の
法
律
効
果
の
構
造
に
よ
っ
て
で
も
獲
得

で
き
な
い
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
規
範
が
作
用
す
る
事
実
領
域
と
生
活
領
域

に
よ
る
区
別
の
み
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
向
で
は
、
ノ
イ
ナ
ー

（N
euner

）
の
区
別
の
試
み
が
嚆
矢
で
あ
り（

（3
（

、
彼
は
、
内
在
的
訴
訟
目
的

と
し
て
の
判
決
か
ら
出
発
し
て
、
規
範
を
そ
れ
が
判
決
内
容
を
規
律
す
る
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か
、
ま
た
は
判
決
の
要
件
を
規
律
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
区
別
す
る（

（3
（

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
法
は
、
そ
れ
が
判
決
が
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る
か

を
述
べ
て
い
る
の
で
訴
訟
と
い
う
生
活
領
域
を
規
律
し
て
お
り
、
こ
れ
に

対
し
て
、
実
体
法
は
判
決
が
作
用
す
る
裁
判
外
の
生
活
領
域
を
規
律
し
て

い
る
、
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
区
別
は
、
そ
れ
が
訴
訟
上
の
構
成
要
件
と

し
て
判
決
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
ゆ
え
実
体
法
を
判
決
の
視
点
に
基
づ
い
て

の
み
み
る
点
に
誤
り
が
あ
る
。
か
く
て
、
ノ
イ
ナ
ー
は
実
体
法
の
意
義
を

無
視
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
実
体
法
は
判
決
内
容
の
基
準
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
む
し
ろ
訴
訟
外
の
関
係
を
も
規
律
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
体

法
は
、
単
に
訴
訟
と
判
決
に
よ
っ
て
作
用
す
る
だ
け
で
は
な
い（
（3
（

。
そ
れ
に

加
え
て
、
訴
訟
法
も
判
決
内
容
を
決
定
し
う
る
。
こ
の
こ
と
は
訴
訟
判
決

に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず（
（3
（

、
も
し
人
が
認
諾
を
訴
訟
行
為
と
解
釈
す
る
な
ら

ば
認
諾
判
決
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
が
、
そ
れ
は
ノ
イ
ナ
ー
も
ま
た
し

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た（
（3
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
は
さ
ら
に
事
実
関
係
の
確
定
に
つ

い
て
の
規
律
、
し
た
が
っ
て
証
拠
評
価
を
含
む
証
拠
法
お
よ
び
欠
席
判
決

と
時
機
に
後
れ
た
攻
撃
防
御
方
法
の
却
下
に
つ
い
て
の
規
範
に
も
妥
当
す

る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
中
で
訴
訟
法
と
実
体
法
の
法
律
効
果
が
作
用
す
る
生

活
領
域
の
区
別
は
、
判
決
、
判
決
内
容
お
よ
び
判
決
要
件
か
ら
出
発
し
て

は
な
ら
な
い
。

７　

規
律
さ
れ
て
い
る
生
活
領
域

　

法
が
権
利
を
保
護
し
、
義
務
や
負
担
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の

行
為
を
規
律
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
義
務
の
履
行
、
負
担
の
回
避
お

よ
び
権
利
の
実
現
が
訴
訟
上
の
事
象
に
影
響
す
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は

判
決
ま
た
は
他
の
司
法
機
関
の
行
為
を
要
求
さ
れ
て
い
る
司
法
機
関
の
仲

介
な
し
に
私
権
の
主
体
が
直
接
関
与
す
る
生
活
領
域
に
影
響
す
る
か
ど
う

か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
規
範
の
目
的
が
実
体

法
上
ま
た
は
訴
訟
法
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
か
ど
う

か
は
も
は
や
決
定
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
じ
う
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
訴

訟
に
お
け
る
行
態
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ど
う
か
の
み
が
決
定
的
な
の
で
あ

る
。
刑
罰
や
損
害
賠
償
と
い
っ
た
直
接
に
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
生
じ
さ
せ
る

も
の
で
は
な
い
も
の
は
、
分
類
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
義
務
の

履
行
や
権
利
の
保
護
の
際
に
生
じ
る
結
果
が
分
類
を
規
定
す
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
視
点
は
、
訴
訟
法
理
論
に
お
け
る
訴
訟
上
の
負
担
の
過
大
評
価
に

よ
っ
て
一
般
に
誤
解
さ
れ
て
い
た
。
け
だ
し
、
負
担
の
特
徴
が
、
ま
さ
に

こ
こ
で
は
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
不
利
益
が
過
っ
た
行

態
と
関
連
し
た
同
じ
生
活
領
域
上
で
生
じ
る
点
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
負

担
は
、
う
ま
く
定
め
ら
れ
る
た
め
に
は
過
っ
た
行
態
に
相
応
の
も
の
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
訴
訟
上
の
行
態
に
結
び
付
い
た
負
担
は
、

直
接
に
訴
訟
状
態
に
作
用
す
る
。
財
産
法
上
の
領
域
に
お
け
る
行
態
に
結

び
付
い
た
負
担
は
財
産
上
の
不
利
益
を
も
た
ら
す
。
こ
の
法
律
効
果
と
の

規
範
の
結
合
は
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
種
類
が
規
範
の
帰
属
に
と
っ
て
決
定

的
で
あ
る
に
違
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
承
認
に
導
い
た
。し
か
し
、

実
際
に
は
、
こ
こ
で
は
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
規
範
目
標
が
目
指
す
も
の
と
同
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一
の
生
活
領
域
に
生
じ
る
の
で
、
負
担
の
場
合
に
の
み
決
定
的
で
あ
る
に

す
ぎ
な
い
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
権
利
と
義
務
の
分
類
に
つ
い
て
と
同
様
、

負
担
の
分
類
に
つ
い
て
、
立
法
者
が
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
答
え
よ
う
と
し
た

も
の
が
ど
の
よ
う
な
行
態
で
あ
る
か
を
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
も
し
負
担
が
純
粋
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る

な
ら
ば
、
負
担
は
過
っ
た
行
態
に
結
び
付
い
て
い
る
。
過
っ
た
行
態
は
立

法
者
の
望
ま
な
い
行
態
で
あ
る
。
立
法
者
が
、
裁
判
官
に
、
時
機
に
後
れ

た
提
出
を
却
下
し
、
欠
席
当
事
者
の
訴
え
を
棄
却
し
、
ま
た
は
有
理
性
の

あ
る
訴
え
を
争
わ
な
い
当
事
者
に
敗
訴
判
決
を
下
す
よ
う
命
じ
て
い
る
場

合
に
は
、
争
う
当
事
者
は
欠
席
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
訴
え
の
有
理
性
に

不
可
欠
な
全
て
の
事
実
を
陳
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
当
事
者
に

と
っ
て
あ
る
証
拠
調
べ
が
重
要
で
あ
る
な
ら
ば
相
手
方
の
主
張
を
争
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
立
法
者
は
訴
訟
上
の
負
担
に
よ
っ
て
、
当
事
者
に
命
じ
ら
れ
た
行
態

を
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
立
法
者
が
目
標
と
し
て
い
る
行

態
が
手
続
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
訴
訟
上
の

位
置
づ
け
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
負
担
は
、
当
事
者
が
そ
れ
を
甘
受
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、

当
事
者
に
生
じ
る
。
そ
の
場
合
、
負
担
は
過
っ
た
行
態
に
対
す
る
純
粋
な

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
立
法
者
は
、
争
う
つ
も
り
の
な
い

当
事
者
が
期
日
に
出
頭
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

彼
は
欠
席
し
た
ま
ま
欠
席
判
決
を
あ
え
て
甘
受
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
こ
で
も
ま
た
負
担
は
、
一
定
の
、
立
法
者
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ

て
い
る
訴
訟
上
の
行
態
の
効
果
で
あ
る
。
規
範
は
こ
こ
で
は
「
も
し
汝
が

望
ま
な
い
な
ら
ば
争
う
必
要
は
な
い
」、「
も
し
汝
が
汝
の
知
っ
て
い
る
事

実
の
訴
訟
で
の
利
用
に
価
値
を
置
い
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
汝
は
そ
れ

を
適
時
に
陳
述
す
る
必
要
は
な
い
」、
あ
る
い
は
、「
も
し
汝
が
相
手
方
の

間
違
っ
た
主
張
に
基
い
た
判
決
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
相
手

方
の
主
張
を
争
う
必
要
は
な
い
」、
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全

て
の
訴
訟
上
の
負
担
は
、
二
重
の
規
範
内
容
と
結
び
付
い
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
上
の
負
担
は
、
立
法
者
が
望
ま
な
い
行
態
に

と
っ
て
純
粋
な
負
担
た
り
う
る
し
、
ま
た
、
立
法
者
が
当
事
者
の
選
択
に

委
ね
た
行
態
に
と
っ
て
意
図
さ
れ
た
効
果
た
り
う
る
。
両
方
の
場
合
に
つ

い
て
、
一
個
の
負
担
に
よ
っ
て
予
定
す
る
規
範
を
、
そ
れ
に
負
担
を
結
び

付
け
た
行
態
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
行
態
が
訴
訟

の
進
行
の
た
め
に
望
ま
し
く
な
い
と
し
て
も
、
選
択
に
任
さ
れ
た
行
態
が

訴
訟
に
関
連
す
る
と
き
と
同
様
に
、こ
の
規
範
も
同
様
に
訴
訟
的
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
あ
る
規
範
は
、
そ
れ
が
あ
る
一
定
の
司
法
目
的
に
向
け

ら
れ
た
司
法
機
関
に
よ
る
司
法
機
関
の
面
前
で
の
手
続
に
お
け
る
行
態
を

規
制
す
る
と
き
、
訴
訟
法
に
属
す
る
。
あ
る
規
範
は
、
そ
れ
が
私
人
が
一

定
の
司
法
目
的
に
向
け
ら
れ
た
司
法
機
関
を
介
す
る
こ
と
な
く
直
接
に
関

与
す
る
生
活
領
域
に
お
け
る
行
態
を
規
制
す
る
と
き
、
実
体
法
に
属
す

る（
（3
（

。

　

こ
の
区
別
は
、
ま
さ
に
不
確
か
な
事
例
に
お
い
て
も
ま
た
確
証
さ
れ

る
。
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
実
体
的
司
法
法
に
よ
っ
て
架
橋
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
二
重
の
位
置
づ
け
は
不
必
要
に
な
る
。
ゴ
ー
ル
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ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
実
体
的
司
法
法
は
、
実
際
に
は
、
一
部
は
訴
訟
法
で
あ

り
、
一
部
は
実
体
法
で
あ
っ
て
、
同
時
に
両
者
で
は
な
い
し
、
両
領
域
を

相
互
に
結
合
す
る
中
間
領
域
で
も
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
の
区
別
は
、
あ
る
行
態
が
い
く
つ
か
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
課

さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
ま
た
、
困
難
に
導
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、

不
適
法
な
執
行
行
為
を
行
っ
た
執
行
官
は
、
訴
訟
法
に
違
反
し
て
い
る
。

訴
訟
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
不
適
法
性
の
確
認
お
よ
び
執
行
異
議

手
続
に
お
け
る
執
行
停
止
命
令
が
用
意
さ
れ
て
い
る（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
七
六
六
条
、

同
七
七
五
条
一
号
、
同
七
七
六
条（
（訳

（
訳
注

）。
実
体
法
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
は
、
国
家
に
対
す
る
賠
償
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
三
九
条
、
Ｇ
Ｇ
［
基
本

法
］
三
四
条
）
お
よ
び
執
行
官
に
対
す
る
償
還
請
求
、
そ
の
ほ
か
に
公
務

員
法
上
の
効
果
が
問
題
に
な
る
。
執
行
処
分
は
二
重
機
能
的
訴
訟
行
為（
（3
（

と

よ
く
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
物
の
中
核
に
は
ぴ
っ
た
り
と
あ
た
っ

て
い
な
い
。
そ
の
行
為
〔
＝
執
行
処
分
〕
は
、
他
の
全
て
の
行
為
も
ま
た

訴
訟
行
為
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
訴
訟
行
為
で
あ
る
。
司
法
機
関
の
行
態

は
、
権
利
保
護
手
続
中
に
存
在
す
る
の
で
、
そ
の
行
為
は
、
訴
訟
上
の
規

範
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
訴
訟
規
範
は
、「
執
行
官
は
不

適
法
な
訴
訟
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
行
為

は
、
そ
れ
が
職
務
責
任
請
求
権
の
構
成
要
件
と
み
な
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
訴
訟
行
為
で
あ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
三
九
条
は
、
公
務
員
は
義
務
違
反

に
よ
っ
て
他
人
に
損
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
職
務

義
務
違
反
は
訴
訟
行
為
で
も
あ
り
う
る
。
執
行
官
の
執
行
行
為
は
、
そ
れ

が
訴
訟
法
上
不
適
法
で
あ
る
と
き
、
原
則
的
に
職
務
義
務
違
反
で
あ
る（
（4
（

。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
訴
訟
上
の
規
範
は
、
実
体
法
規
範
の
構
成
要
件

を
充
足
す
る
こ
と
に
奉
仕
す
る
。
規
範
の
構
成
要
件
は
そ
の
位
置
づ
け
に

と
っ
て
重
要
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
体
法
規
範
が
訴
訟
法
規

範
に
な
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
訴
訟
行
為
が
実
体
法
上
の
行
為
に
な
る
こ

と
も
な
い（
（4
（

。
評
価
さ
れ
る
職
務
行
為
が
、
訴
訟
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る

手
続
中
で
行
わ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
何
が
職
務
義
務
違
反
か
は
訴
訟
法
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
三
九
条
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
が
給
付
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
同
様
に
そ
の
行
為
を
実
体
法
的

な
も
の
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
損
害
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
そ
の
義
務
は
、
不
適
法
な
執
行
行
為
を
や
め
ろ
と
い
う
義

務
と
同
一
で
は
な
く
、
そ
れ
の
実
体
法
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
に
す

ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
整
序
に
と
っ
て
決
定
的
な
の
は
、
不
適

法
な
執
行
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
執
行
機
関
の
義
務
で
あ
る
。

た
し
か
に
こ
の
義
務
の
違
反
は
債
務
者
の
実
体
権
を
侵
害
し
て
い
る
。
そ

れ
は
債
務
者
の
所
有
権
ま
た
は
対
外
的
な
自
由
を
害
し
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
義
務
に
適
合
し
た
行
為
も
義
務
に
違
反
し
た
行
為
も
訴
訟
上

の
生
活
領
域（
（4
（

内
に
留
ま
っ
て
お
り
、
訴
訟
法
は
、
不
適
法
な
執
行
行
為
を

行
う
こ
と
の
禁
止
と
同
様
に
、
適
法
な
や
り
方
で
の
み
執
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
命
令
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
執
行
に
よ
っ
て

債
務
者
の
実
体
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
事
実
は
、
命
令
も
禁
止
も
実
体
法

的
な
も
の
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

も
し
人
が
、
そ
れ
に
対
し
て
訴
訟
法
上
の
義
務
の
ほ
か
に
実
体
法
上
の

義
務
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
訴
訟
法
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の
理
解
が
困
難
に
な
る
に
違
い
な
い
。
け
だ
し
、
債
務
者
の
所
有
権
と
自

由
を
不
適
法
な
執
行
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
、
ま
ず
実
体
法
上
の
規
範
が

必
要
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
生
じ
る
よ
う
に
み
え
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
実
際
に
は
、
訴
訟
法
は
こ
の
保
護
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
実
体
法
は
、
訴
訟
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
実
体
法
上
の
サ
ン
ク

シ
ョ
ン
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
保
護
を
補
完
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。

　

こ
こ
で
展
開
さ
れ
た
、
権
利
保
護
目
的
に
向
け
ら
れ
た
司
法
機
関
に
よ

る
司
法
機
関
の
面
前
で
の
手
続
に
お
け
る
行
態
を
規
制
す
る
規
範
の
総
体

と
す
る
と
い
う
訴
訟
法
概
念
は
、
仮
に
そ
れ
が
訴
訟
に
向
け
ら
れ
た
義
務

を
設
定
す
る
規
範
を
取
り
込
む
可
能
性
を
与
え
る
と
し
て
も
、
相
対
的
に

空
疎
で
形
式
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
概
念
の
収
穫
が
乏
し
い

こ
と
は
、
さ
ら
な
る
訂
正
の
き
っ
か
け
と
は
な
る
ま
い
。
け
だ
し
、
わ
れ

わ
れ
の
概
念
構
築
の
目
的
は
、
概
念
の
内
容
の
さ
ら
な
る
充
足
を
許
す
も

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
人
が
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
訴
訟

法
を
実
体
法
の
対
比
で
定
義
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
区
別
は
実
体
法
に

よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
生
活
領
域
に
対
す
る
訴
訟
上
の
事
実
領
域
の
中
に
の

み
そ
の
違
い
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
法
内
容
の
違
い
は
、
そ
の

よ
う
な
対
比
に
よ
る
定
義
の
一
つ
へ
は
取
り
込
ま
れ
え
な
い
。
け
だ
し
、

訴
訟
法
は
実
体
法
が
法
で
あ
る
の
と
同
様
に
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
法

と
し
て
の
性
格
に
お
い
て
両
者
は
区
別
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
ま
た
、
わ

れ
わ
れ
の
区
別
は
限
定
さ
れ
た
意
味
に
お
い
て
の
み
規
範
的
に
理
解
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
た
し
か
に
、
そ
れ
は
全
て
の
事
柄
に
適
し
た
法
体
系
の

構
築
と
同
様
、
法
的
評
価
に
も
と
づ
い
て
は
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

は
訴
訟
法
規
範
が
訴
訟
と
い
う
生
活
領
域
に
合
わ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
限
り
に
お
い
て
生
じ
る
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
訴
訟
法

概
念
は
、
訴
訟
法
上
の
評
価
の
内
容
に
つ
い
て
よ
り
多
く
を
言
い
表
し
う

る
わ
け
で
は
な
い
。
訴
訟
法
上
の
法
命
題
の
全
内
容
を
経
験
的
な
手
続
の

本
質
お
よ
び
実
体
法
に
対
す
る
特
性
の
み
か
ら
引
出
す
あ
ら
ゆ
る
試
み

は
、
そ
れ
ゆ
え
実
体
法
の
価
値
評
価
を
訴
訟
法
に
対
す
る
対
比
か
ら
の
み

正
当
化
し
よ
う
と
す
る
努
力
と
同
様
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
の
区
別
は
、
実
体
法
上
の
価
値
が
訴
訟
法
の
内
容
を
共
に
決
定

し（
（4
（

、
実
体
法
上
の
法
命
題
が
訴
訟
法
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
、
ま
た
は

実
体
法
同
様
に
訴
訟
法
に
と
っ
て
優
越
的
な
評
価
も
ま
た
同
様
に
拘
束
力

を
持
つ
と
み
な
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
を
排
除
し
て
い
な
い
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
訴
訟
法
的
考
察
方
法
は
、
訴
訟

法
上
の
義
務
を
訴
訟
法
か
ら
追
放
し
、
実
体
法
に
分
類
す
る
か
あ
る
い
は

単
な
る
倫
理
的
な
義
務（
（4
（

と
把
握
す
る
か
と
い
う
点
に
欠
陥
が
あ
る
の
み
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
訴
訟
法
を
全
般
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
よ
う
に
求
め
る
限
り
で
も
ま
た
、
不
完
全
な
の
で
あ
る
。
ゴ
ー
ル

ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
経
験
的
な
訴
訟
の
本
質
を
問
う
問
題
設
定
か
ら
出
発

し
、
訴
訟
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
法
状
態
と
し
て
描
い
て
い
る
の
で
、

訴
訟
上
の
価
値
評
価
の
内
容
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る（
（4
（

。

も
し
人
が
訴
訟
法
的
考
察
方
法
を
徹
底
し
て
貫
徹
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

単
に
形
式
的
な
概
念
の
概
要
を
伝
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
訴
訟
上
の
重

要
性
の
区
別
は
形
式
的
範カ
テ
ゴ
リ
ー疇

の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
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そ
れ
は
、
顧
慮
す
べ
き
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為
、
適
法
な
行
為
と
そ
う

で
な
い
行
為
を
区
別
し
、
行
為
を
裁
判
所
の
行
為
と
当
事
者
の
行
為
そ

し
て
後
者
を
取
効
的
行
為
（Erw

irkungshandlungen

）
と
与
効
的
行
為

（B
ew

irkungshandlungen

）
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
全
て
が
た
し

か
に
訴
訟
法
の
体
系
化
に
と
っ
て
無
価
値
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
訴
訟

法
規
範
が
関
連
す
る
特
別
の
生
活
領
域
は
、
訴
訟
上
の
重
要
性
と
い
う
独

自
の
概
念
形
成
を
正
当
化
す
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
訴
訟
法
が
そ
の

固
有
の
生
活
領
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
概
念
は
、
訴
訟
法
規
範
の
法
的
内
容
に
つ
い

て
ほ
と
ん
ど
何
も
示
し
え
な
い（
（4
（

。
な
ぜ
あ
る
行
為
が
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
あ
る
い
は
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
適
法
あ
る
い
は
不
適

法
な
の
か
、
裁
判
官
に
留
保
さ
れ
て
い
る
の
か
あ
る
い
は
当
事
者
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
訴
訟
法
的
考
察
方
法
は
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
た
め
に
不
可
欠
の
価
値
評
価
は
、
む
し
ろ
訴
訟
法
の
実

体
法
と
の
関
係
に
よ
っ
て
共
に
決
定
さ
れ
る
。

　

も
し
人
が
訴
訟
法
と
実
体
法
の
完
全
な
区
別
に
依
拠
し
た
訴
訟
法
的
考

察
方
法
に
よ
っ
て
訴
訟
法
を
全
体
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

訴
訟
法
は
可
能
性
と
盲
目
的
に
課
さ
れ
る
不
利
益
の
集
積
に
他
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
お
う
。
訴
訟
は
、
全
て
が
許
さ
れ
る
が
、
多
く
は
成

果
に
導
か
な
い
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
レ
ス
リ
ン
グ
同
然
と
な
ろ
う
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
も
し
人
が
戦
争
に
お
い
て
は
「
結
局
、
わ
れ
わ
れ
の
不
可
侵

の
権
利
は
見
込
み
、
負
担
お
よ
び
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
ゴ
ー
ル
ド

シ
ュ
ミ
ッ
ト（
（4
（

の
悲

ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク

観
的
な
見
解
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
訴
訟
は
戦
争
に
匹

敵
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
、
戦
争
が
「
正
し
い
も
の
と
し
て
妥
当
す

べ
き
も
の（
（4
（

と
さ
れ
る
も
の
を
め
ぐ
る
闘
争
に
お
け
る
可
能
性
と
負
担
の
総

体
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
実
際
の
と
こ
ろ
孤

立
し
て
観
察
さ
れ
た
「
手
続
」
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
さ
ら
に
法
秩
序
と
並

ん
で
発
生
し
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
場
合
に
は
そ
の
秩
序
に
対
し
て
社
会
学

的
な
力
の
原
理
に
し
た
が
い
優
先
す
る
第
二
の
秩
序
を
作
り
出
す
こ
と
に

な
る（
（4
（

。
し
か
し
、
も
し
人
が
既
に
戦
争
規
範
を
問
題
と
し
、
あ
る
い
は
加

え
て
戦
争
に
対
す
る
権
利
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
孤
立
し
た
、
そ
し
て

さ
ら
に
悲
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク

観
的
な
社
会
学
的
考
察
方
法
の
不
十
分
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
彼
の
戦
争
の
経
験
を
訴
訟
法
に
転
用
し
た
と

き
、そ
れ
は
無
力
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
。ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ

て
た
し
か
に
訴
訟
に
関
す
る
闘
争
の
規
範
は
存
在
し
て
い
る
。
け
だ
し
、

訴
訟
法
の
存
在
を
否
定
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
わ
れ

わ
れ
が
な
ぜ
訴
訟
法
が
そ
う
で
あ
り
別
で
は
な
い
の
か
、
も
っ
と
よ
く
形

成
さ
れ
る
可
能
性
と
程
度
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
一
貫
し
て
貫

徹
さ
れ
る
と
き
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
訴
訟
法
的
考
察
方
法
は
無
視

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
訴
訟
法
は
「
没
道
徳
的
（m

oralinfrei

）」
で
あ
る
と

さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
道
徳
的
で
あ
る
こ
と
を

指
示
し
、
あ
る
い
は
訴
訟
法
的
考
察
方
法
が
そ
の
よ
う
な
実
体
法
的
構
造

を
訴
訟
法
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
利
用
し
う
る
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
な

し
に
、
実
体
的
司
法
法
ま
た
は
司
法
行
政
法
の
ご
と
き（
（5
（

、
奇
妙
な
中
間
領

域
を
指
示
し
て
い
る
。
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８　

結
論

　

訴
訟
法
と
は
、
司
法
機
関
に
よ
る
、
そ
し
て
そ
の
面
前
で
の
司
法
目
的

に
向
け
ら
れ
た
手
続
で
の
人
間
の
行
態
を
規
律
す
る
全
て
の
規
範
の
総
体

を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
実
体
法
は
、
上
の
よ
う
な
司
法
機
関
の
介
在

な
し
に
法
主
体
が
直
接
関
与
す
る
生
活
領
域
で
の
行
態
を
規
律
す
る
。

　

こ
の
区
別
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
異
な
っ
た
考
察
対
象
を
獲

得
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
に
ふ
さ
わ
し
い
訴
訟
法
的
ま
た
は
実

体
法
的
考
察
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
領
域
の
規
律
が
こ
れ
に
妥
当
で

あ
る
べ
き
限
り
に
お
い
て
適
切
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
訴
訟

法
と
実
体
法
の
区
別
は
、
訴
訟
法
ま
た
は
実
体
法
の
法
的
評
価
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
何
も
言
い
表
し
え
な
い
。
規
範
の
目
的
の
探
求
に
と
っ
て
、
こ

の
区
別
は
、
そ
れ
が
関
連
す
る
生
活
領
域
の
規
制
に
規
範
が
役
立
つ
と
い

う
こ
と
以
上
の
も
の
を
も
た
ら
さ
な
い
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
生

活
領
域
が
規
律
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
、
孤
立
し
た
訴
訟
上
の
価

値
評
価
か
ら
も
独
自
の
実
体
法
上
の
考
察
方
法
か
ら
も
引
き
出
さ
れ
得
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
訴
訟
法
的
考
察
方
法
は
、
訴
訟
規
範
の
解
釈
の
際
の
み

な
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
訴
訟
法
の
将
来
の
法
政
策
的
形
成
に
つ
い
て
の
検

討
に
と
っ
て
も
役
に
立
た
な
い
。

　

訴
訟
法
と
実
体
法
の
区
別
は
、
両
法
域
の
基
礎
に
あ
る
価
値
評
価
を
分

か
た
な
い
。
そ
れ
は
、
訴
訟
法
命
題
の
内
容
が
実
体
法
上
の
価
値
に
よ
っ

て
も
決
定
さ
れ
、
反
対
に
、
実
体
法
の
法
命
題
の
内
容
が
訴
訟
法
的
価
値

に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
、
両
法
域
に
ま
た
が
る
上
位

の
価
値
が
妥
当
性
を
主
張
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
も
未
解
決
で
あ
る
。

　

訴
訟
法
お
よ
び
実
体
法
は
、「
法
素
材
」
ま
た
は
「
法
領
域
」
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
例
え
ば
、
双
方
お
互
い
に
完
全
に
排
除
し
あ
う
と

か
、
ま
る
で
同
じ
場
所
を
同
時
に
占
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
二
つ
の
物
体

の
よ
う
に
排
除
す
る
と
か
、
お
互
い
に
排
斥
す
る
こ
と
な
し
に
重
複
す
る

こ
と
を
許
さ
な
い
二
つ
の
平
面
の
よ
う
に
分
別
さ
れ
る
と
い
っ
た
誤
っ
た

イ
メ
ー
ジ
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
素
材
」
と
い
う
の
は
、

お
そ
ら
く
訴
訟
法
か
ら
も
実
体
法
か
ら
も
規
律
さ
れ
る
べ
き
生
活
領
域
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
し
か
に
あ
る
人
の
行
為
が
同
時
の
別
な
行
為
を
排

斥
し
、
訴
訟
の
生
活
領
域
で
生
じ
た
事
象
は
同
時
に
訴
訟
外
の
領
域
に
は

帰
属
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
訴
訟
上
重
要
な
経
過

が
実
体
法
上
の
法
律
効
果
に
結
び
付
け
ら
れ
ず
、
ま
た
は
、
訴
訟
外
の
事

象
が
訴
訟
上
の
構
成
要
件
に
は
入
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な

い
。

　

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
訴
訟
行
為
が
は
た
し
て
い
か
な
る
要
件
の
下

で
違
法
で
あ
り
、
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
か
が
問
題
と
な
る
。
損
害
賠
償

義
務
は
、
そ
れ
が
訴
訟
外
の
領
域
に
お
い
て
生
じ
る
行
態
を
命
じ
て
い
る

の
で
、
実
体
法
上
の
義
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
要
件
は
、
後
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
訴
訟
法
と
訴
訟
法
上
の
価
値
評
価
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら

れ
る
。
訴
訟
行
為
に
よ
っ
て
あ
る
義
務
が
違
反
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
は
、

ど
の
よ
う
な
要
求
を
、
法
が
、「
訴
訟
」
の
生
活
領
域
で
の
行
態
に
求
め

て
い
る
か
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
の
要
求
は
訴
訟
法
に
属
し
て
い
る
。

　

手
続
は
、
実
体
法
上
の
紛
争
の
裁
判
に
奉
仕
す
る
の
で
、
訴
訟
法
と
実

体
法
は
手
続
の
中
で
交
錯
す
る
。
既
に
そ
の
こ
と
ゆ
え
に
、
訴
訟
法
と
実

25
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体
法
は
内
容
的
に
相
互
に
関
連
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
ら
は
、

訴
訟
の
経
過
を
実
体
法
の
生
活
領
域
へ
と
仲
介
す
る
判
決
に
そ
の
最
も
密

接
な
結
び
付
き
を
見
い
だ
す
。
そ
れ
ゆ
え
既
判
力
は
訴
訟
法
と
実
体
法
の

協
力
に
向
け
ら
れ
た
独
特
の
場
所
を
構
成
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
既
判
力
の
範

囲
に
は
わ
れ
わ
れ
の
特
別
の
注
意
が
向
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

人
が
「
訴
訟
法
」
と
「
実
体
法
」
の
概
念
を
対
立
的
に
定
義
す
る
場
合

に
、
そ
れ
に
付
さ
れ
る
表
現
力
の
限
界
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
こ

の
研
究
の
関
心
事
に
と
っ
て
の
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
実
体
法

と
の
訴
訟
法
の
相
互
関
係
と
結
合
を
説
明
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際

に
、
そ
れ
は
実
体
法
に
対
す
る
訴
訟
法
の
関
係
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
限
定

は
、
民
事
訴
訟
と
実
体
公
法
の
間
の
結
合
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
相
互
関
係
は
、
最
近
既
に
十
分
に
考
察
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
民
事
訴
訟
法
を
実
体
法
か
ら
分
か
つ
と
い
う
傾
向
の
中
で
、
す
な

わ
ち
人
は
、
訴
訟
法
＝
実
体
法
二
分
論
（Trennungsdogm

a

）
を
維
持
す

る
た
め
に
、
徹
底
し
た
訴
訟
的
考
察
方
法
を
訴
訟
法
学
の
中
へ
も
ち
込
ん

だ
間
隙
を
実
体
公
法
的
な
価
値
に
よ
っ
て
広
範
囲
に
埋
め
よ
う
し
よ
う
と

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
孤
立
し
た
訴
訟
法
的
考
察

方
法
は
既
に
放
棄
さ
れ
て
い
た（
（5
（

。
人
が
こ
の
こ
と
を
見
誤
れ
ば
見
誤
る
ほ

ど
、
公
法
的
価
値
に
過
度
に
立
ち
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
訟
法
と
実
体

法
の
関
係
が
曖
昧
に
さ
れ
た
。
既
に
訴
訟
法
＝
実
体
法
二
分
論
に
よ
っ
て

正
当
化
さ
れ
な
い
こ
の
公
法
に
対
す
る
一
方
的
な
方
向
づ
け
を
克
服
す
る

た
め
に
、
こ
こ
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
民
事
訴
訟
法
と
実
体
法
と
の
間
の
相
互

関
係
に
目
が
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

Ⅱ　

訴
訟
行
為
と
実
体
法
上
の
行
為

　

実
体
法
原
則
の
訴
訟
法
へ
の
波
及
と
訴
訟
法
原
則
の
実
体
法
へ
の
波
及

と
い
う
問
題
に
解
答
が
な
さ
れ
る
に
先
立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
訴
訟
法
と

実
体
法
の
区
別
か
ら
訴
訟
行
為
の
概
念
に
と
っ
て
生
じ
る
帰
結
が
、
な
お

叙
述
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
訴
訟
法
と
実
体
法
の
協
働
に
と
っ

て
の
重
要
な
素
材
を
提
供
す
る
訴
訟
行
為
の
法
的
評
価
は
、
ま
ず
も
っ
て

訴
訟
行
為
の
定
義
と
そ
の
実
体
法
上
の
行
為
か
ら
の
区
別
を
前
提
と
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

１　

訴
訟
行
為
の
概
念

　

訴
訟
行
為
の
概
念
は
、
訴
訟
法
の
概
念
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
は

い
ま
だ
何
ら
の
規
律
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
訴
訟
上
の
規
律
が
関
連

す
る
客
体
を
記
述
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、訴
訟
法
は
「
訴
訟
」

と
い
う
生
活
領
域
に
属
す
る
人
間
の
行
態
の
整
序
と
評
価
に
奉
仕
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
訴
訟
行
為
と
は
司
法
機
関
に
よ
る
行
態
、
お
よ
び
、
司
法

機
関
の
前
で
の
手
続
に
向
け
ら
れ
た
全
て
の
行
態
を
い
う
。
し
か
し
、
こ

の
一
般
的
な
画
定
は
、
な
お
補
足
を
必
要
と
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
法
律

上
の
概
念
は
、
法
的
評
価
を
行
う
際
に
一
定
の
任
務
を
果
た
す
べ
き
だ
か

ら
で
あ
る
。
概
念
は
、
概
念
の
内
容
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
機
能
を

持
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
訴
訟
行
為
の
訴
訟
法
的
価
値
評
価
が
何
を
目
標
と
し
て
い

る
の
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
訴
訟
行
為
の
概
念
は
こ

の
特
殊
な
価
値
評
価
に
服
し
て
い
る
そ
の
行
為
態
様
を
把
握
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
訴
訟
法
的
価
値
評
価
は
、
ど
の
よ
う
な
行
態
が
訴
訟
に
お
い
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て
命
令
さ
れ
、
禁
止
さ
れ
、
ま
た
は
許
容
さ
れ
て
い
る
の
か
に
適
合
し
う

る
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
裁
判
官
の
訴
訟
行
為
に
関
し

て
は
、
既
に
本
質
的
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

け
だ
し
、
裁
判
官
は
特
定
の
訴
訟
状
況
に
お
い
て
何
を
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
て
い
る
の
か
、
彼
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
し
て
、
し

て
は
な
ら
な
い
か
、
訴
訟
法
の
中
で
裁
判
官
に
対
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
官
に
許
容
さ
れ
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も

の
全
て
が
そ
れ
に
よ
っ
て
訴
訟
行
為
な
の
で
は
な
い
。
裁
判
官
は
弁
論
に

お
い
て
眠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
注
意
が
弁
論
か
ら
そ

ら
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
制
定
法
や
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
を
調
べ
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
。
眠
る
こ
と
も
読
む
こ
と
も
、
訴
訟
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ

れ
、
あ
る
い
は
命
じ
ら
れ
て
い
て
も
、
訴
訟
行
為
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
許
容
的
、
命
令
的
ま
た
は
禁
止
的
訴
訟
法
の
機
能
は
、
明
ら
か
に
訴

訟
行
為
概
念
に
と
っ
て
決
定
的
で
は
な
い
。
訴
訟
法
の
機
能
は
ま
た
こ
れ

に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
裁
判
官
の
審
理
の
自
由
の
境
界
線
を

画
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
目
的
に
向
け
て
手
続
を
形
成
す
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
そ
れ
は
手
続
を
そ
の
目
的
に
導
き
、
ま
た
は
そ
の
目
的
を
無
に
帰
せ

し
め
る
の
に
裁
判
官
の
あ
る
作
為
ま
た
は
不
作
為
が
適
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
関
す
る
基
準
を
も
提
供
す
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
一
定
の
手
続
形
成

が
適
法
で
あ
る
か
不
適
法
で
あ
る
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

裁
判
官
の
手
続
形
成
行
為
の
み
が
、
訴
訟
行
為
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

裁
判
官
の
裁
判
お
よ
び
訴
訟
指
揮
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
は
良
か
れ
悪
し
か

れ
、
そ
の
目
的
に
近
づ
き
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
手
続
を

進
め
る
限
り
に
お
い
て
、
手
続
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
裁
判
官
が
手
続
形
成
的
な
行
為
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
ま

た
、
適
法
ま
た
は
不
適
法
た
り
う
る
。
も
し
裁
判
を
す
る
の
に
熟
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
裁
判
官
が
判
決
を
言
い
渡
さ
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
手
続
は

不
適
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
手
続
形
成
行
為
の
不
作
為
を
訴
訟
行
為
概
念

に
取
り
入
れ
る
と
い
う
必
要
性
は
存
在
し
な
い
。
け
だ
し
、
不
適
法
な
不

作
為
は
孤
立
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
に
熟
し
て
い
る
場
合
に
判

決
を
言
い
渡
さ
な
い
裁
判
官
は
、
そ
の
代
わ
り
に
何
か
別
の
こ
と
を
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
弁
論
期
日
を
定
め
、
ま
た
は
証
拠
決
定
を
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
法
違
反
の
行

為
を
不
適
法
と
呼
べ
ば
十
分
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
裁
判
官
の
行
為
の
適
法
性
と
不
適
法
性
、
他
方
で

は
禁
止
、
許
容
、
命
令
の
間
に
は
密
接
な
関
連
が
存
在
す
る
。
裁
判
官
に

許
容
さ
れ
て
い
る
訴
訟
行
為
は
適
法
で
あ
り
、
不
適
法
な
訴
訟
行
為
は
裁

判
官
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
官
は
一
定
の
訴
訟
状
況
に
お
い
て
一

定
の
適
法
な
訴
訟
行
為
を
行
う
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
訴
訟
を

訴
訟
目
的
に
導
き
、
制
定
法
と
法
に
し
た
が
っ
て
訴
訟
を
指
揮
し
、
裁
判

す
る
こ
と
は
裁
判
官
の
義
務
で
あ
る
の
で
、
全
て
の
不
適
法
行
為
は
同
時

に
義
務
違
反
行
為
で
あ
る
。
手
続
行
為
の
違
法
性
の
検
討
の
際
に
再
び
そ

れ
に
立
ち
返
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う（
（5
（

。
こ
こ
で
は
、
許
容

さ
れ
た
―
禁
止
さ
れ
た
、
合
法
な
―
違
法
な
と
い
う
概
念
の
範カ
テ
ゴ
リ
ー疇が

、
訴

訟
行
為
概
念
を
越
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
訴
訟
行
為
概
念
の
区
別
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に
と
っ
て
は
決
定
的
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
の
み
が
重
要
で
あ
る
に
す

ぎ
な
い
。

　

訴
訟
法
は
、
裁
判
官
の
行
為
が
有
効
で
あ
る
か
無
効
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
も
何
事
か
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
、
適
法
ま
た
は

不
適
法
な
行
為
を
問
題
と
す
る
こ
と
と
一
致
し
な
い
。
そ
の
結
果
、
あ
る

行
為
が
不
適
法
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
有
効
で
あ
る
こ
と
が

あ
る
。
例
え
ば
、
裁
判
官
は
訴
訟
要
件
を
欠
く
と
き
は
本
案
に
つ
い
て
裁

判
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
が
そ
れ
を
な
し
た
場
合

で
も
、
彼
の
判
決
は
有
効
で
あ
る
。
裁
判
官
は
事
実
関
係
が
争
わ
れ
て
い

な
け
れ
ば
証
拠
決
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
証
拠
決
定
は
こ
の
誤
り
に

も
関
わ
ら
ず
有
効
で
あ
る
。
彼
は
誤
っ
た
や
り
方
で
あ
っ
て
も
ま
た
手
続

を
形
成
し
進
め
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
の
訴
訟
行
為
は
、
手
続
に
形
成
的
に
作
用
し
、

そ
れ
が
適
法
で
あ
る
か
不
適
法
で
あ
る
か
、
有
効
か
無
効
か
の
点
で
判
断

さ
れ
う
る
行
為
で
あ
る
。
そ
の
行
為
が
適
法
ま
た
は
有
効
と
な
る
要
件
に

つ
い
て
、
こ
の
概
念
は
ほ
と
ん
ど
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
評
価

に
服
す
る
た
め
そ
れ
が
手
続
に
形
成
的
に
作
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
述
べ
る
に
留
ま
る
。
さ
ら
な
る
評
価
の
観
点
は
、
訴
訟
行
為

概
念
か
ら
は
獲
得
さ
れ
得
な
い
。

　

当
事
者
訴
訟
行
為
概
念
も
ま
た
、
何
が
訴
訟
の
中
で
当
事
者
に
は
許
容

さ
れ
、
禁
止
さ
れ
、
命
令
さ
れ
て
い
る
の
か
に
は
向
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。

こ
れ
は
訴
訟
法
が
当
事
者
に
権
利
を
保
障
せ
ず
、
義
務
を
課
し
て
い
な
い

か
ら
な
の
で
は
な
く
、
当
事
者
の
権
利
と
義
務
が
、
訴
訟
行
為
の
そ
れ
よ

り
も
よ
り
広
い
行
態
の
範
囲
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

当
事
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
弁
論
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
期
日
中
に
代

理
人
と
話
す
こ
と
は
許
容
さ
れ
て
お
り
、
不
当
な
態
度
を
と
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
（
Ｇ
Ｖ
Ｇ
［
裁
判
所
構
成
法
］
一
七
八
条（
（訳

（
訳
注

）。
し
か
し
、

代
理
人
と
話
す
こ
と
も
不
当
な
態
度
を
と
る
こ
と
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
訴
訟

行
為
な
の
で
は
な
い
。む
し
ろ
再
び
当
事
者
訴
訟
行
為
の
区
別
に
と
っ
て
、

訴
訟
法
上
の
規
律
が
訴
訟
と
い
う
生
活
領
域
を
訴
訟
目
的
に
向
け
て
形
成

し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
訴
訟
法
は
、
当
事
者

訴
訟
行
為
を
も
、
そ
れ
が
訴
訟
を
そ
の
目
的
に
向
か
っ
て
進
め
る
の
か
否

か
に
よ
っ
て
判
断
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
訴
訟
行
為
は
手
続
に
形

成
的
に
作
用
す
る
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
裁
判
所
の
裁
判
を
求
め
る
こ

と
な
く
直
接
に
訴
訟
状
態
を
形
成
す
る
、
い
わ
ゆ
る
与
効
的
訴
訟
行
為
だ

け
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
取
効
的
訴
訟
行
為
、
し
た
が
っ
て
申
立
て
、
主
張
、

立
証
も
で
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
れ
ら
も
ま
た
裁
判
所
が
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
を
作
り
出
し
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
対
し
て
相
手
方
が
陳

述
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
裁
判
所
が
裁
判
の
中
で
立
ち
入
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
訴
訟
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
訟
状
態
を
形
成

す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

当
事
者
行
為
は
、
そ
れ
が
適
法
か
不
適
法
か
、
す
な
わ
ち
裁
判
所
の
本

案
に
対
す
る
裁
判
を
導
く
の
に
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
さ

れ
る
。
こ
の
裁
判
所
の
裁
判
へ
の
方
向
づ
け
は
、適
法
性
と
い
う
範カ
テ
ゴ
リ
ー疇に

、

こ
こ
で
裁
判
官
の
行
為
の
場
合
と
は
異
な
る
意
義
を
付
与
す
る
。
不
適
法

な
裁
判
所
の
行
為
は
、
同
時
に
禁
止
さ
れ
た
裁
判
官
の
行
為
で
あ
る
。
不
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適
法
な
当
事
者
行
為
が
、
必
然
的
に
禁
止
さ
れ
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
不

適
法
な
当
事
者
行
為
は
、
そ
れ
が
他
者
に
限
度
を
越
え
た
侵
害
を
し
な
け

れ
ば
許
容
さ
れ
う
る
。
訴
訟
法
は
、
訴
訟
上
の
負
担
を
設
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
不
適
法
な
当
事
者
行
為
の
不
利
益
を
行
為
し
た
当
事
者
自
身
に

帰
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
こ
と
が
通
例
は
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
ま
た
、

不
適
法
な
訴
訟
行
為
は
、
当
事
者
が
、
そ
の
者
の
行
為
の
適
法
性
に
つ
い

て
裁
判
所
が
判
断
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
も
許

容
さ
れ
る（
（5
（

。

　

当
事
者
行
為
は
、
訴
訟
法
に
よ
り
、
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
か
、
そ
れ
と

も
無
効
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
も
評
価
さ
れ
る
。
不
適
法
な
行
為
の
全
て
が

無
効
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
取
効
的
訴
訟
行
為
に
と
っ
て
、
区
別
の
基

準
は
、
そ
の
行
為
の
要
件
に
関
し
て
裁
判
所
が
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
限
り
で
も
、
当
事
者
に
権
利
保
護
が
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ど
う
か
の
点
も
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
が
権
利
保
護
を
必
要

と
し
な
い
場
合
に
初
め
て
当
事
者
の
申
立
て
を
不
適
法
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
、
裁
判
所
が
そ
れ
に
全
く
取
り
組
む
必
要
は
な
い
と
い
う
効
果
を
伴

う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
与
効
的
訴
訟
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に
お

け
る
あ
ら
ゆ
る
瑕
疵
が
無
効
ま
た
は
不
顧
慮
を
惹
き
起
こ
す
。そ
れ
ゆ
え
、

許
容
性
も
ま
た
、
そ
れ
に
と
っ
て
適
切
な
範カ
テ
ゴ
リ
ー疇で

は
な
い
。
効
力
は
裁
判

官
の
判
断
な
し
に
発
生
し
、
し
か
し
他
方
で
、
効
力
が
発
生
し
て
い
た
か

そ
う
で
な
い
か
が
後
に
な
っ
て
確
定
さ
れ
う
る
の
で
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
七
一
条

三
項
三
文
、
同
五
一
五
条
三
項
二
文
）（
（訳

（
訳
注

、
権
利
保
護
の
剥
奪
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
当
事
者
訴
訟
行
為
は
、
形
成
的
に
手
続
に
作
用
し
、
適

法
、
不
適
法
、
有
効
、
無
効
、
顧
慮
ま
た
は
不
顧
慮
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ

う
る
訴
訟
当
事
者
の
行
為
で
あ
る
。
行
為
が
、
適
法
、
有
効
、
顧
慮
に
な

る
要
件
に
関
し
て
、
そ
の
概
念
は
、
何
一
つ
述
べ
て
い
な
い
も
同
様
で
あ

り
、
特
に
そ
れ
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
評
価
に
服
す
る
た
め
に
手
続
の
上
に

形
成
的
に
作
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
だ
け

で
、
ほ
と
ん
ど
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
さ
ら
な
る
評
価
の
観
点
は
、
当
事

者
訴
訟
行
為
の
概
念
か
ら
は
獲
得
さ
れ
え
な
い
。

　

し
か
し
、
当
事
者
訴
訟
行
為
の
概
念
が
実
体
法
上
の
行
為
の
概
念
か
ら

の
区
別
に
奉
仕
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
解
明
を
必
要
と
し

て
い
る
。
従
来
は
、
あ
る
行
為
は
、
そ
れ
が
手
続
内
で
法
律
効
果
を
生
じ

る
の
に
不
適
切
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
訴
訟
行
為
の
範
囲
か
ら
排
除

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
確
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。し
た
が
っ
て
、

売
買
契
約
の
締
結
ま
た
は
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
除
（
告
知
）
は
、
訴
訟

行
為
で
は
な
い
。た
と
え
解
除
が
期
日
に
お
い
て
陳
述
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
そ
れ
自
体
訴
訟
上
の
重
要
性
を
持
た
な
い
。訴
訟
上
重
要
な
の
は
、

解
除
さ
れ
た
と
い
う
主
張
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
期
日
に
お
い
て
解
除

さ
れ
た
場
合
に
は
、
黙
示
的
に
実
体
法
上
の
解
除
の
〔
意
思
〕
表
示
の
中

に
同
時
に
存
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
が
訴
訟
法
の
規
律
に
よ
れ

ば
無
効
（unw

irksam

）
な
の
で
、
具
体
的
事
例
に
お
い
て
訴
訟
上
の
法

律
効
果
を
生
じ
な
い
行
為
は
、
無
効
事
由
が
な
け
れ
ば
訴
訟
上
の
効
果
を

生
じ
た
か
も
し
れ
な
い
場
合
、
訴
訟
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
訴
訟
能
力
を
欠
い
た
当
事
者
が
本
案
の
た
め
に
な
し
た
証
拠
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申
立
て
は
、
―
―
無
効
な
―
―
訴
訟
行
為
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
―
―
そ
の
有
効
性
を
前
提
と
し
て
―
―
訴
訟
上
の
効
力
を
生

じ
う
る
当
事
者
行
為
の
全
て
が
、
訴
訟
行
為
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
既

判
力
を
も
っ
て
認
容
さ
れ
た
債
権
の
譲
渡
は
、
既
判
力
の
拡
張
と
い
う
訴

訟
上
の
効
果
を
生
じ
る
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
二
五
条
）。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
は
訴
訟
行
為
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
体
法
上
の
効
果
を
も
持

つ
こ
と
か
ら
訴
訟
行
為
の
範
囲
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ

ら
は
責
任
の
強
化
を
導
き
、
か
つ
消
滅
時
効
を
中
断
す
る
訴
え
の
提
起
が

示
し
て
い
る
よ
う
に
、
訴
訟
行
為
に
と
っ
て
非
典
型
的
で
は
な
い
。
債
権

譲
渡
を
法
律
行
為
と
し
て
整
序
す
る
の
に
決
定
的
な
の
は
、
そ
れ
が
第
一

次
的
に
実
体
法
上
の
法
律
効
果
を
生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
け
だ

し
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
二
五
条
の
効
果
は
、
実
体
法
上
の
効
力
が
生
じ
な
い
場
合

で
も
発
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
請
求
が
棄
却
さ
れ
、
訴
求
債
権
が
存

在
し
な
い
場
合
に
は
、「
譲
受
人
」
は
、
実
体
法
上
不
存
在
の
債
権
を
決

し
て
手
に
入
れ
得
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
確
定
に
拘
束
さ
れ

る
。
決
定
的
な
の
は
、
む
し
ろ
債
権
譲
渡
が
そ
の
目
的
に
よ
れ
ば
実
体
法

上
の
効
力
を
意
図
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
（5
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
行
為
が
た
し
か
に
訴
訟
へ
は
間
接
的
に
作
用
す
る
が
、

し
か
し
、
そ
の
目
的
に
よ
れ
ば
実
体
法
上
の
効
力
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
一
方
当
事
者
の
訴
訟
行
為
の
要
件
と
み
な
し
た
、

訴
訟
上
の
経
過
へ
の
形
成
的
作
用
が
欠
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
体

法
上
の
結
果
へ
の
目
的
の
方
向
性
に
よ
っ
て
、
訴
訟
行
為
か
ら
法
律
行
為

が
区
別
さ
れ
る
。
法
律
行
為
の
訴
訟
上
の
法
律
効
果
は
、
実
体
法
へ
の
そ

の
分
類
を
何
一
つ
変
更
し
な
い
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
直
接
的
に
訴
訟
行
為
の
結
果
も
直
接
的
に
訴
訟
上
の
効
力

も
狙
っ
た
一
方
当
事
者
の
陳
述
は
、
そ
の
全
体
に
お
い
て
同
時
に
法
律
行

為
で
あ
り
訴
訟
行
為
で
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
実
体
法
上
の
効
力
を
狙
う

あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
法
律
行
為
、
訴
訟
上
の
効
果
に
向
け
ら
れ
た
別
な

部
分
に
つ
い
て
は
訴
訟
行
為
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
訴
訟
に

お
い
て
法
律
行
為
に
よ
る
〔
意
思
〕
表
示
を
な
す
こ
と
を
授
権
す
る
訴
訟

代
理
に
つ
い
て（
（5
（

、
さ
ら
に
は
支
配
人
の
代
理
権
（Prokura

（
（5
（

）
お
よ
び
訴

訟
上
の
和
解（
（5
（

に
つ
い
て
妥
当
す
る
。

　

意
図
さ
れ
た
結
果
か
ら
法
律
行
為
と
訴
訟
行
為
を
区
別
す
る
こ
と
に
従

う
と
し
て
も
、
そ
の
有
効
性
が
法
律
行
為
の
要
件
と
一
致
す
る
要
件
に
依

存
す
る
あ
ら
ゆ
る
法
律
行
為
を
訴
訟
行
為
の
範
囲
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を

正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
訴
訟
行
為
の
有
効
性
に
関
し
て
、
わ
れ
わ

れ
の
概
念
は
、
何
一
つ
述
べ
て
い
な
い
。
訴
訟
行
為
の
有
効
性
が
、
実
体

法
上
の
要
件
ま
た
は
独
立
の
訴
訟
上
の
要
件
に
左
右
さ
れ
る
か
は
、
あ
る

行
為
を
訴
訟
行
為
と
性
質
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
依
然
と
し
て
決
定

さ
れ
な
い
と
こ
ろ
の
価
値
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
積
極
的
管

轄
の
合
意
の
有
効
要
件
を
そ
の
排
他
的
な
訴
訟
上
の
効
果
を
理
由
に
訴
訟

法
の
み
か
ら
引
き
出
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、方
法
論
的
に
誤
り
で
あ
ろ
う
。

た
し
か
に
い
か
な
る
要
件
の
下
で
訴
訟
上
の
効
果
が
発
生
す
る
の
か
を
規

律
す
る
の
は
、
訴
訟
法
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
訴
訟
法
は
こ
の
効
果

を
実
体
法
上
の
要
件
に
依
存
さ
せ
う
る
。
積
極
的
管
轄
の
合
意
の
有
効
性

に
と
っ
て
、
訴
訟
能
力
ま
た
は
行
為
能
力
が
要
求
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
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い
か
、
そ
の
合
意
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
九
条
、
同
一
二
三
条
に
よ
っ
て
取
消
可

能
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
訴
訟
行
為
と
呼
ぶ
だ
け

で
は
、
未
だ
決
定
さ
れ
な
い
。

　

も
し
あ
る
行
態
を
訴
訟
行
為
と
整
序
す
る
こ
と
か
ら
法
律
行
為
の
有
効

要
件
の
不
適
用
の
結
論
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
訴
訟
行
為
の
概

念
を
別
に
定
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル

ク（
（5
（

と
と
も
に
、
要
件
と
効
果
が
も
っ
ぱ
ら
訴
訟
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て

い
る
行
為
に
限
っ
て
訴
訟
行
為
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
定
義
は
訴
訟
行
為
の
概
念
が
訴
訟
法
の
概

念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
し
訴
訟
法
は
実
体
法
か
ら
そ
の
効
力
要
件

と
構
成
要
件
要
素
の
特
性
に
よ
っ
て
は
区
別
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
挫

折
す
る（
（5
（

。

　

訴
訟
行
為
を
、
そ
の
要
件
お
よ
び
効
果
が
訴
訟
法
に
お
い
て
規
律
さ
れ

て
い
る
行
態
と
定
義
す
る
者
は
、
訴
訟
行
為
で
な
い
の
に
、
も
っ
ぱ
ら
訴

訟
上
の
効
果
を
持
つ
行
為
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
く
て
は
な

る
ま
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
し
か
し
、
訴
訟
法
を
も
は
や
司
法
上
の
手
続

に
お
け
る
当
事
者
の
行
態
を
規
律
す
る
規
範
の
総
体
と
し
て
規
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
く
な
ろ
う
。
訴
訟
法
は
、
も
は
や
訴
訟
上
重
要
な
事
柄
に
つ

い
て
訴
訟
上
の
要
件
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
法
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
実
体
法
は
、
実
体
法
上
重
要

な
事
柄
を
、
実
体
法
上
の
要
件
に
基
づ
い
て
取
り
扱
う
法
だ
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
か
く
て
は
再
び
そ
れ
を
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
訴
訟
法
的
考
察
方
法
が
結
論
と
し
て
引
き
出
し
た
両
方
の
領
域

の
極
端
な
区
別
に
至
り
、
訴
訟
上
の
要
件
に
基
づ
い
て
実
体
法
上
の
効
果

を
生
じ
、
ま
た
、
実
体
法
上
の
要
件
に
基
づ
い
て
訴
訟
上
の
効
果
を
生
じ

さ
せ
る
全
て
の
規
範
が
属
す
る
中
間
領
域
を
組
み
立
て
な
く
て
は
な
く
な

ろ
う
。
そ
れ
に
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
〇
九
条
に
よ
る
消
滅
時
効
の
中
断
、
訴
訟
係

属
の
効
果
と
し
て
の
責
任
の
強
化
、
訴
訟
追
行
権
、
積
極
的
管
轄
の
合

意（
（6
（

、
補
助
参
加
、
係
争
物
の
譲
渡
、
同
様
に
か
な
り
の
部
分
の
既
判
力
の

拡
張
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
中
間
領
域
は
、
そ
れ
自
体
完
全

に
同
質
で
は
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
部
分
的
に
は
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
実
体
的
民
事
司
法
法
に
、
他
方
で
、
訴
訟
上
の
実
体
法
に
対
応

す
る
と
も
い
え
よ
う
。
要
件
の
特
性
を
区
別
へ
共
に
取
込
む
者
は
、
し
た

が
っ
て
要
件
と
法
律
効
果
と
の
結
合
が
、
あ
る
領
域
か
ら
他
の
領
域
へ
波

及
す
る
価
値
評
価
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
、明
確
な
区
別
に
は
至
ら
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
方
法
で
区
別
を
試
み
る
者
は
、
訴
訟
法
と
実

体
法
の
間
に
存
在
す
る
価
値
評
価
の
関
連
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
訴
訟
行
為
と
法
律
行
為
は
、
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
の
み

区
別
さ
れ
る
。
法
律
行
為
が
実
体
法
上
の
効
果
を
目
指
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
訴
訟
行
為
は
訴
訟
上
の
生
活
領
域
に
お
い
て
作
用
す
る
。

　

し
か
し
、
法
律
行
為
で
な
い
行
為
に
と
っ
て
、
行
為
者
に
よ
っ
て
措
定

さ
れ
た
目
的
は
決
定
的
で
は
あ
り
え
な
い
。
消
滅
時
効
を
中
断
す
る
た
め

に
の
み
訴
え
を
提
起
す
る
者
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
行
為
を
実
体

法
上
の
行
為
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
訴
え
が
常
に
訴
訟
行
為
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
法
秩
序
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
バ
ウ
ム
ゲ
ル
テ
ル（
（6
（

と

と
も
に
行
為
の
典
型
的
機
能
と
も
い
い
う
る
そ
の
客
観
的
で
典
型
的
な
目
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的
に
基
づ
い
て
い
る
。
事
実
陳
述
を
違
法
な
名
誉
毀
損
的
主
張
で
脚
色
す

る
者
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
主
張
を
実
体
的
な
法
的
行
為
に
し
て
い
る

の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
に
は
行
態
の
訴
訟
上
の
効
果
と
い
う
よ
り
も
名
誉

毀
損
が
存
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
訴
訟
上
の
主
張
の
客
観
的
に
典
型
的
な

目
的
は
、
そ
の
内
容
を
訴
訟
資
料
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
行
為
が
損

害
賠
償
請
求
権
を
も
た
ら
し
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
か
ら
訴
訟
行
為

の
性
格
を
奪
う
こ
と
は
な
い（
（6
（

。

　

わ
れ
わ
れ
の
検
討
は
、
以
下
の
定
義
に
要
約
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当

事
者
訴
訟
行
為
は
、
そ
の
客
観
的
典
型
的
目
的
に
よ
れ
ば
形
成
的
に
手
続

に
作
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
が
適
法
、
不
適
法
、
有
効
、
無
効
、
顧

慮
、
不
顧
慮
で
あ
る
か
ど
う
か
が
判
断
さ
れ
う
る
訴
訟
当
事
者
の
行
為
で

あ
る
。
こ
の
行
為
が
適
法
、有
効
ま
た
は
顧
慮
さ
れ
る
要
件
に
関
し
て
は
、

こ
の
概
念
は
何
一
つ
本
質
的
な
こ
と
を
述
べ
て
は
い
な
い
。

２　

二
重
機
能
的
訴
訟
行
為

　

既
に
名
誉
毀
損
的
な
当
事
者
の
主
張
と
い
う
最
後
の
事
例
に
つ
い
て
、

当
事
者
行
為
の
適
切
な
整
序
の
た
め
に
二
重
機
能
的
訴
訟
行
為
と
い
う
概

念
が
必
要
か
、
と
い
う
問
題
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
見
解

に
よ
れ
ば
、
二
重
機
能
は
名
誉
毀
損
的
な
当
事
者
の
陳
述
に
は
与
え
ら
れ

な
い
。
整
序
に
と
っ
て
重
要
な
客
観
的
典
型
的
な
目
的
は
、「
訴
訟
」
と

い
う
生
活
領
域
に
お
け
る
経
過
と
し
て
の
訴
訟
上
の
陳
述
で
あ
る
。
実
体

法
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、訴
訟
行
為
の
構
成
要
件
に
結
び
付
い
て
い
る
。

そ
れ
は
訴
訟
上
の
行
態
の
実
体
法
上
の
効
果
で
あ
る
が
、
そ
の
行
態
を
実

体
法
上
の
も
の
に
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

同
じ
こ
と
は
執
行
申
立
て
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
こ
の
行
為
の
客
観
的

典
型
的
な
目
的
は
、
執
行
手
続
の
開
始
で
あ
る
。
執
行
売
得
金
を
受
け
取

る
と
い
う
実
体
法
上
の
目
的
は
、
ま
ず
も
っ
て
求
め
た
執
行
手
続
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
執
行
申
立
て
は
単
な
る
訴
訟

行
為
に
す
ぎ
ず
、
同
時
に
実
体
法
上
の
行
為
で
も
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
債
権
者
が
、
そ
の
執
行
委
任
に
よ
っ
て
債
務
者
に
損
害
賠
償
義
務

を
負
う
こ
と
に
な
っ
た（
（6
（

と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
を
何
一
つ
変
更
せ
ず
、
む

し
ろ
あ
る
訴
訟
行
為
が
実
体
法
上
の
法
律
効
果
を
持
ち
う
る
こ
と
の
み
を

示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
理
解
に
よ
る
、
そ
の
訴
訟
へ
の
分

類
に
反
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
重
機
能
的
訴
訟
行
為
と
い

う
概
念
は
、
わ
れ
わ
れ
が
従
う
こ
と
の
で
き
な
い
訴
訟
法
と
実
体
法
の
区

別
の
帰
結
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
両
方
の
領
域
を
サ
ン
ク

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
定
義
し
よ
う
と
す
る
者
の
み
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
価
値

評
価
の
〔
他
方
へ
の
〕
波
及
の
問
題
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
途
を
開
く
た
め

に（
（6
（

、
訴
訟
上
の
法
律
効
果
だ
け
で
な
く
実
体
法
上
の
法
律
効
果
を
も
生
じ

る
一
つ
の
行
為
を
両
方
の
領
域
に
整
序
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

は
さ
も
な
く
ば
訴
訟
法
的
考
察
方
法
か
ら
は
禁
止
さ
れ
る（
（6
（

も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
訴
訟
法
と
実
体
法
を
そ
れ
が
規
律
す
る
生
活
領
域
に

よ
っ
て
区
別
す
る
な
ら
ば
、
訴
訟
上
の
生
活
領
域
に
お
け
る
行
為
が
、
訴

訟
外
の
、
実
体
法
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
課
さ
れ
る
こ
と
は
例
外
で
は
な

い
と
判
明
す
る（
（6
（

。
訴
訟
上
の
評
価
と
実
体
的
価
値
が
お
互
い
依
存
し
あ

い
、
か
つ
お
互
い
に
浸
透
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
場
合
に
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全
て
の
訴
訟
行
為
に
つ
い
て
生
じ
、
訴
訟
的
考
察
方
法
が
自
ら
有
し
て
い

た
よ
う
な
、
極
端
な
訴
訟
法
＝
実
体
法
二
分
論
の
出
現
で
あ
る
と
は
思
わ

れ
な
い
。

３　

個
々
の
訴
訟
行
為

　

当
事
者
訴
訟
行
為
を
、
そ
の
客
観
的
典
型
的
な
目
的
に
よ
れ
ば
形
成
的

に
手
続
へ
作
用
す
る
行
為
と
し
て
叙
述
し
た
わ
れ
わ
れ
の
定
義
は
、
以
下

に
お
い
て
、
若
干
の
争
い
の
あ
る
問
題
を
手
掛
か
り
に
検
証
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

ａ
）
積
極
的
管
轄
の
合
意（
（訳

（
訳
注

　

積
極
的
管
轄
の
合
意
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
八
条
に
よ
れ
ば
、
―
―
Ｚ
Ｐ
Ｏ

四
〇
条
の
例
外
を
留
保
す
れ
ば
―
―
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
の
管
轄
を
基
礎

づ
け
る
。
積
極
的
管
轄
の
合
意
が
訴
訟
行
為
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ど
う
か
は
、
ま
ず
は
そ
の
効
果
に
よ
る
。
も
し
そ
れ
を
訴
訟
上
の

管
轄
規
範
の
構
成
要
件
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
管
轄
規
定
と
の

対
比
が
思
い
浮
か
ぶ
。
後
者
は
、
部
分
的
に
は
実
体
法
的
で
あ
る
。
Ｚ
Ｐ

Ｏ
三
二
条
は
不
法
行
為
に
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
七
条
は
特
定
の
相
続
法
上
の
関
係

に
、
そ
し
て
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
九
条
は
履
行
地
に
結
び
付
い
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
例
は
、
管
轄
規
定
の
構
成
要
件
が
常
に
実
体
法
的
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
反
対

の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
反
訴
の
裁
判
籍
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
三
条
）、

裁
判
所
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
裁
判
籍
（
同
三
六
条
）、
あ
る
い
は
居
所

の
裁
判
籍
（
同
二
〇
条
）
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
積
極
的
管
轄
の
合
意
に
訴
訟
上
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
か

ど
う
か
が
決
定
的
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
れ
が
実
体
法
上
の
効
果
を
持
た
な

い
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
そ
れ
は
履
行
地
の
合
意
か

ら
区
別
さ
れ
る
。
後
者
は
、
合
意
の
目
的
に
よ
れ
ば
、
実
体
法
上
の
法
律

効
果
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
九
条
の
効
果
は
、
間
接
的
な
も
の

で
あ
り
、
実
体
的
な
目
的
設
定
と
実
体
的
な
効
果
に
訴
訟
上
の
効
果
を
結

び
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、積
極
的
管
轄
合
意
の
効
果
は
、

も
っ
ぱ
ら
訴
訟
的
で
あ
る
。
た
し
か
に
合
意
は
訴
訟
へ
の
直
接
的
な
効
果

を
持
た
な
い
。
合
意
が
訴
訟
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
初
め
て
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ

三
八
条
の
効
果
が
発
生
す
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
積
極
的
管
轄
の
合

意
は
、
間
接
的
な
訴
訟
上
の
効
果
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ

で
は
そ
れ
は
問
題
で
は
な
い
。
訴
訟
行
為
に
つ
い
て
そ
の
ほ
か
に
直
接
的

な
訴
訟
上
の
効
果
を
要
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
直
接
性
は
別
の
意
味
で
理

解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
訴
訟
上
の
効
果
が
第
一
次
的
な
実
体
法
上
の
法
律

行
為
の
効
果
、
ま
た
は
目
的
設
定
に
結
び
付
け
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
積
極
的
管
轄
の
合
意
の
効
果
は
、
実
体
法

上
の
法
律
行
為
の
効
果
ま
た
は
目
的
設
定
の
間
接
的
な
効
果
で
は
な
い
。

そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
訴
訟
法
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

か
く
て
、
積
極
的
管
轄
の
合
意
が
訴
訟
行
為
で
あ
る
と
し
て
も（
（6
（

、
そ
れ

ゆ
え
そ
の
要
件
が
必
然
的
に
訴
訟
的
で
あ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
い
か

な
る
構
成
要
件
要
素
を
訴
訟
法
が
訴
訟
上
の
効
果
の
た
め
に
要
求
し
て
い

る
か
は
、
訴
訟
行
為
の
概
念
に
よ
っ
て
前
提
と
さ
れ
て
い
な
い
。
訴
訟
法
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は
、
実
体
法
上
の
有
効
要
件
を
援
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ｂ
）
仲
裁
契
約（

（訳

（
訳
注

　

仲
裁
契
約
の
効
果
は
、
一
義
的
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
。
消
極
的
効

果
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
七
四
条
一
項
三
号
の
妨
訴
抗
弁
に
存
す
る
が
、
そ
れ
は

訴
訟
法
に
属
す
る
。
仲
裁
判
断
の
執
行
可
能
性
も
ま
た
仲
裁
契
約
の
訴
訟

上
の
効
果
に
属
し
、
そ
れ
は
有
効
な
訴
訟
契
約
を
前
提
と
し
て
い
る
（
Ｚ

Ｐ
Ｏ
一
〇
四
二
条
二
項
、
同
一
〇
四
一
条
一
項
一
号
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
訴
訟
上
の
効
果
か
ら
、
仲
裁
契
約
の
訴
訟
行
為
た
る
性
格
が
引
き
出

さ
れ
う
る
か
ど
う
か
は
異
論
の
余
地
が
あ
る
。
純
粋
実
体
法
説（
（6
（

の
主
張
者

は
、
仲
裁
契
約
を
一
義
的
に
実
体
的
な
法
律
行
為
と
し
て
取
り
扱
い
、
Ｚ

Ｐ
Ｏ
二
七
四
条
一
項
三
号
の
抗
弁
の
み
を
訴
訟
行
為
と
み
る
。
訴
訟
上
の

効
果
が
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
七
四
条
一
項
三
号
、
同
一
〇
四
二
条
の
効
果
の
よ
う

に
、
実
体
法
上
の
構
成
要
件
に
結
び
付
き
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
と

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
仲
裁
契
約
が
実
体
的

な
法
律
行
為
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
な
お

証
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

仲
裁
契
約
は
国
家
の
裁
判
権
の
排
除
と
並
ん
で
仲
裁
廷
の
手
続
を
目
的

と
し
て
お
り
、
そ
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
仲
裁
契
約
は
、
そ

れ
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
手
続
が
行
れ
う
る
必
要
の
あ
る
、
あ
ら
ゆ
る
法

律
効
果
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、ま
ず
第
一
に
、仲
裁
廷
の
手
続
の
「
裁

判
所
構
成
法
上
」
の
基
礎
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
属
す
る
の
は
、
仲
裁

廷
の
設
立
に
際
し
て
協
力
す
る
権
利
と
義
務
で
あ
る
。
仲
裁
人
の
選
任
の

た
め
の
義
務
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
、
も
ち
ろ
ん
争
い
が
あ
る
。
通
説（
（6
（

は
、
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
〇
二
九
条
を
考
慮
す
れ
ば
、
実

際
、
責
任
に
つ
い
て
語
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
義
務
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か

な
場
合
に
お
い
て
の
み
語
ら
れ
れ
ば
よ
い
が
、
そ
れ
は
一
方
当
事
者
が
仲

裁
人
の
選
任
に
、
相
手
方
当
事
者
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
者
が
選
任
を
し
な

い
場
合
に
は
契
約
を
取
消
す
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
重
要
性
が
置

か
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る（
（7
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
選
任
が
第
三
者
に
委
ね
ら
れ

て
い
な
い
場
合
に
は
、
仲
裁
人
を
選
任
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
の
権
利

は
、
仲
裁
人
を
選
任
す
る
点
に
あ
る
。
合
意
さ
れ
た
仲
裁
廷
の
設
立
を
単

な
る
可
能
性
と
し
て
理
解
す
る
の
は
不
十
分
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
仲
裁
契
約
は
仲
裁
人
に
対
す
る
予
納
金
を
支
払
う
義
務
、
仲

裁
人
に
よ
る
判
断
が
効
果
を
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
合
意
を
根
拠
づ
け
る
。

か
く
し
て
当
事
者
は
、
契
約
と
法
律
の
最
低
要
求
が
満
足
さ
れ
る
限
り
に

お
い
て
、
そ
の
手
続
と
そ
の
結
論
を
承
認
す
る
。
そ
こ
に
も
義
務
づ
け
の

要
素
が
潜
ん
で
い
る
。
け
だ
し
、
契
約
の
効
果
は
、
仲
裁
廷
の
手
続
の
可

能
性
と
そ
の
判
断
に
対
す
る
拘
束
と
い
う
負
担
で
は
尽
く
さ
れ
て
は
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
合
意
は
、
手
続
に
お
け
る
協
力
義
務
を
理
由
づ
け
、
か

つ
、
仲
裁
廷
の
手
続
に
お
い
て
も
存
在
す
る
真
実
義
務
と
誠
実
訴
訟
追
行

義
務
の
基
礎
で
あ
る
。

　

仲
裁
契
約
か
ら
生
じ
る
権
利
、
義
務
お
よ
び
負
担
は
、
し
か
し
、
仲
裁

契
約
を
一
義
的
に
実
体
上
ま
た
は
訴
訟
上
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
結
論
を

許
容
し
な
い
。
け
だ
し
、
権
利
、
義
務
お
よ
び
負
担
は
、
訴
訟
法
に
お
け

る
と
同
様
に
、
実
体
法
に
お
い
て
も
同
様
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る（
（7
（

。
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仲
裁
契
約
が
理
由
づ
け
る
権
利
と
義
務
は
、
仲
裁
廷
の
手
続
に
関
連
し

て
い
る
。
仲
裁
契
約
は
法
律
関
係
を
作
り
出
し
て
お
り
、
そ
れ
は
国
家
の

裁
判
所
の
手
続
に
つ
い
て
の
裁
判
所
構
成
法
と
訴
訟
法
の
法
律
関
係
に
相

当
す
る
。
仲
裁
人
に
よ
る
本
案
の
判
断
を
求
め
る
請
求
権
は
、
司
法
行
為

請
求
権
（Justitzgew

ährungsanspruch

）
に
対
応
す
る
。
法
定
の
裁
判
官

を
要
求
す
る
権
利
に
対
応
す
る
の
は
、
契
約
に
基
づ
い
て
選
任
さ
れ
た
仲

裁
人
に
よ
る
判
断
を
求
め
る
権
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、仲
裁
契
約
は
、

仲
裁
の
権
利
を
充
た
し
、
そ
の
権
利
が
「
仲
裁
廷
の
手
続
」
と
い
う
生
活

領
域
に
お
け
る
行
態
を
規
律
し
て
い
る
の
で
、
手
続
法
上
の
法
律
関
係
を

基
礎
づ
け
て
い
る
。

　

こ
の
手
続
法
が
訴
訟
法
と
み
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ど
う
か（
（7
（

は
、
訴
訟
法
と
い
う
概
念
を
国
家
の
司
法
機
関
の
面
前
で
の
手
続
だ
け
に

留
保
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
最
終
的
に
は
好
み
の
問

題
で
あ
り
、
法
的
な
重
要
性
な
し
に
一
方
ま
た
は
他
方
の
意
味
に
解
答
さ

れ
う
る
問
題
で
あ
る
。
け
だ
し
、
仲
裁
契
約
が
有
効
で
あ
る
要
件
の
決
定

に
と
っ
て
、
こ
の
解
答
は
何
も
も
た
ら
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
訴
訟
法
も

ま
た
実
体
的
効
力
要
件
を
指
示
し
う
る
。
か
く
し
て
内
国
法
ま
た
は
外
国

法
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
問
題
も
ま
た
、
も
は
や
位
置
づ

け
の
問
題
で
は
な
く
て
、
価
値
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
仲
裁
契
約
の
有
効

性
が
民
法
の
規
律
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て

も
、法
廷
地
法
（lex fori

）
は
、契
約
を
訴
訟
行
為
と
み
な
す
場
合
で
あ
っ

て
も
決
定
的
で
は
な
い（
（7
（

。

　

国
家
裁
判
所
の
面
前
で
の
手
続
へ
の
遡
及
効
の
み
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
合

に
お
い
て
訴
訟
法
上
の
性
質
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
仲
裁
契
約
の
抗
弁
だ

け
で
は
な
く
、国
家
裁
判
権
の
排
除
に
向
け
ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、

仲
裁
契
約
も
ま
た
訴
訟
行
為
で
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、

仲
裁
契
約
は
「
訴
訟
」
と
い
う
生
活
領
域
に
関
す
る
規
律
を
含
ん
で
い
る

か
ら
で
あ
る
。
も
し
「
訴
訟
法
」
と
い
う
概
念
を
国
家
裁
判
所
の
面
前
で

の
手
続
の
た
め
に
留
保
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
仲
裁
廷
の
面
前
で
の
手
続

の
み
に
関
係
す
る
契
約
の
他
の
部
分
を
訴
訟
法
と
み
な
さ
な
い
と
い
う
の

で
あ
っ
て
も
、
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
は
契
約
の
こ
の
部
分
の
有
効
性

に
と
っ
て
の
要
件
が
、
仲
裁
の
抗
弁
の
要
件
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
け
だ
し
、
い
か
な
る
要
件

が
適
切
で
あ
る
か
は
、
訴
訟
法
ま
た
は
実
体
法
へ
の
位
置
づ
け
に
よ
っ
て

は
依
然
と
し
て
決
定
さ
れ
な
い
価
値
評
価
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
も
再
び
、
位
置
づ
け
の
問
題
は
二
次
的
な
意
義
を
も
つ

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
法
律
問
題
の
解
決
に
と
っ
て
何
に
も
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る（
（7
（

。

ｃ
）
訴
訟
代
理
権

　

訴
訟
代
理
権
は
、
手
続
に
お
い
て
、
訴
訟
行
為
の
た
め
に
前
提
と
さ
れ

た
意
味
で
直
接
的
効
果
を
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、そ
の
訴
訟
上
の
効
果
は
、

実
体
法
上
の
効
果
ま
た
は
目
的
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。

た
し
か
に
訴
訟
代
理
権
の
授
与
は
、
直
接
に
手
続
に
作
用
す
る
こ
と
は
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
原
告
に
よ
っ
て
、
ま
だ
訴
訟
の
前
に
、
か

つ
手
続
の
外
で
付
与
さ
れ
る
。
し
ば
し
ば
訴
訟
代
理
権
が
授
与
さ
れ
た
訴
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訟
が
生
じ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
手
続
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
代
理
の
通
知

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
意
識
さ
れ
る（
（7
（

。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
訴
訟
行

為
と
し
て
の
性
格
を
排
除
し
な
い
。
け
だ
し
、
代
理
人
の
代
理
権
は
、
例

え
ば
代
理
権
の
通
知
の
実
体
的
構
成
要
件
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
訴
訟

代
理
権
は
、
そ
れ
自
体
が
訴
訟
上
の
効
果
を
有
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
訴
訟
代
理
権
は
、
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
物
に
関
連
し

た
実
体
的
な
法
律
行
為
の
実
施
の
た
め
に
も
権
限
を
与
え
る（
（7
（

。
そ
の
限
り

で
訴
訟
代
理
権
は
実
体
法
上
の
法
律
行
為
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
訴
訟
代
理
権
か
ら
訴
訟
行
為
の
性
格
を
奪
う
こ
と
は
な
い
。け
だ
し
、

外
面
的
に
単
一
の
行
為
は
、
法
的
に
は
二
つ
の
異
な
っ
た
行
為
の
部
分
を

含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
手
続
上
の
行
為
の
た
め
に
権
限
を
与

え
る
限
り
で
は
訴
訟
行
為
が
あ
り
、
そ
れ
が
実
体
法
上
の
行
為
に
つ
い
て

授
権
す
る
限
り
で
は
法
律
行
為
が
あ
る
。

　

こ
の
位
置
づ
け
も
ま
た
、
有
効
な
訴
訟
代
理
権
の
要
件
に
つ
い
て
、
何

一
つ
述
べ
て
は
い
な
い（
（7
（

。
そ
れ
が
実
体
法
ま
た
は
訴
訟
法
か
ら
引
き
出
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
は
、
訴
訟
行
為
概
念
が
回
答
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
価
値
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
行
為
能
力
ま
た
は
訴
訟
能
力
が
要
求
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ど
う
か
、
代
理
権
の
授
与
が
錯
誤
を
理
由
に
取

消
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
は
、
概
念
形
成
に
と
っ
て
決
定
的
な
基
準
の
外
に

あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
（
商
法
）
四
九
条
お
よ
び
同
五
四
条（
（訳

（
訳
注

か
ら
訴
訟
代

理
権
の
位
置
づ
け
の
た
め
に
は
何
一
つ
引
き
出
さ
れ
な
い
。
た
し
か
に
わ

れ
わ
れ
は
支
配
人
の
代
理
権
お
よ
び
商
事
代
理
権
、
お
そ
ら
く
ま
た
商
事

代
理
権
と
結
び
付
い
た
特
別
の
授
権
（
Ｈ
Ｇ
Ｂ
五
四
条
二
項
）
を
実
体
法

上
の
法
律
行
為
と
み
な
す
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
位
置
づ

け
は
、
単
一
の
自
然
な
行
為
は
、
法
的
に
二
つ
の
行
為
の
部
分
に
切
り
分

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
し
か
し
、こ
の
前
提
は
、

訴
訟
法
を
手
続
に
関
係
す
る
行
態
の
規
律
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
維
持
で

き
な
く
な
る
。
支
配
人
の
代
理
権
の
授
与
は
、
そ
の
場
合
、
そ
の
実
体
法

的
部
分
に
お
い
て
、
実
体
法
上
の
法
律
行
為
の
授
権
で
あ
る
。
そ
の
法
律

上
設
定
さ
れ
た
内
容
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
し
か
し
ま
た
、
訴
訟
追
行
の
た

め
の
代
理
権
を
与
え
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
訴
訟
行
為
で
あ

る
。
支
配
人
の
代
理
権
が
訴
訟
追
行
に
関
係
す
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の

効
果
を
通
説（
（7
（

と
と
も
に
孤
立
的
に
訴
訟
代
理
権
と
は
異
な
る
要
件
に
結
び

付
け
、
そ
れ
に
つ
い
て
訴
訟
能
力
で
は
な
く
行
為
能
力
を
要
求
し
、
錯
誤

に
も
と
づ
く
取
消
を
許
容
し
て
も
、
通
説
に
よ
れ
ば
孤
立
的
な
訴
訟
代
理

権
に
つ
い
て
妥
当
す
る
要
件
と
の
相
違
は
、
支
配
人
の
代
理
権
を
た
だ
ち

に
実
体
法
に
整
序
す
る
よ
う
に
強
い
る
こ
と
は
な
い
。
け
だ
し
、
支
配
人

の
代
理
権
が
訴
訟
追
行
の
た
め
の
授
権
を
も
含
む
べ
き
か
ど
う
か
は
、
訴

訟
法
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
訴
訟
に
と
っ
て
の
支
配
人
の
代
理
権

の
訴
訟
上
の
重
要
性
は
、
訴
訟
上
の
規
律
に
よ
っ
て
の
み
記
述
さ
れ
る
。

こ
の
重
要
性
を
確
認
す
る
規
律
は
、
支
配
人
の
代
理
権
を
そ
の
限
り
に
お

い
て
訴
訟
行
為
に
す
る
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
い
か
な
る
要
件
を
訴
訟

法
は
訴
訟
上
の
重
要
性
の
た
め
に
要
求
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
訴

訟
行
為
の
概
念
に
と
っ
て
解
答
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
価
値
評
価
の

問
題
で
あ
る
。
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ｄ
）
認
諾
お
よ
び
放
棄（

（訳

（
訳
注

　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
〇
七
条
の
認
諾
は
、
単
に
訴
訟
上
の
効
果
を
有
す
る
に
す
ぎ

な
い
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
〇
七
条
が
要
求
し
て
い
る
一
方
的
な
表
示
は
、
実
体
法

上
の
法
律
効
果
に
適
切
な
構
成
要
件
で
は
な
い
。
認
諾
の
訴
訟
上
の
効
果

は
、
判
決
に
と
っ
て
の
基
礎
を
形
成
す
る
点
に
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
請

求
の
放
棄
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
〇
六
条
）
に
も
当
て
は
ま
る
。

　

こ
こ
で
も
ま
た
位
置
づ
け
に
よ
っ
て
要
件
に
つ
い
て
は
何
一
つ
述
べ
ら

れ
な
い
。
認
諾
が
処
分
権
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
放
棄
が
Ｂ
Ｇ

Ｂ
一
八
二
一
条
二
号
に
挙
げ
ら
れ
た
請
求
権
に
関
係
す
る
と
き
に
後
見
裁

判
所
の
許
可
を
な
し
に
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
は（
（7
（

、
訴
訟
行
為
の
概
念
か

ら
は
演
繹
さ
れ
な
い
。

ｅ
）
訴
訟
上
の
和
解

　

訴
訟
上
の
和
解
の
位
置
づ
け
は
、
激
し
く
争
わ
れ
て
い
る（
（8
（

。
一
致
が
あ

る
の
は
、〔
訴
訟
終
了
の
み
を
合
意
す
る
〕
い
わ
ゆ
る
抽
象
的
な
訴
訟
上

の
和
解
が
も
っ
ぱ
ら
訴
訟
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
和
解
は
訴
訟
終
了
に
奉
仕
す
る
だ
け
で
、
実
体
的
な
訴
訟
関
係
に
は

触
れ
な
い
の
で
、
訴
訟
上
の
効
果
し
か
持
た
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
結
論

か
ら
実
体
法
上
の
新
秩
序
を
も
意
図
し
た
通
常
の
訴
訟
上
の
和
解
に
と
っ

て
の
帰
結
は
引
き
出
さ
れ
な
い
。
け
だ
し
、
抽
象
的
な
終
了
契
約
は
例
外

現
象
で
あ
り（
（8
（

、
そ
れ
が
標
準
的
な
訴
訟
上
の
和
解
か
ら
は
明
確
に
、
そ
れ

に
よ
っ
て
単
一
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
よ
う
に
区
別
さ
れ
う
る
か
ど
う

か
は
確
か
で
は
な
い
。

　

標
準
的
な
訴
訟
上
の
和
解
は
訴
訟
上
の
効
果
を
持
つ
。
そ
れ
は
法
的
争

訟
の
終
了
を
意
図
し
、
か
つ
生
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
は
単
に
実
体
法
上
の
法

律
行
為
の
効
果
の
訴
訟
上
の
結
果
で
は
な
い
。む
し
ろ
訴
訟
上
の
和
解
は
、

そ
の
典
型
的
な
機
能
に
よ
れ
ば
、
直
接
に
訴
訟
の
終
了
を
目
的
に
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
訴
訟
上
の
和
解
は
実
体
法
上
の
効
果
を
も

持
つ
。
そ
れ
は
そ
の
構
成
要
件
だ
け
で
な
く
、
そ
の
効
果
に
よ
っ
て
も
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
七
七
九
条
の
意
味
に
お
け
る
和
解
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟

上
の
和
解
は
、
実
体
法
上
の
部
分
だ
け
で
な
く
、
訴
訟
法
上
の
部
分
を
も

含
ん
だ
事
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
訴
訟
上
の
効
果
が
、
要

件
に
つ
き
実
体
法
上
の
も
の
か
ら
独
立
し
て
評
価
さ
れ
う
る
と
の
結
論
が

引
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
訴
訟
上
の
和
解
の
訴
訟
的
な
理
解
は
、

た
し
か
に
こ
の
こ
と
を
、
訴
訟
終
了
は
概
念
必
然
的
に
実
体
法
上
有
効
な

和
解
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
理
由
づ
け
で
も
っ
て
試
み
て
い

る（
（8
（

。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
的
を
射
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
位
置
づ
け
と

は
関
わ
り
の
な
い
価
値
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
一
方
で
訴
訟
行
為
、
他
方

で
法
律
行
為
と
把
握
す
る
た
め
に
訴
訟
上
の
和
解
を
切
り
分
け
て
も
、
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
訴
訟
法
が
和
解
を
単
に
訴
訟
上
の
要
件
に
左
右
さ
せ
る

だ
け
で
よ
い
と
述
べ
て
は
い
な
い
。
和
解
の
実
体
法
上
の
有
効
性
を
も
訴

訟
上
の
効
果
の
構
成
要
件
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ

る
。
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（
１
）
こ
の
よ
う
に
し
て
、Sauer

（A
llgem

eine Prozeßrechtslehre, 
1951, S.1ff.

）
は
、
訴
訟
の
本
質
を
そ
の
任
務
か
ら
決
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
訴
訟
概
念
を
前
提
と
し
た
訴
訟
行
為
概
念
の
定
義
の
た
め
に

も
、
時
お
り
、
訴
訟
目
的
に
立
ち
返
る
こ
と
が
な
さ
れ
る
（
論
証
は
、

Baum
gärtel, W

esen und B
egriff der Prozeßhandlung einer Partei 

im
 Zivilprozeß, 1957, S.57

）。

 

（
２
）D

er Prozeß als R
echtslage( 1925) , S. 151.

 

（
３
）G

oldschm
idt, D

er Prozeß als R
echtslage, S. 151.

 

（
４
）A

llgem
eine Prozeßrechtslehre, S. 3.

 

（
５
）D

er Prozeß als R
echtslage, S. 267. 

既
判
力
の
効
果
を
実
体
的

司
法
法
に
割
り
当
て
て
い
た
彼
の
か
つ
て
の
見
解
か
ら
の
明
確
な
転

向
で
あ
る
。

 

（
６
）Sax ZZP 67,26 f.; H

abscheid, Festschrift für N
ipperdey I, S. 

896, G
aul A

cP 168,27 ff.( 56) .
 

（
７
）Sauer, A

llgem
eine Prozeßrechtslehre, S.18 f. 

既
判
力
を
め
ぐ

る
争
い
に
つ
き
、in: Festgabe für R

ichard Schm
idt ( 1934) , S. 

317, 325.

 

（
８
）
後
記
48
頁
以
下
を
み
よ
。

 
（
９
）
そ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
決
定
さ
れ
た
、
訴
訟
上
の
規
範
の
形
成
と

解
釈
の
危
険
性
に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
は
ま
だ
何
も
述
べ
る
つ
も
り

は
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
目
的
か
ら
の
考
察
が
今
日
広
く
一
般
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
で
十
分
で
あ
る
。
批
判
に
つ
い
て
は
、

Fritz von H
ippel, W

ahrheitspflicht und A
ufklärungspflicht der 

ｆ
）
結
論

　

挙
げ
ら
れ
た
諸
例
は
、
訴
訟
行
為
概
念（
（8
（

を
テ
ス
ト
し
、
説
明
す
る
の
に

十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
位
置
づ
け
の
問
題
の
価
値
は
小
さ
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
そ
の
数
を
増
や
し
て
も
〔
議
論
を
〕
進
展
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
る

ま
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
定
義
に
よ
れ
ば
当
然
の
ご
と
く
、
訴

え
取
下
げ
契
約
、
証
拠
方
法
契
約
お
よ
び
上
訴
契
約
を
訴
訟
行
為
と
み
な

す
か
、
あ
る
い
は
訴
訟
上
の
内
容
を
伴
っ
た
実
体
的
な
義
務
づ
け
行
為
と

み
な
す
か
は
、
最
終
的
に
は
ど
ち
ら
で
も
良
い
。
け
だ
し
、
両
方
の
道
で

一
つ
の
訴
訟
上
の
効
果
に
到
達
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
を

訴
訟
行
為
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
直
接
的
に
、
こ
れ
に
対
し
て
法
律
行
為

と
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
悪
意
の
抗
弁
（exceptio doli

）
ま
た
は
契
約

の
抗
弁
（exceptio pacti

）
を
介
し
て
間
接
的
に
効
果
を
生
じ
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
有
効
要
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
位
置
づ
け
は
何
一
つ
述

べ
る
こ
と
は
な
い
。

註

 

（
訳
注
１
） 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
〇
三
九
条
「
請
求
権
が
遺
産
に
属
す
る
と
き
は
、

義
務
者
は
全
て
の
相
続
人
に
対
し
て
共
同
に
給
付
し
、
各
相
続
人

は
、
全
て
の
相
続
人
に
対
す
る
給
付
の
み
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
各
共
同
相
続
人
は
、
義
務
者
が
、
給
付
す
べ
き
物
を
全
て
の
共

同
相
続
人
の
た
め
に
供
託
し
、
又
は
、
供
託
に
適
さ
な
い
場
合
は
、

裁
判
所
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
保
管
人
に
交
付
す
る
こ
と
を
請
求
で

き
る
。」
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Parteien im
 Zivilprozeß ( 1939) , S.170 ff. 

お
よ
びZZP 65, 432.

こ
れ
に
つ
き
、
後
記
47
頁
。

 

（
10
）N

euner, Privatrecht und Prozeßrecht ( 1925) , S.12

参
照
。

 

（
訳
注
２
）（
旧
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
〇
九
条
「
⑴　

消
滅
時
効
は
、
権
利
者
が
、

請
求
権
の
満
足
を
求
め
る
訴
え
若
し
く
は
請
求
権
の
確
認
の
訴
え
、

又
は
、
執
行
文
付
与
の
訴
え
若
し
く
は
執
行
判
決
を
求
め
る
訴
え
を

提
起
し
た
と
き
は
中
断
す
る
。

　
　

⑵　
〔
略
〕」

　
　
　

な
お
、
債
務
法
改
正
（
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
り
、
こ
の
規
定

は
二
〇
四
条
と
な
り
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
。U
nterbrechung

は

H
em

m
ung

に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

 

（
訳
注
３
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
三
条
一
項
「
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
他
人
の

生
命
、
身
体
、
健
康
、
自
由
又
は
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
を
違
法
に

侵
害
し
た
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
そ
の
他
人
に
賠
償

す
べ
き
義
務
を
負
う
。」

 

（
11
）H

enckel, Parteilehre und Streitgegenstand im
 Zivilprozeß ( 1961) , 

S.160 ff.

参
照
。

 

（
訳
注
４
）
Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
二
五
条
〔
既
判
力
の
主
観
的
範
囲
〕「
⑴　

確
定

し
た
判
決
は
、
当
事
者
及
び
訴
訟
係
属
の
発
生
後
に
当
事
者
の
権
利

承
継
人
と
な
っ
た
者
、
又
は
、
係
争
物
を
当
事
者
若
し
く
は
そ
の
権

利
承
継
人
が
間
接
占
有
者
と
な
る
こ
と
で
取
得
し
た
者
に
対
し
て
有

利
又
は
不
利
に
及
ぶ
。

　
　

⑵　

民
法
の
規
定
は
、
権
限
を
有
し
な
い
者
か
ら
取
得
し
た
者
の
た

め
に
準
用
さ
れ
る
。

　
　

⑶　
〔
略
〕」

　
　

同
三
二
六
条
〔
後
順
位
相
続
に
お
け
る
既
判
力
〕「
⑴　

先
順
位
相

続
人
と
第
三
者
の
間
で
相
続
人
た
る
先
順
位
相
続
人
に
対
し
て
し
た

請
求
に
つ
き
な
さ
れ
た
判
決
又
は
後
順
位
相
続
に
服
す
る
目
的
物
に

つ
き
な
さ
れ
た
判
決
は
、
後
順
位
相
続
の
開
始
前
に
確
定
し
た
と
き

に
限
り
、
後
順
位
相
続
人
の
有
利
に
及
ぶ
。

　
　

⑵　
〔
略
〕」

　
　

同
三
二
七
条
〔
遺
言
執
行
に
お
け
る
既
判
力
〕「
⑴　

遺
言
執
行
者

と
第
三
者
の
間
で
遺
言
執
行
者
の
管
理
に
服
す
る
権
利
に
つ
き
な
さ

れ
た
判
決
は
、
相
続
人
に
対
し
て
有
利
又
は
不
利
に
及
ぶ
。

　
　

⑵　
〔
略
〕」

 

（
訳
注
５
）
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
六
五
条
二
項
第
一
文
「〔
係
争
物
の
〕
売
却
又
は

譲
渡
は
、
訴
訟
に
何
ら
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
」。
河
野
正
憲
『
民

事
訴
訟
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
七
七
四
頁
注
七
七
も
参
照
。

 

（
12
）Enneccerus-N

ipperdey, A
llgem

einer Teil 15, 1. H
albband, §

30 
I S. 196.

 

（
13
）D

er Prozeß als Rechtslage, S.1 ff.; 

訴
訟
上
の
義
務
に
反
対
す
る
も

の
と
し
て
は
、さ
ら
に
、Niese, D

oppelfunktionelle Prozeßhandlungen 

( 1950) , S.63 f.

お
よ
びSax ZZP 67, 53.

 

（
14
）
こ
れ
に
対
し
て
、
と
り
わ
けFritz von H

ippel, W
ahrheitspflicht, 

S.319 ff.

お
よ
びZZP 65,424 ff.; Lent ZZP 67,344 ff.; A. Blom

eyer, 
Zivilprozeßrecht§

30 V
II2

S.144 ff.; D
ölle, Pflicht zur redlichen 
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Prozeßführung? in: Festschrift für R
iese ( 1964) , S.289 ff.; 

Rosenberg, Lehrbuch
9,§

2
II3

 b S.9 f.; Stein-Jonas-Schönke-
Pohle

19, Einl. E. II S. 21; Zeiss, D
ie arglistige Prozeßpartei 

( 1967) , S.32 ff.
 

（
15
）H

enckel, Parteilehre und Streitgegenstand, S.25 ff., Vom
 

G
erechtigkeitsw

ert verfahrensrechtlicher N
orm

en ( 1966) , S.13 
f.

参
照
。

 

（
16
）Zw

ei B
eiträge zum

 m
ateriellen Ziviljustitzrecht, Festschrift 

für H
einrich B

runner ( 1914) , S.109 ff., Zivilprozeßrecht 2§
1 1 

b α S.1 f.,§
12 S.53 ff.

 

（
17
）Zw

ei B
eiträge, S. 120.

 

（
18
）G

oldschm
idt, Zw

ei B
eiträge, S.126 f.

 

（
19
）G

oldschm
idt

（Zw
ei B

eiträge, S.133
）
は
、
そ
れ
を
「
現
代
的

な
国
法
（m

odernes Staatsrecht

）」
と
呼
ん
で
い
る
。

 

（
20
）A. Blom

eyer, Zivilprozeßrecht,§
1 III S.4 ff.; Stein-Jonas-

Schönke-Pohle
19 Einl. E I S.16 ff.

に
さ
ら
な
る
論
証
あ
り
。

 

（
21
）A. Blom

eyer, Zivilprozeßrecht,§
11,2 a S. 62,§

30 V
II S.142 

ff.; Rosenberg, Lehrbuch
9,§

2 II 3 b S. 10; Stein-Jonas-Schönke-
Pohle

19 Einl. E II1 S. 21.

 

（
22
）D

ölle, Pflicht zur redlichen Prozeßführung? in: Festschrift 
für R

iese ( 1964) , S.289 ff.; Zeiss, D
ie arglistige Prozeßpartei 

( 1967) , S.32 ff.
 

（
23
）Lehrbuch

9,§
2 II 3 b S. 9:

「
当
事
者
に
は
原
則
と
し
て
行
為
義

務
は
な
い
。
…
…
し
か
し
、
行
為
が
当
事
者
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
る

の
で
は
な
く
て
、
法
律
が
抽
象
的
に
、
ま
た
裁
判
所
が
具
体
的
な
事

案
に
お
い
て
当
事
者
に
一
定
の
行
態
を
要
求
す
る
場
合
に
は
、
行
為

に
対
す
る
義
務
が
存
在
す
る
」。
し
か
し
、
な
ぜ
当
事
者
が
、
例
外

的
に
そ
の
好
む
よ
う
に
行
為
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
義
務
に
服
す
る

の
か
は
、
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

 

（
24
）Zivilprozeßrecht, §

30 V
II S.142 ff.

 

（
25
）A. Blom

eyer, Zivilprozeßrecht, S.145

で
あ
り
、Lent, Lasten 

und Pflichten im
 Zivilprozeß, ZZP 67,344 ( 351)

に
左
袒
す
る
。

 

（
26
）
そ
れ
ゆ
え
法
律
効
果
を
考
慮
す
る
と
、Lent

（ZZP 67,351

）
が
、

負
担
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
課
さ
れ
た
行
為
は
、
当
事
者
の
選
択
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
を
別
と
し
て
も
、
何
ら
禁
止
す
る
必
要

は
な
い
と
い
う
の
は
、
正
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

負
担
を
甘
受
す
る
か
そ
う
で
な
い
か
は
、
当
事
者
の
自
由
に
任
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
禁
止
は
、
負
担
が
存
在
す
る
と
い

う
だ
け
の
理
由
で
必
要
が
な
い
。
か
く
し
て
、
行
態
は
抽
象
的
に
当

事
者
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
行
態
で
も
っ

て
負
担
を
自
ら
負
お
う
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
委
ね
ら
れ
る
。
な

ぜ
立
法
者
が
負
担
と
い
う
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
訴
え
た
の
か
を
問
う
な

ら
ば
、
し
た
が
っ
て
多
く
の
事
例
で
、
立
法
者
は
そ
の
行
態
を
禁
止

し
て
い
る
の
で
、
過
っ
た
行
態
の
効
果
を
そ
の
当
事
者
の
不
利
益
に

扱
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

 

（
27
）Lent ZZP 67,348 ff.
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（
訳
注
６
）
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
四
一
条
〔
出
頭
命
令
〕「
⑴　

裁
判
所
は
、
事
実

関
係
の
解
明
に
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
両
当
事
者
の
出

頭
を
命
ず
べ
き
も
の
と
す
る
。〔
以
下
略
〕」

 

（
訳
注
７
）
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
三
八
条
〔
当
事
者
の
陳
述
義
務
〕「
当
事
者
は
、

事
実
関
係
に
つ
き
完
全
か
つ
真
実
に
即
し
て
陳
述
す
る
義
務
を
負

う
。」

 

（
28
）A. Blom

eyer, Zivilprozeßrecht,§
30 V

II 1 c S. 144. 

た
と
え
人

が
、
原
告
の
真
実
義
務
に
対
す
る
違
反
が
被
告
の
欠
席
の
場
合
に

不
真
実
の
主
張
の
利
用
を
排
除
す
る
（
こ
う
述
べ
る
の
は
、R

G
Z 

72,113 [ 115] ; Stein-Jonas-Schönke-Pohle
18§

331 A
nm

. II 2; 

異

な
る
の
は
、A. Blom

eyer, Zivilprozeßrecht,§
54 III 3 S.264

お

よ
びRosenberg, Lehrbuch

9,§
106 V

1 a S.515

）
と
い
う
こ
と
を

認
め
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
真
実
に
対
す
る
義
務
（Pflicht 

zur W
ahrheit

）
は
必
要
な
い
。
そ
れ
に
は
訴
訟
上
の
真
実
負
担

（W
ahrheitslast

）
を
認
め
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
の
サ
ン

ク
シ
ョ
ン
は
有
理
性
の
な
い
（unschlüssig

）
訴
え
の
場
合
と
同
じ

と
も
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。し
か
し
、何
人
も
訴
え
を
有
理
性
を
も
っ

て
提
起
す
る
義
務
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。

 

（
訳
注
８
）
Ｚ
Ｐ
Ｏ
五
八
〇
条
〔
原
状
回
復
事
由
〕
は
、
原
状
回
復
の
訴

え
を
提
起
で
き
る
場
合
の
一
つ
と
し
て
、
四
号
で
「
判
決
が
、
当
事

者
の
代
理
人
又
は
相
手
方
若
し
く
は
そ
の
代
理
人
に
よ
っ
て
、
当
該

訴
訟
に
関
し
て
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
場

合
」
を
挙
げ
る
。

 

（
29
）Lent ZZP 67, 346.

 

（
訳
注
９
）
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
三
九
条　

旧
規
定
は
、〔
裁
判
官
の
解
明
義
務
〕「
裁

判
長
は
、
当
事
者
が
全
て
の
重
要
な
事
実
に
つ
き
、
自
ら
完
全
に
陳

述
し
、
事
案
に
即
し
た
申
立
て
を
提
示
し
、
特
に
ま
た
主
張
さ
れ
た

不
十
分
な
陳
述
も
補
充
し
、
証
拠
方
法
を
示
す
よ
う
に
す
る
よ
う
に

働
き
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

裁
判
長
は
、
必
要
な
限
り
、
事
実
関
係
及
び
係
争
関
係
を
、
そ
の
事

実
及
び
法
律
上
の
側
面
に
つ
い
て
当
事
者
に
述
べ
、
ま
た
質
問
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑵　

裁
判
長
は
、
職
務
上
考
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
有
す
る
疑
念

を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑶　

裁
判
長
は
、
裁
判
所
構
成
員
の
求
め
に
応
じ
て
、
質
問
を
許
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　
　
　

同
条
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
二
七
日
民
事
訴
訟
法
改
正
法
で
改
正

さ
れ
、
現
在
で
は
〔
実
質
的
訴
訟
指
揮
〕
と
な
り
、
一
項
で
は
、「
裁

判
長
」
が
「
裁
判
所
」
に
改
め
ら
れ
、二
項
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
。

同
項
は
、「
裁
判
所
が
、
一
方
当
事
者
が
明
ら
か
に
看
過
し
又
は
重

要
で
な
い
と
考
え
た
観
点
に
基
づ
い
て
判
断
を
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

が
単
な
る
付
随
請
求
に
係
る
も
の
で
な
い
限
り
、
裁
判
所
が
そ
の
点

に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
、
か
つ
、
そ
の
点
に
つ
い
て
意
見
の
表
明
の

機
会
を
与
え
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
許
さ
れ
な
い
。
裁
判
所
が
両
当

事
者
と
は
異
な
る
判
断
を
し
て
い
る
観
点
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す

る
。」
と
定
め
る
。
旧
二
項
は
、
三
項
と
な
り
、
そ
の
「
裁
判
長
」
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が
「
裁
判
所
」
に
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
四
項
お
よ
び
五
項
も
追
加

さ
れ
た
。
河
野
（
正
）・
前
掲
書
二
四
〇
頁
注
三
〇
も
参
照
。

 

（
30
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
記
144
頁
以
下
。

 

（
31
）Lent ZZP 67, 347.

 

（
32
）Lent ZZP 67, 353:

「
も
し
そ
れ
ら
が
民
事
訴
訟
の
枠
内
に
お
い

て
実
際
的
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ま
さ
に
訴
訟
上
の
義
務
で

あ
る
」。

 

（
33
）Privatrecht und Prozeßrecht ( 1925) .

 

（
34
）N

euner, a. a. O
., S.6 f.

 

（
35
）
ノ
イ
ナ
ー
は
、
実
体
法
は
そ
の
実
現
―
―
訴
訟
上
の
実
現
と
の
関

連
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
―
―
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
考

え
ら
れ
う
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
彼
の
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
理
由
を

述
べ
て
い
な
い
。a. a. O

., S. 12.

 

（
36
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、N

euner, a. a. O
., S. 7.

 

（
37
）A

. a. O
., S.134 ff.

 

（
38
）
既
に
こ
う
述
べ
て
い
る
の
は
、Eb. Schm

idt, D
er A

rzt im
 Strafrecht 

( 1939) , S. 53: 

「
双
方
の
規
範
群
は
、
様
々
な
社
会
的
有
効
領
域
へ

拡
大
す
る
。
訴
訟
法
は
、
判
決
を
獲
得
し
よ
う
と
努
め
る
裁
判
上
の

手
続
の
進
行
を
規
律
し
て
い
る
。
…
…
こ
れ
に
対
し
て
、
実
体
法

は
、
そ
の
価
値
評
価
で
も
っ
て
、
こ
の
訴
訟
上
の
領
域
と
利
益
に
関

係
す
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
の
外
部
で
、
社
会
的
な
生
活
の

実
現
の
領
域
に
お
い
て
正
当
で
あ
る
べ
き
も
の
を
述
べ
て
い
る
」。

同
様
に
ま
た
、Friedrich W

eber, Zur M
ethodik des Prozeßrechts, 

Studium
 G

enerale 1960,183 ff. ( 185) .
 

（
訳
注
10
）
Ｚ
Ｐ
Ｏ
七
六
六
条
〔
強
制
執
行
の
方
法
に
対
す
る
異
議
〕、
Ｚ

Ｐ
Ｏ
七
七
五
条
〔
強
制
執
行
の
停
止
又
は
制
限
〕、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
七
七
六
条

〔
執
行
処
分
の
取
消
〕。

 

（
39
）Niese

（D
oppelfunktionelle Prozeßhandlungen, S.120

）
は
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
執
行
の
訴
訟
上
の
側
面
は
、「
訴
訟
上
の
機
能
」
と
い

う
意
味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
執
行

の
全
体
は
判
決
の
実
体
的
機
能
の
み
に
奉
仕
す
る
、
と
い
う
。
こ
の

こ
と
は
判
決
を
一
見
す
れ
ば
正
当
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。し
か
し
、

訴
訟
上
の
機
能
に
と
っ
て
は
判
決
手
続
の
中
に
し
か
存
在
余
地
が
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
執
行
の
手
続
的
規
律
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
正
当

で
は
な
い
。

 

（
40
）
こ
れ
に
つ
き
、
詳
細
は
後
記
236
頁
以
下
。
し
か
し
、
訴
訟
上
の
不

適
法
性
が
実
体
法
上
の
義
務
違
反
ま
た
は
違
法
性
に
よ
っ
て
引
き
出

さ
れ
る
と
い
う
単
純
な
推
論
は
、
必
ず
し
も
可
能
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
全
て
の
不
適
法
な
執
行
行
為
が
職
務
義
務
違

反
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
不
適
法
な
訴
え
が
、
例

え
ば
た
だ
ち
に
相
手
方
の
保
護
さ
れ
た
権
利
へ
の
違
法
な
侵
害
に
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
訴
訟
上
の
法
命
題
に
従
う
の

で
あ
る
。

 

（
41
）
二
重
機
能
的
訴
訟
行
為
の
概
念
に
対
し
て
批
判
的
な
の
は
、ま
た
、

Sax ZZP 67,51 f.

 

（
42
）
異
な
る
の
は
、Eb. Schm

idt, D
er A

rzt im
 Strafrecht, S.53 ff.

で

翻　　　訳
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あ
り
、
彼
は
、
当
該
行
為
が
実
体
法
空
間
と
訴
訟
法
空
間
に
お
い

て
同
時
に
効
力
を
生
じ
る
こ
と
を
認
め
る
。
ま
た
、Eb. Schm

idt, 
Lehrkom

m
entar zur StPO

 I 2, R
z. 35, 36, 65, 66. 

同
旨
、N

iese 
（D

oppelfunktionelle Prozeßhandlungen, S.130

）.
 

（
43
）Baur
（R

ichterm
acht und Form

alism
us im

 Verfahrensrecht 
in: sum

m
um

 ius, sum
m

a iniuria, R
ingvorlesung, Tübinger 

rechtsw
issenschaftliche A

bhandlungen, B
d. 9, S.97 ff. [ 106]

）

は
、訴
訟
法
と
実
体
法
の
間
の
機
能
的
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

 

（
44
）
真
実
義
務
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
る
の
は
、G

oldschm
idt, D

er 
Prozeß als R

echtslage, S.125 ff.

 

（
45
）H

egler, G
erichtssaal 93( 1926) , S.440 f.,449

お
よ
びFritz von 

H
ippel, W

ahrheitspflicht, S.319 ff., ZZP 65,424 ff.

の
批
判
を
参

照
。

 

（
46
）Sax ZZP 67,24 N

ote 11.

 

（
47
）D

er Prozeß als R
echtslage, Vorw

ort, S. V.

 

（
48
）G

oldschm
idt, a.a.O

., S. V; 

適
切
に
も
こ
れ
に
反
対
す
る
の
は
、

C
ohn, Festschrift für Fritz v. H

ippel ( 1967) , S.41 ff. ( 50).
 

（
49
）A

. a. O
., S. 361, 369.

 

（
50
）G

oldschm
idt, a.a.O

., S.130 f.

 

（
51
）H

enckel, Vom
 G

erechtigkeitsw
ert verfahrensrechtlicher N

orm
en 

( 1966) , S.12 ff.

参
照
。

 

（
52
）
第
四
章
233
頁
以
下
。

 

（
訳
注
11
）
Ｇ
Ｖ
Ｇ
一
七
八
条
〔
秩
序
罰
〕。

 

（
53
）
当
事
者
行
為
の
合
法
性
と
違
法
性
に
つ
い
て
は
、
後
記
第
四
章
289

頁
以
下
を
み
よ
。

 

（
訳
注
12
）
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
七
一
条
三
項
三
文
は
訴
え
の
取
下
げ
、
同
五
一
五

条
三
項
二
文
は
、
控
訴
の
取
下
げ
の
効
力
に
つ
い
て
、「
判
決
に
よ

り
言
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
た
。
な
お
、
現
行
の
対

応
規
定
で
あ
る
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
六
九
条
（
訴
え
の
取
下
げ
）
四
項
、
同

五
一
六
条
（
控
訴
の
取
下
げ
）
三
項
、
二
文
は
「
決
定
」
に
改
め
て

い
る
。

 

（
54
）
バ
ウ
ム
ゲ
ル
テ
ル
（W

esen und B
egriff der Prozeßhandlung 

einer Partei im
 Zivilprozeß, 1957, S.92 ff.

）
も
ま
た
、
行
為
の
機

能
を
強
調
す
る
場
合
に
、
こ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

 

（
55
）
後
記
37
頁
以
下
。

 

（
56
）
後
記
38
頁
。

 

（
57
）
後
記
39
頁
以
下
。

 

（
58
）Lehrbuch

9,§
59 S. 271;Niese,D

oppelfunktionelle Prozeßhandlungen, 
S. 85.

 

（
59
）
前
記
９
頁
以
下
。

 

（
60
）Rosenberg, Lehrbuch

9,§
36 I 1 S.146 （§

59 I a S.272

は
些
か

異
な
る
。）
は
、
そ
れ
を
訴
訟
行
為
で
は
な
く
、
法
律
行
為
と
み
な

し
て
い
る
。

 

（
61
）W

esen und Begriff der Prozeßhandlung, S.92 ff. 

目
的
志
向
的
な
意

思
的
行
為
と
し
て
、
ブ
ル
ン
ス
（Zum

 Begriff der Prozeßhandlung, 
Festschrift für Fragistas, 1967, S.73 ff.,80

）
も
ま
た
訴
訟
行
為
を
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挙
げ
て
い
る
。

 
（
62
）
別
の
問
題
は
、
違
法
に
名
誉
を
毀
損
す
る
訴
訟
上
の
主
張
を
控
え

る
義
務
が
実
体
法
上
の
義
務
か
、
そ
れ
と
も
訴
訟
上
の
義
務
か
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
の
区
分
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
上
の
義
務
を
承
認
す
る
こ

と
に
多
く
の
こ
と
が
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
裁
判

官
が
た
だ
ち
に
こ
れ
を
禁
止
す
る
よ
う
に
介
入
す
る
場
合
に
、
さ
ら

な
る
訴
訟
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
な
く
て
も
よ
い
こ
と
は
、
わ
れ
わ

れ
が
真
実
義
務
の
説
明
に
際
し
て
み
て
き
た
よ
う
に
（
上
記
14
頁
以

下
）
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
。
特
に
、「
訴
訟
」
と
い
う
生
活
領
域

に
よ
る
正
当
化
の
根
拠
が
そ
の
特
別
の
性
格
づ
け
を
取
得
す
る
の
だ

と
い
う
こ
と
が
、
訴
訟
上
の
義
務
を
承
認
す
る
こ
と
に
プ
ラ
ス
の
材

料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
正
当
な
利
益
の
承
認
は
、
訴
訟
に
お

い
て
は
訴
訟
外
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
呈
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
特

に
入
念
な
審
査
義
務
の
範
囲
が
、
訴
訟
が
事
実
関
係
の
客
観
的
解
明

に
奉
仕
す
べ
き
こ
と
、
相
手
方
は
こ
の
解
明
を
、
主
張
を
争
う
こ
と

に
よ
り
た
だ
ち
に
も
た
ら
す
き
っ
か
け
を
有
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
れ
ゆ
え
に
訴
訟
に
お
い
て
は
そ
の
真
実
性
が
特
別
の
注
意
を
も
っ

て
事
前
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
主
張
も
提
出
さ
れ
う
る
こ
と
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
。（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
記
296
頁
以
下
）。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
名
誉
を
毀
損
す
る
主
張
を
控
え
る
義
務
が
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
と
も
、
実
体
法
上
の
損
害
賠
償
の
サ
ン
ク
シ
ョ

ン
は
、
訴
訟
上
の
価
値
評
価
に
よ
っ
て
同
時
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

 

（
63
）
こ
れ
に
つ
き
、
後
記
248
頁
以
下
を
み
よ
。

 

（
64
）Eb. Schm

idt, Lehrkom
m

entar z. StPO
 I 2, R

z. 36, 67.

 

（
65
）
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
、
二
重
機
能
的
訴
訟
行
為
の

概
念
を
形
作
り
、説
明
し
た
ニ
ー
ゼ
（
前
注
（
42
）
参
照
）
も
、ゴ
ー

ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
訴
訟
法
的
考
察
方
法
に
追
随
し
た
。

 

（
66
）
前
記
19
頁
以
下
。

 

（
訳
注
13
）
管
轄
の
合
意
：
管
轄
の
合
意
に
は
、
本
来
管
轄
権
の

な
い
裁
判
所
に
管
轄
権
を
合
意
す
る
積
極
的
ま
た
は
拡
張
的

合
意
（Prorogationsvertrag

）
と
、
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判

所
の
管
轄
を
排
除
す
る
消
極
的
ま
た
は
減
縮
的
管
轄
の
合
意

（D
erogationsvertrag

）
と
が
あ
る
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
八
条
は
、
一
般
に

前
者
に
つ
き
適
法
だ
と
定
め
て
い
た
が
、
一
九
七
四
年
三
月
二
一
日

の
い
わ
ゆ
る
裁
判
管
轄
改
正
法
（B

G
B

l. I,753

）
に
よ
り
、
積
極

的
管
轄
合
意
を
一
般
的
に
禁
止
し
、例
外
的
に
合
意
当
事
者
が
商
人
、

公
法
人
ま
た
は
公
法
上
の
特
別
財
産
の
場
合
に
つ
い
て
の
み
適
法
と

し
た
（
同
一
項
）。
三
九
条
は
応
訴
管
轄
、
四
〇
条
は
管
轄
合
意
の

有
効
要
件
を
定
め
る
。
同
改
正
法
で
、
補
充
的
に
改
正
さ
れ
た
。
河

野
（
正
）・
前
掲
書
六
七
頁
注
三
〇
も
参
照
。

 
（
67
）
理
由
づ
け
と
結
論
は
、
多
く
の
文
献
と
判
例
の
論
証
が
示
さ
れ
て

い
る
、バ
ウ
ム
ゲ
ル
テ
ル
の
研
究（a. a.O

., S,218 ff.

）に
左
袒
す
る
。

 

（
訳
注
14
）
仲
裁
手
続
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
第
一
〇
編
は
、
一
九
九
七

年
一
二
月
二
七
日
の
仲
裁
手
続
法
の
新
規
定
（
一
九
九
八
年
一
月
一

日
施
行
）
に
よ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
仲
裁
モ
デ
ル
法
に
依
拠
し
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て
全
面
改
正
さ
れ
た
。
仲
裁
合
意
の
効
力
に
反
し
て
国
家
裁
判
所
に

提
起
さ
れ
た
訴
え
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
一
〇
三
二
条

に
明
文
が
置
か
れ
、「
仲
裁
合
意
の
対
象
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
裁

判
所
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
被
告
が
本
案
に
つ
い
て
の

口
頭
弁
論
が
開
始
さ
れ
る
前
に
異
議
を
述
べ
る
限
り
、
裁
判
所
は
、

訴
え
を
不
適
法
と
し
て
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
裁

判
所
が
、
仲
裁
合
意
が
無
効
（nichtig, unw

irksam

）
又
は
実
施
不

能
で
あ
る
と
し
た
場
合
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。」と
定
め
る
。
ま
た
、

仲
裁
判
断
の
執
行
可
能
性
に
つ
い
て
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
〇
六
〇
条
。

 

（
68
）
近
時
は
と
り
わ
け
、Lorenz, D

ie Rechtsnatur von Schiedsvertrag 
und Schiedsspruch, A

cP 157,265 ff. 
理
論
対
立
に
つ
い
て
の
論
証

は
、
さ
ら
に
、Baum

gärtel, W
esen und Begriff der Prozeßhandlung, 

S.231

お
よ
びBaum

bach-Schwab, Schiedsgerichtsbarkeit 2, S. 55.

 

（
69
）Baum

bach-Schwab, Schiedsgerichtsbarkeit 2, S. 108; A. Blom
eyer, 

Zivilprozeßrecht, §125 II 1a S. 711; Stein-Jonas-Schönke-
Pohle

18, § 1029 A
nm

. II 2; Baum
gärtel, a. a. O

., S.235
に
さ
ら
な

る
論
証
あ
り
。

 

（
70
）Baum

bach-Schwab, Schiedsgerichtsbarkeit 2, S. 84; Baum
gärtel, 

a. a. O
., S. 235; A. Blom

eyer, Zivilprozeßrecht,  §125 II 2 S. 712. 

 

（
71
）
そ
れ
ゆ
え
、
仲
裁
契
約
に
完
全
な
訴
訟
行
為
の
性
格
を
与
え
る
場

合
に
は
、
バ
ウ
ム
ゲ
ル
テ
ル
（a. a. O

., S.236

）
と
と
も
に
義
務
を

実
体
法
的
に
と
ら
え
る
必
然
性
は
存
在
し
な
い
。

 

（
72
）
こ
う
述
べ
る
の
は
、Kornblum

, Problem
e der schiedsrichterlichen 

U
nabhängigkeit ( 1968) , S.105 ff.

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
仲
裁
人

の
活
動
は
実
体
的
な
裁
判
な
の
か
ど
う
か
が
、
そ
の
前
に
問
題
と
な

る
。

 

（
73
）
適
切
に
も
こ
う
述
べ
る
の
は
、Lorenz A

cP 157,289

に
よ
っ
て

引
用
さ
れ
た
ス
イ
ス
の
裁
判
所
の
判
例
で
あ
る
。

 

（
74
）A. Blom

eyer, Zivilprozeßrecht,§
125 III S. 713.

 

（
75
）Baum

gärtel, a. a. O
., S. 174.

 

（
76
）A. Blom

eyer, Zivilprozeßrecht,§
9

 III 3 S.55

（
判
例
に
基
づ

く
論
証
あ
り
）。

 

（
77
）
通
説
は
、
訴
訟
代
理
権
の
授
与
を
訴
訟
行
為
と
み
な
し
て
い
る

が
、
し
か
し
、
こ
の
位
置
づ
け
を
有
効
な
委
任
と
い
う
訴
訟
上
の
要

件
と
も
結
び
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、Baum

bach-Lauterbach
29 

§
80 A

nm
.1 C

; Baum
gärtel, a. a. O

., S.173 ff.; G
oldschm

idt, 
Lehrbuch,§

39, 2; H
ellw

ig, System
 I,§

84 I 2,3 S. 199; Lent-
Jauernig

13 §
29 IV

 S. 85; Stein-Jonas-Schönke-Pohle
19, X

I 1  b 
vor§

128,§
80 A

nm
. II 1 ; 

こ
れ
と
異
な
る
の
は
、A. Blom

eyer, 
Zivilprozeßrecht,§

9
 III 1 S. 54; Rosenberg, Lehrbuch

9,§
50 

II 1 S. 223.

 
（
訳
注
15
）
Ｈ
Ｇ
Ｂ
四
九
条
〔
支
配
人
の
代
理
権
の
範
囲
〕「
⑴　

支
配

人
の
代
理
権
は
、
商
業
の
活
動
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
裁
判
上

及
び
裁
判
外
の
業
務
、
及
び
、
法
的
行
為
を
な
す
権
限
を
含
む
。

　
　

⑵　

不
動
産
の
譲
渡
及
び
担
保
権
の
設
定
に
つ
い
て
は
、支
配
人
は
、

そ
の
権
限
を
特
に
付
与
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
す
る
こ
と
が
で
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き
る
。」

　
　

Ｈ
Ｇ
Ｂ
五
四
条
〔
商
事
代
理
権
〕「
⑴　

あ
る
者
が
、
支
配
権
を
授

与
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
商
業
の
遂
行
、
又
は
、
商
業
に
属
す
る
種
類

の
取
引
若
し
く
は
商
業
に
属
す
る
個
々
の
取
引
に
つ
き
委
任
さ
れ
た

場
合
、 
そ
の
者
の
代
理
権
（
商
事
代
理
権
）
は
、
そ
の
よ
う
な
商
業

の
遂
行
又
は
そ
の
よ
う
な
取
引
行
為
に
通
常
伴
う
べ
き
一
切
の
取
引

及
び
法
的
行
為
に
及
ぶ
。

　
　

⑵　

土
地
の
譲
渡
又
は
担
保
権
の
設
定
、
手
形
債
務
の
負
担
、
消
費

貸
借
の
締
結
及
び
訴
訟
の
追
行
に
つ
い
て
は
、
商
事
代
理
人
は
こ
れ

ら
の
権
限
に
つ
き
特
に
授
与
を
受
け
た
場
合
に
の
み
、
こ
れ
を
な
し

得
る
。

　
　

⑶　

商
事
代
理
権
に
関
す
る
そ
の
他
の
制
限
は
、
第
三
者
が
こ
れ
を

知
り
又
は
知
り
得
べ
き
場
合
に
限
り
、
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

 

（
78
）Baum

gärtel, a. a. O
., S. 176; Stein-Jonas-Schönke-Pohle

19,§
80 

A
nm

. III 2.

 

（
訳
注
16
）
河
野
（
正
）・
前
掲
書
三
二
七
頁
注
一
八
参
照
。

　
　
　

請
求
の
放
棄
・
認
諾
判
決
に
つ
い
て　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
〇
六
条
〔
請
求

の
放
棄
〕「
原
告
が
口
頭
弁
論
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
請
求
を
放
棄

し
た
場
合
に
、
被
告
が
請
求
棄
却
の
申
立
て
を
し
た
と
き
は
、
請
求

放
棄
を
理
由
と
し
て
原
告
は
請
求
を
棄
却
さ
れ
る
。」

　
　
　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
三
〇
七
条
〔
請
求
認
諾
〕「
当
事
者
の
一
方
が
自
己
に
対

し
て
主
張
さ
れ
た
請
求
の
全
部
又
は
一
部
を
認
諾
し
た
場
合
、
認
諾

に
よ
り
請
求
が
認
容
さ
れ
る
。
そ
の
限
り
で
、
口
頭
弁
論
は
不
要
で

あ
る
。」

 

（
79
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、BG

H
 ZZP 69,34 = LM

 N
r.1 zu

§
306 ZPO

を
み
よ
。

 

（
80
）B

aum
gärtel, a. a. O

., S. 192 ff.

お
よ
びA

. B
lom

eyer, 
Zivilprozeßrecht,§

65 II, III S.323 ff.

に
よ
る
議
論
状
況
の
論
証
。

 

（
81
）Baum

gärtel, a. a. O
., S. 197.

 

（
82
）Baum

gärtel, a. a. O
., S. 91,195 ff.

 

（
83
）
前
記
33
頁
の
定
義
。
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